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: . r 止の弾'1全 床 タ イ ル は 何 れ も 製 法 の

日本の多iE多I羽の河専売特・5午dlI で、

舶来 lihのＱ Ｐ｣でも ｎｾ れた性能をもっ、

追随を j午さない製品です。

φ 特

地 f. 後故障か少い・ !J 杭か FJν 、

価格が子ごろである・ f 入手前徐が簡単

色彩か自由に選汎出来る・永氏f ; ，する

三 星 ル ー フ イ ン グ の

応用化工
斑京i ! j I 足、r [?( IJ 、ti a  r  () 3  3  

正吉「千代 ｅｴｾ 神田空 ￮ ');.町 1 3  

k 阪 市 西 v 京，1 曜日 l ω 1 1¥ 
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式

市

町

外 l、. は使対/f ' ， >1とませ λ

Ｎｾ事ＺｲＡＡｬむのカタＮＭＮＢ見本

州市 ｌ 日ｾＱ￭Ｚ， ｌ ［Ｇｪ ｒ f  ' ! .い
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す ま

美し い床 材 をつ くって 40年

い を カ フ 一 設 計 す る 美 し い 床 材

- 程よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

ど= ヲーム川川町

各 種製品 リノリユ ーム・リノタイル ・N タイル ・スポン ジシー ト

ユ ー ム 株 式 会 社

阪 ・大阪市有閃仰I&PI Tj wり4 丁 目 ( 三和ビ.ル) T E L  271 - 5051  ( 代)

京 ・ 東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 ( 三和ピ.ル) T E L 561ー 1701. 2564 

東 洋 リ ノ リ

大

東



は 新 時 代 の 形 鋼新 時 代 の 建 設 に

‘  

N KK 圃 T 形鋼

用 圏 各 種 1 ，H ， T 形 鋼 用

国 各種オ ープンクエブ材用

途 . 非 対 称 断 面 形 鋼 用

易

富

日 曹

三合

且皇

.s乙

カミ

ズ が

接

イ

特 園 溶

長 田 ナ

日 本 鋼 管

3  

で

あ な た の 会 社 の 合 理 化 は

李 ｉｉ ｉｾｍｐ ボグヲ

‘  

'  

直ちに O K /

あなたの工場での蒸気単価はい くらですか ?

M P ボイラでは56:J円/ T O Nを保証致します。

製品のコ ストダウン

卒 川 鍛 工 所

T E L  (458)  Ｓ Ｖ Ｓ ＱｾＵ＠

T  E  L  (272)  2 7 2 1  ( 代)

T  E  L  (52)  4  8  6  2  

T E L 野洲局 4 0 5

赤土

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 の 1

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 の 7

小 倉 市 宮 里 子 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 三 上

武

本社 ・工場

東京営業所

九州出張所

滋 賀 工 場

本来
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. あ な た の 忠 実 な …

ド ア ー ボ ー イ /

来 紫 綬 寝 * に 輝 〈 米

日 ・ 米 ・ 笑 ・独 ，各 国 特 許

昌 明 t I . .  

1ii 7・苧Z 噌q

日 本 金 異 製 作 所

融通元ダヲ1Cヲヱ. 鎌武曾稔

亜 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン ゲ ス プ リ ン グ シ 守 ッ タ ー

ｊｊ えかい踏まで ｉｾｉ をく ｬ わた・・…

. ス プ リ ン グ シ ヤ y タ - ・ 重 量 ス プ リ ン グ シ ベ' ツタ一

回 自 動 シ マ ッ タ ー ・ 子 勤 可 動 ス チ ー ル シ ヤ J ター

盤 状 優 ' 豊

富l: ， . 絡 調 軒

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

詳 細 カ タ ロ グ 呈 上

ふ ｉｊ ・ Ｔ 場人 ｬ ぬ ､ ，的，＼ｊ ｬｩｬｬｬ 旧 Ｔ ノ ＳＳ ｔｅｌ Ｇ ｪｊ ＭＲＸ Ｑ ＲＭＳ 川 Ｑ Ｖ 似 ｬｾ

東 車 支 払 ll( lH I 人間区刊外宿 5 ノ 5 4  7  T  E  L  (711) ー 1171

名古理主仏 名古時巾中区干目白・J n 日7品地 T E L @ ＵＹｾ 臼 Ｒｾ

門出頓所的思 Ｑ［ｾ ｲＮ ｾＮ 神戸Ｎ陥点、，ｊＡＮ福岡

その他山側 Ｑ ・，，Ｑ｜約ｾＧ， 11 全国よ曹師，hにめり
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“軽いＢしかもＢｾ良い Ｂｧ

さすが住友製と好評

産 業 活 動 の 大 動 脈一 一鋼 管 。

そ の 鋼 管 と 四 つ に 組 ん で 半 世 紀 !

“ 鋼 管 な ら 住 友" と 欧 米 を 初 め 世 界 各 国

で 折 り 紙 っ き ! そ の 住 友 が 総 力 を 結 集

し て っ く り あ げ.た 角 形 鋼 管 。

“ 強 い " 鉄 鋼 は “ 重 い " と い う 常 識 を 破

っ て “ 軽 く " し か も 驚 異 的 な “ 強 さ " ， 

ビ ル や 学 校 な ど 不 燃 建 築 物 の 柱 材 お よ び

部 材 な ど に ス パ ラ シ イ 人 気 で す 。

住 友 の 角 形 鋼 管

。 住 友 金 属 工 業

本 社 / 大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 1 5  (新 fi:友ビル)

支 社 / 東京都千代田区丸の内 l の 8 (新千七友ビル)

営 業 所 Ｏ 制 ｼ 品 ｊ Ｎ 広 Ｑ Ｑ Ｚ ｉＧ ｪ • 名 占 同 Ｎ 1111 台 ・札 幌



、

驚 異 的 伝 価 格

性能も乗心地もトップレベル

中高層建築に最も理想的な

規格型乗客用昇降機

E r CT" 1ペー雫

定 只 6 人 用 . 8 人 周

辺 転 条 件 交 流可 変 速 度 45m/ min

操 作方 式 セ レ ク チ プ 、 コ レ ク チ ブ

( 運転手 な し 乗 合全 自 動式 )

位 置 表 示 フ ラ ソシ ュ ラ イ ト 式

l兄 来場、 カコ・共 1 枚 片 引 自 動 脈

( セフテ ィー エ ッヂ付)

来 場 寸 法 7 6 0市 x 2050明"

圏 ク 7 リフト P - 6 同 機 情 、 制 御方 式 等 に画 期

的 な買宣告十を 保 1) 入 れ 前 回一 新 し ま し た 。

此 の 般会に呼材、を パ プ リ ベ ー タ と 改 め ま し た 。

@  日 本エレ ベー タ ｬ Ｚ ｨｊ ｊ ｾ q  jil 

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
J - 3 0  

シュこ7 -

宜 盆 型 高1吉 向

ｾ ｭＢ ｬ ｬ ｬＱ ｬ＠ 1 0 Q V / 2 0 0 V X H P  

M 純 情 2  5  kg 1u. 骨 述 l!r 2 0 m  

カコ 抽出 イ ￯ ｾｊｊ 5  0  0  x  5  0  0  x  6  0  0 叫 "

押 釦式 全 自 動週 配 ・香 階 よ 下 引 骨 肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

全 欄 摘が置付のた め通路工 事 簡易

M - 5 0  

宣 宜 ・賄 聞 向

三 tIJ 交 流 200  V 河 H P

同 組 鼠 50kg 担 分 速 度 3 0 m

え1 " 摘 出 有 肋 600 x  600 x  750哨 m

押 釦 式全 自 動 置 転 ・各 階 上 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - l 0 0  

がI I I ! A ・ホ テ ル ・ 章 容支給 宜 ー 商庖

工 場 向

三 相 究 ;lft 200 V  1  1-1  P  

同 組i i 1 : J OOkg Ｑ､骨 辿 Ｑ 且 ｾ Ｓ Ｐ m 

- ，コ 抽 出 有 効 750 x  750x  900引 開

押 釦 式 全 自 動遍 転 ・各 階 よ下 事 1骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

三 川i 立.Ift. 2 0 0 V  2 11 P  

同 組 阻 2 0 0 k g 1，i 分 注 皮 3 0 m  

カ ゴ抽 出 9 0 0 x 9 0 0 x l 0 5 0 哨

押 釦式 全 自 酌 置 転 ・各 階 廊 付

M - 3 0 0  

三 叩 交 流 2 0 0 V  3 H P  

情 雌 鼠 3  0  0  k. 恒 骨 速 度 3 0 m  

カ コ 期 間 1. Oa Ox l， O OOx l， 2 0 0噌 帽

押 釦式 全 自 動 還 転 ・寄 階廊 付

タマ13' i ( 工業株式委結

大 阪 市 西 区 京 Ifl r )肩! 二 丁 目 三 十 番 地

電 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381- 0822 ・ 2686 ・ 4527

東 京 支 j苫 東 京 都 北 区 岸 町 1 - 9  

名 古屋 支 底 名 古 屋 市 中 区 東 |場 町 7 - 2  

京都 営 業 所 京都 市 中 京 区 二 条 通 西 洞 院 西 入

T E L 東 京 (911) 4253・(919)3062

T E L  名 古 屋 ( 24) 0  3  7  2  

T E L 京 都 ( 23) 3  5  6  0  

<  



ト合成株式 会社 と技術提携

エバレヂン

日独合弁へキス完全防水は

樹指防水剤により完成した
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l ド: ｊ ｾｾￌ ＮＮＺｉこ ｊ 、レ 弓ーソ ｬ 豆 ｅ
¥ r J ) 会社ー. . . . ' . V T / ー」ラ干ξ

大 阪 市 北 区 鳴 尾 町 1 0 T E L ( 341 ) 6 2 6 0  

エ パ レ ヂ ン チ ェ イ ン ス ト ア ー

東 京 エパ レ ヂ /工 聾 鴇 式書 社 車 京 都 前 首 区 代 々 木 町 2 - 2 0  

京 埠 ヱ パ レ.ヂ ノ 暢 式 会 社 東 京 都 太 田 区 道 沼 2 ー l

中 部 ヱ パ レ ヂ ノ エ 韓 間 包 古 座 市 西 区 1E ノ 木 町 3 - 5  

3巨 大 阪 エ パ レ ヂ ン 工 瞳 断 布 施 市 永 和 2 - 9  0  

池 田 ヱ パ レ ヂ ノ エ 聾 閉 池 田 市 畑 町 1 2  6  - 2  

神 戸 エ パ レ ヂ ノ ヱ 揖 所 神 戸 市 東 世 区I. E 宙町辺ノ下 1 4 5 9  

和 取 山 エ パ レ ヂ ン ヱ 蝿 同 和 歌 山 市 平 岡 3 6  5  

北 陸 エ パ レ ヂ / 工 瞬 間 石 川 県 小 松 市 阻 助 町 3

岡 山 エ バ レ ヂ ン エ 擢 踊 附 山 市 盤 町 1  4  

広 島 ヱ パ レ デ ン エ 担 問 広 島 市 比 市 山 本 町 1 1  8  0  

高 松 エ パ レ ヂ ノ 工 車 岡 高 松 市 揖 ノ 町 4 5  

松 山 エ パ レ ヂ ノ 工 出 所 位 山 市 刷 費 町 ! 辻 町 附 4

今 治 エ パ レ ヂ ン 工 蝿 所 今 拍 市 宮 下 辿 1 5 2 1  

高 知 エ パ レ ヂ ン 工 蝿 所 高 岡 市 宮 前 町 1 2  

幅 岡 ヱ パ レ ヂ ノ ヱ 揖 所 福 岡 市 帯 百 1 - 8 5 4 三 光 ピ ノb

長 蝿 エ パ レ ヂ ノ エ 車 問 品 崎 市 柑 t宅 地 町 1 4  

沖 縄 ヱ パ レ ヂ ノ ヱ 車 問 II s 覇 市 民 民 町 l  

毎 日 放 送 千 里 丘 総 合 社 屋 屋上 エ パ レ デ y 防水工事

完全な防水に・・・

ιn，u.，szzh 
・ 永久に老化しない

・ 伸びる Ｈ Ｑｾｊ 長 京 Ｕ ＰＰ Ｅ Ｉ

・- 30

0

C ｾ十 ＷＰ
Ｐ

ｃ の純 ｉ ｦｴｬ で完全に Ｇ 位 ｭ し行る

圃 円安、アルカリに強い

地 盤 の 注 入 に . .  .  

特許". 冨T・世''11-:1:理

( 薬液注入工法)

'
+
ム

4

A

・

ハ
一
宮武

i

y

様

戸

面

切

防

H

A
引

い

¥

心
ロ綜期日

園 地盤の聞結と沈下防. 11ニ

園 地下水の. i ! d 断阻止と漏湧防止

取締役社長 山 崎 恨 ニ

祉 東京冊子 Itffi 区神岡1車場島町 2 の9( 古平合ピ ル 2 ｾＦＩ＠

電 話 (201)1691 ( 代五}

大 臣世息 所大原市 東区道修町 ＱＭｾ ( 世体ピ ル}

電 Ｚｉｉ ＨＲＰＲＩＶ ｾＸＧ

I " . I毎月時 :t:;;.: r:Il ｾＨｉｉ＼＠ 1<: ｾＨｾ亀町 Ｖ の ＳＳＵＶ 電話 (961)叫 回

ヨド

圃 隠i草地下室 、貯水池夕、ム等の漏i勇水防止
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=10 EJ P.， ':1-

甲 穫 。・乙 海 防 火 シ ャ ッタ ー

電 動 式 ・手置方式 ・ス プリング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

三 和 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 底 尼崎市久々知' ドコエ 2 3 屯 代 表 (401 ) 5  3  4  1  

札 控 宜 底 札 帆 ili 平 自L 町 平 似 5 2 2 w. .(. )  ' 1 6 1 - 3  : 1 ; 阪宜底 尼 崎 i1i 久 々 如 午 コ エ 2 3 世代7 l (.01)  5  3  • 1  

旭川営 張 所Ｇｾ 5 0 9 7  大阻期世銀ii'i ¥:  (671) 5 '  1  2  大阻北宮様所 屯 (351)  2  3  0  0  

東 北 支 広 仙 台 ;1; '; 1:' ｬｾ＠ 1  1  2  ｾ＠ ( 3)  3目6 ・9618

膏 忍 宮 泉 所 包 ( 2)  7  1  0  2  盛 岡 宮 ， 健 所 屯 ( 2)  7  • 0  7  縛 戸 官 製 新 電 (22)  0 1  8 9  来 初 宮 集 所 電 (22)  0  9  0  0  

4大図1 1 : 張所 世 2 7 8 3  Ｑ Ｘ 山智 張 所ｾ )  7  6  6  金 沢 智 象 所 屯 ( 6 )  5 . 8 1  n  1111: 議 所 屯 2  0  5  3  

ｬＧｩ渇宮 集 所ｾ ( ，)" 1  • • 3  平 駐 在 所 '01: 3  3  0  3  高 松 宮 集 所 屯 ( 3)  .• 2 9 0  高 知 宮 集 所 屯 ( 2 )  1  5  7  6  

3医烹支 16 Ｚｾ ｾ＠ 3;': r. &収 14 R 荷 河 川 町 3 Ｘ 屯 ｾｾ Ｑ ＼Ｚ Ｎ Ｈ ＹＳｾ Ｉ＠ ｾ＠ 1  5 6 ¥ !  島 幽 狼 所 屯 ( 2 )  ＰｾＵＹ＠ 広 島 官 娘 所 屯 ( 4) 3 7 5 6  

覇宿望E 集 局街 地 (3.1) 2. 78. 9678 神田曾損提 訴. ｾＨＲ Ｕ Ｑ Ｉ ＶＲＷＸ Ｈ ＲＹ Ｑ Ｉ Ｓ 制 Ｑ Ｍ Ｇ

品川営損 保 預ｾｾ ( m )  1  3  0  0  償 浜 曾 療 所 屯 ( H  7  t  7  8  岡 山 宮 来 所 電 ( 3)  9 0 宅9

高崎宮 築 研ｾ 2  1  6  6 宇都宮古雪療所 電 7  7  2  2  九 州 宜 底 福岡市環辺通 ＵｔｆＱ ＹＲ ｾ

甲府宮業所 ｾ ｬｯｾ 2442・6292 * 戸宮泉所i I O : 8 ' 6  3  5  

名古屋支111 ;1'， jl i 島 市 東 区 主 枇 町 3 - 6  11: (9. )  2  8  • 6  小 書 官 療 所 電 ( 5 )  3 2 0 1・ 11* 宮 寮 所 屯

俗 岡宮策研 ｾｾ ( 3 )2制 6 ( 2  )6931 II 野 営 療 所 電 ( 2 )  5  2  9  2  宮 崎 官 候 所 畦 2 3 1 4  /II!児島宮集所 屯

(75)5181 '  6901  

( 2 )  .0  8  9  3  

( 2)  6  7  6  2  
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アスヲアルト防水} 去年限保鐙す3

日本アスブアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロノ、11煩〉

地 区 会 社 名 住 所 電 話

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三条東 4 - 1
| ②3458. 4426  

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二日町 1 - 2
| ③叩 仰 35

井 上 渥 膏 工 業 K K 東京都中央区銀座東 2 ー13
(541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K  K  東京都台東区浅草田島町77
(871) 5311(841) 5729 

北 条 涯 育 工 業 K K 東京都中央区湊町 3 ー 7
( 551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172
(361) 5947・(371) 1337

禽 山 エ 業 K  K  東京都千代田区神田小川町 1 - 8
( 251) 0161- 3・1301-- 2

涯 膏 建 材 K  K  東京都中央区銀座東 3 - 11
( 541) 6945・7834

関 東 地 区

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6
(921) 0448・0647

大 和 工 重量 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42
(891) 1144- 6・7155ー7

マ サ ル 渥 膏 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61
(841) 8501・(871) 2851

積 弁 工 雪量 K  K  東京都文京区林町94
(941) 0271・2582

K  K 三 柏 商
dZb玄h  

東京都千代田区神田同朋町 3
( 251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1 ー 1
@7846・8476- 7

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12

l邸 側 2066. 8700

@6860・2574・0415

日 新 工 材 K  K  大阪市西区新町北通 1 - 17 ⑪3785- 6・2721

マ ル ヱ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 l ー152 ⑫2360・2030

近 議 地 区 K  K  新 光 商 m 大阪市南区塩町通 2 - 13 ⑫7195-7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 ⑭5976- 8 

清 7]< 興 業 K  K  大阪市北区銭野町34 ⑪0251-3  

中 園 地 区 東 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22
③2211・6302

一
工 業 K  ｾ ｉ＠ 高 松 市 内 磨 駅 7

K  山 本 商 会 松山市萱町 2 - 95 ②2717・8422

日 新 輿 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 エ 業 K  K  宮崎市橘通 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 材 社 門司市大里束通10丁目 @1468-9  

安 藤 エ 事 K  K  福岡市大浜 1丁目新町95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 @0001-2 

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1 - 18 日新工業K K大阪営業所 ⑮ 5281- 3  



ミ事. . ｩＺＮｉｾ＠

アjし三l刊しタイル

ヤハズラス

ド

ビニール加工板

メラミシ加工板

大阪 ・大阪市西区北掲江上通一丁目

京郎 ・京都市中京区蛸薬印jJ 烏丸西入

稲岡 ・福 岡 市 下 対 島 小 路 一二八

工場 ・京都市右京区西院松井町八

木毛セ〆〉ト板

力ラ- ぺス トス

ス日 ＭＯｾ

ピ二床タイル

プリシト合板

T E L ⑬ 3514 ・8246

T E L  @  5363 ・0214

T E L ③ 2  7  0  6  

T E L l@l  6 9 7  

30メ{ 力一代理由

雲表Oi t AJ芝柑犯I

T F L  ( 54υ1861- 5 ・2131・2233 ・1060 ・1161

、‘



費量. 緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

8ii ヌー"0_ i' ｉｾ ソイド

Ｘｩ｝ ・ ｾｉｌｔ ン ＱＱ ，Ｍ Ｗ ＮＮｦ ￬ タ
伸縮目地材工キヌハ。ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ先 シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東京占i15 中火| 五八重洲1- 3

'T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区 婦 上 通 り 3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079
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新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タ ナ 付 洗 面 器

陶器、 金 具 七 y 卜

l 級 ￥ 14，200

並 級 ￥ 12，700 

にアて

11 L 1306 

L  1305 

1 ; t 匠登録

第214821号

ジニi ピター

L  1223 

ｾ匠登録

第214819号

タナ、ソデ付洗面録

陶 器 、 金 具 七 y ト

I  * 汲 ￥ 15，400・

並五汲 ￥ 13，900 

ヴ ィ ナ ス

前 丸 洗 面 器

陶器、金 具セット

l 級 ￥ 15，000

並 級 ￥ 13，560  

' - / 090ωμ 

! 乗洋陶器株式盆社1
本 社 / 小 倉 工 場 / 小 倉 、茅ケ崎、滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高臆橋 T el (231)4518- 9  

1  4  2 4  

⑩ 

JIIロョぬゐ

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 社 東京都路飾区本川四 y 十町 5 4 屯話 東京(697)61 41 (代表)

東京営業所東 京都千代間区神山t : i i <町 1 3  iU話東京(291)4941 - 4946  

り11口ピル)

大飯倉寮所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 3 3  fJ 話大阪(271) 4 3 5 8 - 9



ニ ユ ー ス : 国立( 京都〉国際会館競技設計をめぐ って

京誌の宝ケ池lど建設予定の「国立国際会館」の設計問題について， 河野新建ー設大臣の発言から ，公開コンペの線が指

名コンペになる気配が打出された。 乙れをめぐって，東京では，浜口隆一氏，その他，若手建築家を中心として，公開

競技を要求する促進会議がもたれ， 日本建築家協会，建築士会，学会l乙も働きかけがなされているが，地元の関西にお

いても，新建築家集団 (NA C) が 9 月 6 日K おける委員会において， 公開コンペの方がよいとの志向を示したほか，大

阪= 京都の個々の建築家も，乙のコンペ問題についていろいろ意見をだし始めている。詳しい乙とは，日刊建設通信紙

上その他，週刊建設ニユース( 9 月第 1週〉にその経過がのせられているが， 以下ニユースとして，公開競技促進会議

のよびかけ文と， r経過と展望」をのせる ζ ととする。

夜、たち建築家. 設計者は，公共建築の設計 l乙当

って，国民的関心のもとに，すぐれた創造) J が生

かされるためのノレールの 1 っとして，公開競技が

行われることが必裂であると考え，常に乙の機会

が増えるよう望んできました。

国立国際会館は，その性絡から，設計を公開競

技により求めることが特に望ましい，主ｾーな建築

の 1 つであると考えます。すでに，日本建築家協

会をはじめ，副本建築土会迎合会，日本建築学会

などで，乙の公開競技の実現を促進するための努

力が続けられていますが，私たちは，乙れらの努

力に対して賛f i ; を表明するとともに，乙乙に，乙

の問題に関心を寄せるすべての建築家，設計者ーが

あるゆる組織と機会を通じて. 国立国際会館設計

の公開競技が実現するよう，努力する乙とをよび

かけます。

1962 ・9 ・10

公 開 競 技 促 進 会 議

経 過 と 展 望

公開コン ペの方針

国立国際会館( 国際会議場〉の建設は i昭和34'f. r，l 内

閣のとき 当時の経済企画庁長官，河野一郎氏の熱心な

推進によって実現ときまった。敷地も京都市宝ケ池にき

; ; : : つー。

建設の実務は司王II 設省包;-*Xf . 局にひきうつされたが， し

かし，その後は，内閣も変り，政治情勢の変化布河野氏

が. I : : l 相になったりして，あまりはかばかしくは動いてい

なかったようで怠る。

それでも. 営絡局当ゴi 者たちの間では. パレスハイツ

の国立劇場と平行して，その実現日| 函が煉られてきた。

設計方針についても，かなり話はすすんでいた。三会

設計競技会問委員会の会長伊藤滋氏は，国際会議場とい

う建物の性格上ぜひ公開コンペによるべきであるとして

当時の建設省営絡局長. 川合貞夫氏l乙正式に申しいれを

しており. 乙れに対して，建設省当局はー文書による確

約ではないが，その方針ーに賛成して，担当官もその線で

事務をとりまとめつつあった。乙うした経緯は，建築界

lζ も伝えられ，建築界としては，いずれ国際会館は公開

コンペ lζ 出されるものと期待していた。

乙れが. 乙の 7 月ごろまでの事情である。ところが.

8 月になって状況が急変した。

河野建設相の発言

内閣改造によって，建設大臣に就任した河野一郎氏は

阪神国道建設促進協議会への1 . ] : ' ，/ 認および関西財界人と

の懇談のために西下した際 8 月 1 日，京都宝ケ池の国

際会館の敷地現窃を視察し，おなじく現地で記者会見を

した。

河野建設相の談話は，すぐその日の朝日新聞( 大阪版

) 京都新聞などの夕刊紙面に報道された。

ほぼ，同じ報道は 8 月 4 日づけの日干IJ 建築ジャーナ

リズム( 建設通信，建設工業新聞，建設産業新聞など〕

に現われた。その内容については，それらの新聞をみて

いただくとして. 乙乙に必変ーなポイントを次に記してお

ζ つ。

・国際会館の総工' 1. ' i . は約60億円. 工事は 2 期にわかれ，

第 1 期は40億円。

・11' 工をできるだけにl ぐこと。

・乙の急ぐ ζ とに関連して. 設計方式のことがフット ・

ライトをあびてきた。との点についての建設相の言葉

は，新聞によって若 Fの11食いちがいがあって‘ 次のと

おり

「設計案は. 乙れまで辺り 一般から公募するがー同

時に数人の専門家にも，設計を依頼して，よいのを選ぶ」

(朝 11 8 ・1)  

「年内には設計競技の段階 lこl心、る。設計については

IJ 本で有ノ3 な設計家を数人指定したL、。 J ( 京都新聞 8

「設計公募もよいが，会館を早く着工，完成するため

に著名な建築家に依願しでもよい。しかし著名な設計

家 lこ依頼することになっても. 公募で参加したいものが

あれば. それも加えてよL、。営繕局で，もっとも妥当な



設計方式を早急に倹，; - j せよという指示を与えた J ( 建設

工業新聞 8 ・4 )  

r?千七な設計家の方々に依頼するのがのぞましい。し

かし応広する者は拓まないJ ( 建設通信) 8 ・4

「従来の一般公募だけにする乙となく ，委託方法もと

りいれるように， ζ のほど事務当局lこ指示した J ( 建設

産業新聞 8 ・4 ) 。

設計方式の検討

いずれにしても ， 建設当局としては ， 設計方式の至 Ｚｾｴ

の検討を迫られたととは確かで，当局としては大いにあ

わてたようである。なによりも，同相の「急げ」という

言葉が，強く響いたわけである。

当時の立任者である， ) Ij 合営総局長は事態をなんとか

す べ し ま ず 内田祥三氏( 東大グ'11 l 教授) に相談した。

とζ ろがほとんど同時に例の大人事異動があり，すぐ

8 月 7 日には川合局長は更てっされる乙とになり，問題

! ま一時小休止の状態になり，事務当局としては，新局長

のもとで改めて検討! とはいるととになったようである。

乙の閣の事情について，建設ゴ業新聞 8 ・16 は， 次

のように報道している。 i いままで同行が間際会館設計

の方針としてきた公務競技は ，設計を急ぐという怠味か

ら，ほとんど可能性はないようで，もっとも有力とみら

れているのは ， 数Ｑ，の指手 ｾｈｪｬ ｝ｬ乙よる設計競技とされてい

る。」

公開競技への動きはじまる

こうした状況の推移は，実のと乙ろあまり一般の建築

家には気ずかれないままに進行していた。しかし，国立

劇場の公募コンペが正式に発表されたりして，コンペに

ついての関心がたかまるにつれて，国際会館についても

注目されるようになった。そして乙との重大さに，やや

カヲゼンと自が党めはじめたというあたりが事実であり

それとともに， もとのとおり公開競技の線に，もどして

ゆこうという動きが現われた。

このi J l bきには 2本の線があったようである。 1 本は

究会設 jj ・競技会同委員長， 伊藤磁氏を先頭とするもの

で，主として建築家協会の役員級メンバーの人たち。

もう 1 本は， 公開競技促進会議クである。この会議

は 8 月30 日の夜，国際文化会館に有志数名が集ったとこ

ろから始まった。数l時聞にわたるディスカッションの結

果，上のような1 ' ，称の会議を結成して，ひろく建築界，

社会にはたらきかける乙とを決意した。その趣旨は，当

日起草された「声明」にはっきりと盛られているとおり

である。そして 9 月 10日，第 1 回の拡大集会をもっ ζ

とも決めた。

つぎに， もう 1 ，ｾ，の巡 ｾｊｊ 線である三会合同三日むの川

きについて心しておきたL、。

伊藤滋氏および建築家協会の動き

- : 会設計競技合同委員長，伊藤滋氏は. 前ぷのように

はじめから，乙の問題について，建設省当局と= ン亭ク

トしてきていた。かっ，公開コンペという主主ですすめて

きた。しかるに，河野発言以後の約 1 カ月間. ツン;1-: ' サ

ジキに泣かれてきた ζ とも事実である。

伊必滋氏が，公開コンペが難しくなりつつグるという

ことを知ったのは， 8 月末であり ，氏は卒直に. ことの

窓外 lζ 驚いたことを話している。

旅行先から. 急いで帰京した伊藤氏は， 「促進会談」の

打芝、と 9 月 1 日，ホテ J レ，オークラで懇談しセ c

伊藤氏は，あらためて公開コンペの線が好ましいとい

う乙とをE在認するとともに，その実現のため二，できる

だけの努力をしましようということだっ七。と同時に，

促進会議の巡動についても，賛成，支持を証明されぺ。

伊藤氏のif o . りきにつれて，建築家協会も積極的! 三日空 fごす

ことになった。

9 月 5 日，同協会は緊急に企画委員会をひ、パ、て. こ

の問題についての方針を協議した。結果としては. 公開

コンペの実現を要望するという線にほぼまとまったよう

である。乙のときの委員会には，伊藤滋，大江宏， }河川

国男，坂倉司f; 二三戸原義信，松田軍平，郡苅男などの諸

氏が11' ，w; した。それにしても建築家協会としての正式な

態度は，理事会をまたねばならず，それは村野藤吾会長

の上京をまって，13 日lζ 開かれる乙とになっているとい

う。 ζ れまでの状況からいって，国際会館の設計方式と

しては，公開競技が好ましいということをぽ認しさら

に建設行当局にたいして，公開競技の実現を} f 望すると

いうととになるのではないかと観測されてい乙 e

したがって，促進会議としては，建築家協会を主車dl と

する買会合同委員会の勤きと，よく連絡をとりながる，

共同戦線をつくってゆくべきだといってい忍 c

全国の建築家たちの動き

さらに，加えておきたいのは， この問題について. 東

京在住の建築家だけでなく ，全国の建築家ナニコが. 同じ

立窃で，公開競技促進にたちあがっていることで彦、る。

その声の一部については建設ジャ ーナルと建投ii!Ha. こす

でにのせられているし，今後一そうひろがってゆくだろ

う。全国の述築設計者ーたちの，連帯をつよく育ててゆく

ことは， コンペ問題にとっても，もっとも正しL、方向で

あり ，さらに現代日本の建築家のあり方を高めて1) ヘ

もっとも正しい方向だといえよう。



第 7 回 現 場 実 務 講 習 会 開 催 に つ い て

本会では，学校を卒業して新採用された若い桂築技術者を対象に，現場実務に役立つ実際的な知識をー述の系統

的な内容の講義および現場見学などで ｉｾｪ 和 ＳＲ Ｏ Ｂ 下より毎年一継続して庇心誠 ＱＱ 干会を開ｦｈＧいたしております。プｦＮＺＱ，ｦＡ立第 Ｖ

ｉｾ 講習会として Ｙ 月 Ｑ Ｗ 日より ＱＰ 月 Ｒ 口までの会期Ｈｩ｝平細は前月号会告で発表〉で受講 ＱＱ ーを ｊＩｊ［ ｗ いたしましたところ

定員以上のお申込みがありましたので，定員を紹えられた受講? i i t:1t 11をIj I心として引続き 第 7回講習会を下" 己主t J買

で開催いたします。会員各位のご受講をお問い申上げます。

園 第 7 回 現 場 実務 講 習 会 要 項

11111111111111111' 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11111111 1111111111111 1111111111 11111 111 1111111 11111 1111 11111111111111111111111 1111111111111 11 1111 111 111111111111111111 11111 111 11 

1. 目 的 学校を卒業し新に採用された技術者を対象として学校教育における一般知識の不足を補い，現場実務

において直ちに役立つ実際的知識を，各方面におけるそれぞれのエキスパートによるー述の系統的講

習によって会得せしめ，従来の長期を要した経験的匁l識の習得期間を問縮し，かつ官' ( i ・実に把搾せしめ

る乙とによって，より有用な技術者を養成しようとするものである。

2. 対 象 本年及び昨年学校を2 f . ; たしt- 者。

3. 会 期 昭和37年 10月22 日→27 日 11月 10 R ( 8時30分→ 12時30分) 11) ] 7 11 →9  fl ( 8時30分→ 17時〉

延50時間

4. 会 場 大阪建設会館 6 階集会場( 大阪市東区京橋 3 丁 目天神橋南g;f i ・大阪苛政局向い)

5  申 込 9 月29 日までに申込書に受講料( 1，800円) を添えて.1，: 会事務局へ申込の乙と o ｾ司会 ｪ 昂の都合により

定 員 ( 1201'，) に迷した際11，先25- 順で締切ります。

6. 日時・科目・講師

日 H寺 科 日 i持 自H ( 敏称m'a)

10月22日( 月) E建1主:築(契工「約甘'JドH支の払才行な;口1ど-かの事ら務竣手Z万功続1) をま含でむの) 3業住務総; 大阪府営活必主幹板垣 粉治郎

ー一一ｾ・ 一 一

22 日( 月) 23 日( 火) 労務竹理と安全TI 理 野辺器J程変E j;a 田 成 計

23 日( 火) 24 日( 水) 仮設物と似設材料 r) 松干t 村 型 政 岡 基 次

24 日( 水) 現場lこ関する諸法規とその手続 森喜 225よ長大久保 塁王

25日( 木) 材料の検収とそのrr理 」1 3 塁副tB2 近 藤 史 郎

25 日( 木) 26 臼( 金) 工事機械と工器具類
機{抹) 械大 課株 斜長 官/ - t : 入問凶 { ~  今は

26 日( 金) 27 日( 土) 施 工 i汁 阿 室哲器密)JE 松 岡 照 夫

27 日( 土) 現 場 製 際! 」株1F部 私 自 篠 崎 一 郎

一ーーーー - 一 一 一

11月 7 日( 水) 地 下 工 法
4株)J 中長弱E 北 山 二 ・ 1-τ

7 日( 水) 土工事，ｾ磁工・ｪｊ，排水工事 ♂)J 組事阪支2 渡 辺 Z見

一 一

7 日( 水) 8 日( 木) 鉄筋コンクリート工事，鉄骨- 工・F 主水Z畦(2)rE 安 il 1Ii 

一 一 一

8 日( 木) 木工 'jJ ，尽線工事，金属工事，雑工司Jj: 堅守諮 iFh大 雲 岩 下 久 哉

8 日( 木) 9 日( 金) 石工事，タイル工事 プロック工事
」株)r 木ぷ務2 矢 野 史 作

9 日( 金) 防水工事，左官工事，塗装工事 d mg g 雲 武 藤 潟 吉

-

9 日( 金) 10 日( 土) I 設 備 工 事
r){F中 長 務 長 訂 黒 次 郎

7. 現場見学 11月 6 口( 火) 午前 91時 rtfi 村別院」を予定しております。

惨 10月22日! こは開講式 ・11月 10 日には終諸式を挙行して終了証1!?を受講者ーにお渡しします。

砂 講習時間割は受講お申込の際お渡しします。

砂 テキスト( 諮哀の項目を u自主したもの) を各講義毎にお渡しします。

主 有ii 社同法人 口 木 浩 築 協 会
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熱 処 理 で 強 化 さ れ た 着 色 ガ ラ

ス で す 。 い つ ま で も 槌 せ な い

美 し い 色 。 衝 撃 に 強 く 150

0

C

ま で の 温 度 差 に も 耐 え ま す 。

用途・ ・ ・ カ ー テ ン ウ オ ー ル 建 築 の 腰 板 ・ 家 具 ・・

ド ア ・ カ ウ ン タ ー ・ 浴 室 に

色 .. . . . . 12色 ( 臼 ・黒 ・ク リ ー ム ・ レ ン ガ ・ ダ

ー ク グ レ ー ・ グ レ ー ・う す 茶 ・ チ ョ コ レ ー ト

. 青 磁 ・赤 ・黄 ・紺)

旭硝子株式会祉

本 社 東京都千代田区丸ノ内 2 の16( 明治生命館)

電 話 東 京 281- 大代 4 8  2  1  (20)  

大阪支広 大阪市北区堂島船大工町53( 毎日大阪会館)

電話 341- 代 6 8  5  1  (10)  
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算 練 の 家 富 山

鈴 鹿 の 木 地 屋 部 落 滋 賀
八丈島の高倉

. 序文 今 和 次 郎 竹 内 芳 太 郎 小 倉 強 蔵田 周 忠 石原憲治 伊藤ていじ

木 曾 谷 の 石 置 屋 根 長 野

. 日 本のいのち 民族の誇り

. 滅びゆく民家への郷愁

. 各県を網羅した民家の案内主

. 現代 lζ 生きる創造のデザインソ ース

. 民家研究への新らしい意欲

. 総グラビ アによる鮮明な写真

武蔵野の農家 東京

. 全ての平面と主なる断面の貴重なる集録

圃民家研究者総力の結晶

- 編 集 委 員 浦 辺 鎮 太 郎 足 立 孝 浅 野 清 白 木 小 三 郎 川 島 宙 次 西 沢 文 隆 佐 野 正 一 岩本 陣 行 多 比 良 敏 雄 恒 成ー 訓 沖 田 誠 一 辻 野 純 徳 小 林 邦雄
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最 高 の 設 備 と 技 術 が 生 ん だ

ヌントウタィIt

淡 陶 株 式 会 社

t"': 

fふ

.. 
.  '  



ウ

タイル

暮しの中に生きる淡陶の製品

ダントウタイル

耐寒タイル

ダントウフロアータイルP

ダントウサーモタイル

タ ロ グ 進 呈

宅名ご記入の上大阪支庖までお申込み下さい。

タントウタイルの御用命は

この照明看板の庖でグ

全 国 10001苫 を 超 え る ダ ン ト ウ タ イ ル 代 理 屈 は

皆 様 の 御 相 談 御 用 命 を お 待 ち し て お り ま す 。

ダ ン ト ウ 平 面 タ イ ル

ス ッ キ リ し た 仕 上 げ と い っ た 点 か ら み て 御 需

要 家 各 位 か ら 求 め ら れ る の は 平 面 タ イ ル で す 。

弊 社 で は 常 に 研 鎖 を 重 ね タ イ ル 製 造 中 の 諸 困

難 を 克 服 し 絶 対 粕 ダ マ リ の 無 い 平 面 タ イ ル を

J宣 っ て お り ま す 。

特 に 色 タ イ ル の 平 面 は 他 の メ ー カ ー の 追 随 を

言 午 さ な い も の と 自 負 し て お り ま す 。

本 高 品 ! 日 中 日 ｴ 町吋望 ｾ 両 日 舎七本西 区｡［Ｎ｟ Ｎ通 Ｑ の ｟ｊ
淡 陶 株 式 会 社 日 仏車京山 町日 本山口仁 '" .11 11. 'T (  '， 4  1  )  8  '♀-， 

電 話 代 表 r u m_ 6  工 場 阿 万 ( 兵庫県 ト 福良 ( 兵庫県 )・ 字都宮 ｾ，＠



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

美 し い 床 …・

しかも永い間耐える司王が特長です。優れた製品と

して皆様に御満足願える; 除、五" 百五の地工技術を持

ってｾｾ宇土で責任施工を致してお ＱＩ ます。

床 材 料 の 販 売 ・ 工 事 ( 責 任 施 工)

株 式 会 社 桂 商 会

本社 大 阪 市 大 淀 区 悶 分 寺 町 1 丁目 1 m: 地

屯 話 (351) 6  6  2  5 ・7 7  7  8  - 9  

分室 大 阪 市 大 淀 区 天 満 橋 筋 六 丁 目 1 2

上枠 ・上扉 下枠 ・下院

( ピポット ・ヒンヂ持出し吊り型)

( カフログ御入用の節は御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 愉 沼 町 I の 4 6  電話布胞 (721) 7 7 1 3 - 4  

東京帥千代田区神田三崎町 2 の お 電 話 東 京 ( 332) 5310 ( 301) ωω 



Ｎ ｾしい色とムードのあふれる アヴリドアー はフレーム ・

ヒンヂ ハン ドJ レも組み合せた 七 y ト品となり一層お{ 虫

t 、易くなりました

.1，白l予算に応じて持及品と 標準品が

. お部屋の雰囲気にマ y チした美しい色も多数取揃えてあ

ります

. 新しい建築には新しい セ ンスの ドアーをお選び下さい

新建築の名演出家
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信 瀬 式 組 立 建 築

インスタントハウス から本建築まで .イ/

設備

る誇

と

を

( ト)第4 1 3 3号

販 売施 工

、ゥスヱ業停式奮示土

(531)  9351代 表

西 区 西 長 梱 北 通 3 丁 目 2 の 3 T  E  L  (541) 7721代 表

来 事持 制ド 央 区 日 本 械小 舟 町 2 の 7 (小 舟 ピル) T  E  L .(661 ) 4974.  4844 

.k ｾ ｉ 市港区北稲崎 西 之 町 Ｘ T  E  L (571)  5  1  3  7  

火 波匂T 西 区 九 条 中 通 4 丁 目 4 0  0  T  E  L ( 541)  3041代 表

東 京 端 江 東 区 北 砂 町 6 丁 目 1 4  8 の 2 T  E  L  (644)  78“  

最新

な技術

の

優秀



急

'

O劃

v

d

・
・

• 

建 築 と 社 会

9  

工 場 建 築 特 祭

1  9  6  2 年 ・ 第 4 3 祭 ・9 月 号 ・ 目 次

作 品 作 風

淡 路 町 ピ J レ・ H ・H ・， .... ・H ・. . …監 理: 吉村悟郎建築i ! l : 計事務所… 1

綾計施工: 大成建段 K K 大 阪 支 庖

住友生命保倹相互会社本館… … 設 計. 日建設計工務株式会社… 4

施 工 : K K 竹 中 工 務 庖

建築の限. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6  

担当50背)1関 : 猪 沢 徳 忠 ・ 田 村 克 好 ・ 針 崎 権 蔵 ・ 薮 内 幸 雄

本 文

工場建築の諸問題… … …. . . ..・ H ・.... . …・…. . . . ・H ・. ...・ H ・.. .東 畑 謙 三 … 7

工場建築計画における建築家の参画問題. . . … - … … ・・浦辺鋲太郎… 8

工場工期の問題点. . . ・ H ・.....・ H ・. ..・ H ・........・ H ・...... .・H ・. . …篠田 駿二… 10

工場建築の檎造…・. . . ・ H ・.......・ H ・......・ H ・-… H ・H ・-… H ・H ・. . 高橋康夫… 13

工場実例. . . . ・ H ・....・ H ・. . . ・……- …. . . . ・ H ・- …- …・… H ・H ・.....・ H ・.17

1. 神戸製鋼所茨木工場… … … … … . ..・ H ・-…... . . . . .・ H ・.，…...・ H ・...・ H ・18

2. 住友機械大府工場. . . . ・H ・- ……. . .・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・... … … 20 

3. 久保田鉄工枚方機械工場… ・… ・ ・・………. . . ...・ H ・- ………・…… 22

4. 中川電機藤沢工場・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・田・・・・・・・ ・・ 目.... .. .. .............・ .24

5. 住友匂気工業横浜製作所通信ケープノレ工場....・ H ・... ...・ H ・- …・・・… .26

6. 松下電器産業厨房器事業部ガス器具工場.......・ H ・....・ H ・.......・ H ・... 28

7. 倉敷レイヨン中条工場. . . . ・ H ・.. . .・ H ・.....・ H ・..... .... ... .. ... ..... 目… γ …・31

8. ダイハツ工業池田第二工場… … … 田・………… ・田… … ・・… … … ..34

9.  ハリス小岡原工場…・・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・. . . . . . . . . . . …・…… .. . . ・… .38

10. 日糖飲料本社工場. . . . ・ H ・-…...・ H ・-…・. . . …. . . . ・ H ・...，...・ H ・......・ H ・..40

11. 大阪市清掃局住吉工場・・・ 田・・・・ 田・・ ・・ ・目...... .. .. .. 目・・・・・・・・ 田・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・ .42

近代建築調査委員会報告 33

尾山神社神門・・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・- ………. . . . ・ H ・...・ H ・. . 近藤 蛍… 45

会 報 ( 7 月分) … … … ・… … ……・ ・…・…・…. . . ・H ・. .. ...・ H ・...・ H ・.....48

7月号の63頁の「公開質問: 千里丘陵住宅地区開発計画における住宅械の配置についてJ ICの

せた配置図のカ y トは上が北方位でなく，左側が北方位です。 ( 8 月号の ζ の欄の訂正)



住宅美素工事の創始者

ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

株 式

会 社 美 素 工 業 所

( 登 録 商 標 〉

大 阪 市 東 区 瓦 町 二 丁 目 ( 三 和 ピ ル 〉

電 話 (231) 5  8  8  8. 4  9  3  8  (771) 8  0  5  0  

ビルディング清掃・一般管理

美素建物管理株式会社

大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

電 話 (201) 4  0  7  0 ・4 0  7  9  

-・・・ B 甲 山 輔 副 司 開 薗 田 町 四 日 軍 軍 司 臨 時泊四 官 & 都 圏 届
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写真説明( 上)

銀 行入 口両l助1盟 外 国 盤 以 ミ カ ゲ 牛 ; ミ ガ

キ，六 f'Jil> 外国産 (1大理石， ガラスプ

ロック l民込， 円地ステンレス

l 階庇型および 2 階見上天井. アルミスパ

ン ドレ J レ

2 階手スリ . 外国i ! E，' ，大理石および外l司雌

mミカゲ，立 子 ステンレス

〆- ・

ij! 築位低 大 阪 市 東 区 淡 路 間r 2  - 4 4  

敷地，fiiflt 1，196. 386m"  

l l ! 物J i IIII内 経床 lfiim10，9∞. 141m"  

地 下 2 階 898.  270m"  

地下 l 階 910. 986m"  

I 階 940. 217m"

2 - 5 階 997. 135m"  

6 - 9 階 998. 887 mロ

111M 1 階 108.410rr、u

11¥M 2 階 58. 170m"  

軒 高 バラペット上端マデ 31 m

11 ¥! i { パラペットマデ 40m 

締 法 ) ，，，礎鉄筋コンクリー ト造ベク必

礎

主体 鉄 竹 鉄 筋 コ ン ク リー ト進

地下 2 1l1'i ， 地上 9 断。 ， 11¥J;{ 2 階

t  IりJ l I"J :  I削 自 I 3 6  ，!J o  2  JI 1  "  

峻 C If {j fll 3 7 年 7 Jj 2  7  "  

71  Ｎｾ ，・ 、

1 - 2 断 11 僧およひ出型't' ''l I I- 1' ミカト ，

hh' iL ｉｦｾＧｩｾ ， 腕 ｬ ｩｾ IE' ，市，11 ，ツツ + 11

上， 1 階窓ステンレス( スチール

シ 4・ッター 付 ) ， 2 階窓アルミニ

ウムプルーペン硝 f 人

3 階以上 栄型f畳間i分ネオタイル，プj 立およ

び塗摘t分イitl ネ オ タ イ ル 容 ス パ

ンドレ J レともアルミニウムブルー

ペン 硝子人

1:; ｾ＠ 悦型および集担コンクリート打放

l.. ， ' 理化粧コンクリートプロ γ タ

wミ 11¥脳出 I!l スチールルーずァ

ｊＨｾｦＮｬ＠

A λ  

' :E: $1(  
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1 階 ホ ー ル

正: IE附 li ( i 竜野) 水I符キ

号 外 凶 箆 . kPI! I  i  

Ｚ ＺｕｾＺ＠ T ) レミスパンドレ，レ貼

地 下 2 階
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2. 機 械 平

3  ボイラ一本

4. 発 電 険 市

5. . l l ' 什" ' .

ー
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地 下 1 階

1. ft Ｇ［［ｾ＠

2.  PI! 髭 京

3.  ｾｉｬｩ 部分

• 

• 

• 

• 

• 

占図

用 l

• • 

l 階

し 銀行符;業宝

2. 自動 Tll 通路

3. ターン

テ ー プ ル

ＴＮ 立体 ｾ Ｎ ｾｊｬ ｴＺ場

基 準 階

L  '11 務 室

2.  ，1. 休n rlr.l，品



股 針 : 日 建 飯 計 工 務 株 式 会 社

施 工 . 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

4  

- 股 骨十者 の こ と ば

;  ｾ＠ " 1  

11 

F  '11 11

1  

II 11I 

Illtl 

ζ れは， Ｇ Ｑ いｾ壌である。吸然硝子の， ＧＱ い色が ｬｬｩ 発 ｉＮｌＮｾ となったからだといってもよ

い。外部は1'( ，白 . lI iからできている。ヒシクールよりも緑叫、の勝ったプルーペイ

ン. 1・1磁色のポリテラ ，同色のモザイタタイル，濃緑色のモザイタタイル，北本の

みかげ石，ステンレススチールからできている。内部も川が主調となっている。大

理石も緑色のイタリー産86号を使ってある。エレベーター内部のオレンヂ色などが

1' I い色の対比となっている。

ｅ のｾ物会館 ｉｃ ￭ｾ 止われているステンレス鋼のサッシは第一 ｪ 聞の殺計 ｉ｣ Ｂｬｾ干したとき

は， まだ一般的ではなかった。行通のスチールサッシよりも値段も相可の聞きがあ

ったが ， 探 ｭ する乙とに踏切られたｾ祭主 ｉｃ ＡｩＧＮｻ立をＢｊＮ＼さねばならない。

ｴ 同然 Ｑ 門下と牧 ｬｩｊ ＧｉｦＭを開府間干にして全倣 ｉｃ 使 ｭ しであるのも ζ のｾ物のー特徴とい

え よ う 。 ( 間 協 犯 )

kl ! 犠位民

敷地荷積

ｾ犠商 ｍ

大阪市北区中之品16需地

4.2ω ，093m
2  

3，1l 9A98m
2  

O.斜4，231 m
2

)

延 雨 前 36，910A98m
2  

0 7，398， 667m2)  

地 4 階 1，399，963m2  

0 ，399， 963m2) 

地 F 3 階- 1 階延 l O.  599， 715m2  

(4，518， 506m2)  

地上 1 階- 8 階延 23.  798. 577m2  

( 11.029. 462m
2
)  

11¥J.i l l 階- 3 階延 1.  112. 242m
2  

(450. 736m2) 

(  ) 内は第二期工事分

主n物商さ 軒高 G L + 31. 脚 m

t再開 G  L  + 42.290 

u! 物rr さ G L - 18. 750 

工 期 第一湖

沼 工 昭 和31. l O.18

竣 工 昭 和33. 7 . 22

第二期

ｬｾ 工昭和 ＳＵＮ 8. 10 

竣 工 昭 和37. 6 ，30  

A  配置 第一 j問 弁 筒 工i1，

第二 ｊｾｊ ベたＩ，ｾ礎

主体構造 鉄 ｦｾ 鉄筋コンク リ ー ト 造

外 特 玄関・北本! E f ; 判有，i E而

ポリテラ

側而 40X4M イル貼

ステンレス製サッシなら

びにプルーペン複合間子

使用

(i l' 第一期工事分は本 :.¥>1959年 6月

号参照〉



住友生命保険相互会社本館平面図
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地下食堂

中央監視盤室

段 針 . 日 建 股 計 工 務 株 式 会 社

錨 工 ・株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

. 施 工 者 の こ と ば 住友生命保険相? 王会社本社社屋第 2 J明榊築工事

打式会社竹中工務的作業所長 官附正雄

本工 '11は耳l 1 ｊｾｉ 工 ＧＱＱＱＧ 引つづいて針画されたものでありますが ， 第 Ｑ Ｑ 同工事完成後第

2 期工fJT，. ' 1工までは約 2 カ年の J明日目を経過したので当初の計画を少し変更しました。

すなわち吋初地下 3 階を計画したものを，地下 4 階とし ，[1'( 筏天満属( 砂E里帰) まで

桶1り下げる乙ととしました。地下構築工法として竹中派礎工法が新阪急ピルに 引っつ

いてtll 用されました。今本工事を文附なく完遂して第 1) 町工事以来本工'11をJ司書i しま

した払は実 IC深い感銘を覚えております。とくに地下構療において ，土楠となったオ

ーガ杭の間隙 ICC. ｓ グラワトを施して土砂を閉め ， その ＱｾＱｾ Ｑｃ効果を得たり ， また ，

地下 I 階以下の逆打ちコンクリートの打継ぎの間隙をセメン トペーストのグラウト IC

よって傾充する乙とをたしかめえた乙となども ，その怒びの一つであります。 1. 1. 1己

完成に当りまして閃係されたすべての方々に ， あらためて深山の ｾＮｑ Ｚ を 巾上げます。

ほんとうに皆さまいろいろありがとうどさ可、ました。

5  



工 場 と 農 村

蚊近山地f C i l ! 設されつつある L 業綿布を見るとき，わ

たくしどもは次の点に照会して見る必要がある r

3現状分析 i去近隣都市と相つながるには次のものが必

ｾ。

- ) J のWi l 資材の源新らしい輸滋手段. ｬｉ ｾｦ［ 必 Ｔ ｫｭ が Ｕ Ｐ

k m - 音速の速度の利用と新らしい保存手段冷凍設備

一交通の準線 同心円的放射状都市と直線的工業郎市

ーー ｲＮ 業と ｬ 品業両者各々発展とおたがいの有佳な十 ｾＡｦｾｴ

o /;j l diの縦断 I商工業的機能と都市の結び付

o  {;j ldl の横断而 居住の機能と J:! 民生活の結び付

0 三つの機能 仕事，居住，心身の調和ある育成

o工業の 3 つの単位 基礎工業，加工工業 . ［Ｑｾ仕工業各

々の結び付き

。緑のt 場 工場労働者の心盟小E型的安穏と幸福の反応

を起乙させる場であり ｊＺＡ 村にあってはｬｊ ｬｾ 発単ｻ屯として

以 iニの観点、より見て ，現状の工業沼市の設計は少なから

ず問題があるようだ。 ( IN)

若
L、

眼

街をdl 主いても . 'Ii'l
'
の: @からも移りいく外の変化をた

のしみながらも，だれよりも強くそして鋭く| 仮に映るも

のはいわゆる建物j でミある。たとえそれがすばらしいもの

であろうがなかろうが，異常なまでも視線を止める稲族

は少なくとも建物を創作し，育て愛してい乙うとする悠

築家と称するオ? い l佐代の人々であろう。乙の習性はWt 意

識のうちにも職業的構花怠識というやつが，何かを求め

ようとする| 阪である。外観，材質，技術I などに独創的とも

思えるぷ現や手訟を用い ， 道住く人々の ｉ ｉＡｾをー時的 Ｑ＼Ｚ も

止めるｾ物，平凡にして，ともすれば見逃しやすいようで

あるが，去り ＱｾＨＺ い魅力とその内容を秘めた他物 ･ ｴ ｣

われわれは|彼られた小さな地域社会の '1
'
であまりにも

稲々縦多な ｾ物を見過ぎて雑ｉＡＱＡしきれずに迷い，そして

政れている 。そのi迷』率i いがそのまま |ドμL刊l に己: の; 投没計 1態L返E皮やf作1=，'，

そのもの』にE 現われる結結. 巣となる。乙れは今の在、にとって

偽ざる気持であり迷いでもあるが， ｾ｜Ｚい ＱＱＧ 代の人々が ー

肢はっき刈る峨ではないだろうか。 ( HK)  

看 板 と 建 築

在、は街を歩いたり市を見たりして，街中といわず郊外

といわず，と乙ろかまわず看板のあまりに多いのに驚く

乙とがあるが. 1

0

1然を愛するわれわれ悶民性としてあま

りにも，色，型をただ見えれば良いと無造作に設けられ

た場合が多いように思われる。

ｾ物 ｉζ 付属した宥板でも，営業上の ｐ ｒ のため絶対必

要な ζ となのだろうが，入口一つにしても ， シャッ ター

に扉にまたその上の暗にもと ，おたがいが競って目立つ

ように ，建物にお構いなく付けられているような感じが

するが，さてその建物を知っている人でもど乙にどんな

看板が付いていたかは案外覚えている人は少いようだ。

それよりも，特殊建物j や老舗などのように P R は少く

ても，それに変る何物かがあれば，人は近寄るのではな

いだろうか。だから耐風などで心配するよりも，昔f C 較

べ夜の照明やネオンの色が随分変ったように ，尽間の石

板もデザインされた辿築やJ ; t ; 内装飾を充実して人々をア

ッピーノレした方がよいのではないかと考えさせられる。

(h )  

( 本号と次号は上J e の新しい執犠者 IC相当して もらいます〕

宇 宙 開 発 と 都 市 開 発

ソｪￆの Ｑｾ￮ｾ 船ポストーク Ｓ 号Ｎ 4 りの成功は，全| 仕w

の人々，とくに関係科学者に字'rL i 開発の将来 lζIYJ るい希

望を持たせたが， 一方われわれの生活する都市の現実

は，なお汚れたfE気と l喧騒と混制H<: /iY. j ち. J.i J 民の願う明

るい大阪と緑1<: 包まれた生気のある鎧かな都市とは粍述

いと乙ろにある。

われわれのノl 前の場，初InをI}: みよいものとするため

に，多くの学者，邸dmiiui 家. i l ! 築家，役人がたえず努

ノ ｊ を続けているが，その成果は必必、ずしも ｊ庁，ｾＭＺばしいものと

はいえな bい、、。やろうとすれlばま字I山i打川[付!開j苅日発も" リI能な H

つて l山l臼1主米l長Eないというのは ，やろうとしないからである。

海 |二都市 . 'i: '; 1;" ，ろく占ijldi . あるいは人 f' . Uili とい った

提集が将米のダをかきたててはいるが. ｬ ｦＱＮなる ｾＧ Ｚ ｉζ 終ら

す乙となく乙れを育ててｊＡｾ悠 ｬ 都川 ｩ を巡るべく ， 何 ｉ､ｔｾ Ｑ ー阿

において政治，行政而で強力な筋合を通してもらいたい

ものである 。 ( Y v)  
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淡 路 III J ビ ノ レ

サ ッ シ 工 事 全 般

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

衛 生 ・冷 暖 房 用 ポ ン プ 株 式 会 社 相 E ポ ン プ 製 作 所
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II 

淡 路 rUJ ビ ノ レ

1階福徳相互銀行営業室 ;

ソフトンタイ J レ

全階段 : ソフトンタイル

化 工 株 式
ｾ＠
コrx ネ土
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工場建築の諸問題を考える古iHC. ，まづその対象ともい

うべき生産工業とはどんなものかを考える必要がある。

生産工業とは，かいつまんでいえば，設備と労働とのこ

つの要素をもってある低位の材料より高位の製品を創る

ーつの過程といい得られよう。どんな時代でも，またど

んな社会でもこの生産工業はあった。すなわち，われわ

れの生活l乙役立つものを創る過程は神武の時代よりあっ

たのだが，乙の過程の変化が問題である。

低位の材料より高位の製品を創るのによりよさ機械力

を使ったり，より短時間にできたりして常に変化して行

くというのが問題の一つである。最近のオートメーショ

ン装置の進歩やハイドラフト方法の実施は固まぐるしき

ものがある。

また低位の材料ならびに高位の製品そのものにも変化

がある。われわれの生活が高くなるにしたがって，製品

の水準が次第に高級化され，またその数毘lζ も根本的 lζ

変化する。数年の間! こたらいの製造がなくなり電気洗濯

機の生産が急増したのも一つの例である。もし将来洗濯

しなくてもよいような衣収ができたならば， あるいは

衣服のよごれを落す方法がより簡単な方法が用いられた

ら，ζ んにちの洗濯機の工場は柿屋さんの立場と ならざ

るを得ないであろう。すなわち時代の進歩と社会情勢の

変化とによって材料ならびに製品そのものに変化がある

ということが問題の二つである。

乙の二つの問題をとらえてみれば一言にしていえば，

生産工業とはその時代の流れに沿って常 lζ 流動してい

る。換言すれば い生きている" のである。工場建築とは

広義に解釈すれば，この生きている生i!t 工業をよくとら

えて設備と労働との配置を創意工夫しである一定の生産

目線K 向って納織立たしめる術であるといい得られよ

う。現在の大学工学部の学問の分類は十数学科に分れて

教育されている。しかしこの産業組織学的な術はやはり

現在の学科分類からみても，従来の建築学科がやら なけ

れば他にやる人がないのではなかろうか。単lζ 風雨をし

のぐに過ぎぬとか，機械のおおいに過ぎぬとか，低廉を

工場建築の諸問題

東 畑 謙 三

もって良建築とするかという考え方でなしに，常lζ 材料

より製品ができるかを大局的に注恕して合理的に組織立

たしめなければならぬ。しかもその対象は生きているの

である。

もとより工場建築を製作する建築材料は鉄やセメント

であり ，生命のない木石である。 乙の生命のない材料を

もって生きた生産工業をいかにして把握するか，乙乙 l乙

建築技師の芸術的な創作があるのではなかろうか。索中卜

的な考え方K よると，工場建築には劇場はモニュメント

のような，いわゆる美術建築に比して芸術的な創作のよ

ろ乙びがないというが，絵画彫刻的な創作力を満さない

かも知れないが，合理主義的な創作のよろ乙びをi満すに

は工場建築ほどよい課題はなかろう。

問題をさらに分析してみよう。乙んにちの経済機構の

なかにあって，生産工業の目標にできうるかぎりの低生

産量をもって，できうるかぎりの短時間にできうるかぎ

りの良製品を創る乙とである。乙の目標に向って設1 i i 1 l と

労働とを組織 "!J. たしめる乙とが工場建築であるならば，

具体的な建築技術の方向より乙れを分析してみれば，第

ーには機能的に考究すること ，すなわち生産の過程がい

かなるものか，いかにしてよどみなく 組織立たしめるか

を創案する乙とである。第こには藍輩出に考究する乙と

である。すなわち建築伎の低廉，維持政の僅少，製品運

搬の容易，拡張の容易，労働力の合理化等を考究するこ

とである。第三には保健衛生的，c . 考究することである。

すなわち採光l照明を作業に適合せしめるとと，換気l暖房

を適当にして労働を快適にする乙と，防災方法を考えて

労働力の安全を期する乙と，また福利施設を考えて労働

力の沈滞を防ぐ乙となど，労働力をいかにして保全する

かを考究する乙とである。 ζ の機能的と経済的と保弘ｾ的

との三要素は工場建築技術の指導粕神ともいうべきもの

で，乙の三者が生産工業の目標Iζ 向って一致合体有機的

な機能を発揮したものが，よい工場建築といわなければ

ならない。工場建築研究の諸問題また乙乙にある。

(1在者 本会副会長 ・束畑正s築事務所 々長)
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工場建築計画における建築家の参画問題

浦 辺 鎮 太 郎

大変むつかしい問題ではあるが，課題としていただく

ζ ととしよう。おそらくこんなむつかしい課題を私に与

えた編集委員は何かの誤解があったのだと想像するが，

臼本の工業化が急テンポ lζ 進んでいる乙んκ ちの好テ ー

マを取り上げたものとして，私も討議の一員に IJ 日わるこ

ととする。

工場建築計画は単独に存在するものではなくて金工場

一一日本の場合は生産施設だけではなくｾ大な福利厚生

施設や研究所を含んでいるーーの建設，増改築，保全を

:対象とした大きい社会的経済的行為の一部として存在す

るものである。金額の比率から見て 10% から 3096に当る

であろう。乙れに対して建築家協会の規定する意味の建

築家がどのような参画の仕方をしてきたか，あ るいはす

べきかという乙となれば，ズパリとした答を出す ζ とが

おかしいのであって Reol i ty Iζ 根を置く人聞にオイソレ

とできることではない。したが って私が倉敷レイヨンの

営給部長という立場から仮にーつの答を出 したとしても

一家言の範囲を 出るものではない。とう てい一般的見解

として建築界産業界 IC . 適用する乙とになるはずがないで

あろう。私どもはｾ築家として産業界 ｬζ 当直する場合厚

い墜に突き当るのである。乙の監は突き当った人 lζ はそ

の存在が分るが，そうでない人には存在すら分らないか

も知れない。私のように企業の内部に身を置きながら，

その墜を破るには何十年の努力を要したのである。m: は

一重ではなくて何霊にもなっている。企業の外部から建

築家という大桃への旗印を打ち立てて建築1m念、やデザイ

ンや経歴の小道具に物いわせんと ，勇ましく乙の壁に挑

でいる人があるが，必ずしも乙の監の攻略には成功しな

い。あるいはまた企業の内部に内応する援兵を用悲して

おいて，内外呼応して械の攻略にかかれば一重盛ぐらい

は打ち破れる乙とがあっても何処かで恩わぬ壁がでてく

るものである。建築家が工場建築計画に参画するといっ

ても， まず ζ の何重墜を木戸ど免でまかり通るといった

乙とになってはじめて可能な乙とである。そうでない状

態でかかる問題を論じてみても Reol i t y から陥れた空理

空論に終 るであろう。

大工場建築の後れた実践建築家であり，私の尊敬する

先鋭でもある東畑謙三氏は，企業の墜を若冠にして打ち

破 り，木戸ど免の信用を得ている人の一人である。同氏

8  

は企業人との交渉 lζ 当っ ては， 建築技師東畑訪日三で通 し

ている。企業人! こは建築家という正姿勢がl申乙高姿勢に

見えるし，高姿勢で強気一本で通すのは企業主のみに許

される特権特質だとする気風がある。

「工窃建築計画における建築家の参画の問題」といっ

たテ ー7 は相手あっての乙とである。相手の門に入 らな

ければ進展しない乙とになる。したがっていかなる手段

方法で入門するかの点が入門してどう振舞うかの点と同

様に大切なととろだ。元; j れまEまあるところ必ず門あり門

あると ζ ろ必ず人の通れると乙ろである。厚いm: に青年

客気の男をふるって乱入しようとするのは策の患なるも

の，成人建築家は企業家の心を把んで厳しい門に出迎を

受けるまでになる。( 私が乙乙で青年とか成人と かい っ

てみても年令だけで区分しているのではない。 〉短い紙

面では充分K 窓をつくせないから現代企業界のホー プで

ある本田宗一郎氏の言葉を借りてこの聞の機微にふれる

とととしたい。

1. アイデアは資本IC. 優先する υ

2. 11寺聞は生命である。

3. 信用とは人 l乙好かれること。約束を守る乙と。

人に儲けさせる乙と。

4  人の心を知る乙とは物を造る根元である。

どうですか? ! 乙の制的。私が先に企業の厚い墜とい

ったものは企業の方にだけあるわけではない。建築家の

未熟で利巳本位の心の中 l乙*11食う何物かでもある。小智

小策を弄す るよりも高い理念をいだいて言葉 lζ 現わさず

その作に現わすこと 1 'm- に技術革新に後れを取らず先走

らずひたすら技をみがく ζ とが工場建築家の本分。しか

しそれだけならば建築家といわれる人聞はだれしもやっ

ている乙とだ。必要条件とはなっても充分条件とはな る

ない。充分条件という乙とになれば，相手を知り人の心

を知る乙とであろう。そうなれば本国流のイデオロギイ

(本田氏 t立自 らそういっている) ，乙通じる道も開かれる

であろうから，後はただ一つの言葉を勉強すればよ い。

ただ一つの言築一一企業人に通じる共通諮一一それを

私は仮に金銭語と l呼ぶことにしよう。

建築家のアイデア ，技術，デザインから人格までを金

銭化して表現できる能力である。相手もまた金銭語以外

は佼わない。それで始めて短いl時聞に大きい計画が進展



するわけである。企業人を前にしていくらデサイン論を

ぶってみても通じるものではない。また相手がl時lζ 気ま

くれなデザイン評論をやろうが乙ちらに通じるものでは

ない。乙れではせっかく工場建築計画に参画するところ

までは漕ぎつけても，その後がうまくいかないであろ

う。荘、はいつかも浜口隆一氏と乙んな雑談をやった。多

少上記ともからんでど参考にしていただきたい。

浜口一一ー旅先で料理屋の女中に「建築評論家」だと

いったがさっぱり通じない。俺は日本ーの

建築の目ききだといっ てやったら ああそ

うでございますかという ζ とになったよ。

浦辺一一木当の目ききは金を払って建築を建てたク

ライアント 一一一 ζ れは ζ わし、。

建築のケの字も分ら ないク ライアント が 自分のふと 乙

ろから出す金でい ざ自分の欲する建築を建てようとすれ

ば，設計の乙とや図面の乙とは急には分らなくともでき

あがった建築の評価はみごとにやるものである。それか

ら長時間の使用期間を通じて資金の効率を身をもっ て知

るようになる。夜、が企業家はこわいというのはその点で

ある。大きい企業体となれば，直接lζ 建築家の相手と な

るのは必ずしも企業主ではなくて，組織の一員である乙

とが多い。との組織の一員は，n寺( [ サラリーマン根生の

人間で企業主の肘: も気持も充分に呑み込んでいない場合

がある。乙のようなサラリ ーマ ンを交渉相手にして建築

家が} 喜一変してみてもはじまらない。企業体が建築家

の案をそのまま呑み乙んだと安心しておれば， ドッコイ

そうは問屋が卸さないよという場合がしばしば起るであ

ろう。何故そんなととが起るかといえば，おそらく内悩

[ 二建築家の立案そのものがどうの乙うのということでは

なくて，予算とあまりにもかけ離れた案であるといった

難点が問題となっておったのであろう。私がr J ! 築家の工

場建設に参画する場合』ζ は，デザイン語や理念語でなく

て金銭語でやるべきだという理由はこんなと乙ろにも存

在する。建築家は相手の企業 lζ 対しては系人( シロ ウト)

なのである。相手も建築に対しては素人。まして都市計

画については全くの素人。乙の系人間芝、の話というもの

は金銭語以外にはない。ー言の英語はしゃべれなくとも

金さえあればどんな外国だっ て旅行はできる。 何ヶ国語

に通じているからといっ ても無銭旅行はむつかしいも の

である。最近は無銭旅行記が旅行しているがよく内容を

読んでみれば，彼等は「ア イデアは資本に優先す る」 を

を地でいっているまでで無銭と旅行とは万人にはそのま

まは両立 しない。成立しているのはかかる極類のア イデ

アか金銭そのものなのである。 fこだ無銭旅行者はー宿

飯に代え得る程度の小さいアイデアを持てば足りるが，

建築家が企業家の金を引っぱり出すK は，それ( [ 匹敵 し

た大きいアイデアがなく てはなら ない。相手もとれなら

ば儲かるという信頼感を呼び起せる位のア イデアを出な

さくてはならない。 少なくとも技術上あるいは金銭上の

不安を与 える ようでは， r参画」の資格はな いであ ろう。

世上往々にして耳κ するととであるが，すばらしいアイ

デアを素人眼を目立惑するどとき図面にして， しかもそれ

が相手の予算内で所定の工期κ 間に合わせましょうとい

った結構ずくめの話に持ち込み仕事を取ったはよいが，

金はかかる ，工JUJ はのびるで ，相手のR話機をーシ ーズン

おくらせるだけではな く，相手の対社会的信用まで失わ

せてしまうどとき ζ とは，自分のー生の信用と名誉を失

うだけでなく て 類を建築界全般にまで及ぼす結果と な

る。工場建築に関するかぎり ， [ " 私は金の乙とは分りま

せん」という乙とは， [ " 私には工場建築をやる資; 絡があ

りません」という乙とと同意語なる点を忘れないでいた

だきたい。しかし社会は恐々 な人聞の存在を許している

から ，星の数ほどある企業人のなかには「いくらかかっ

てもよろしい。先生の理想を実現して下さいJ と依頼す

る者も絶無とはいえまい。私はいまだかつて乙んな話を

聞いたととはないが，仮に乙んな話をrl 日いたとしてもそ

のままではお断りするであろう。相手が企業界から消め

つして結局は設計料も頂戴できなくなる乙とが予測でき

るからである。

以 上 で紙面もつきた。大阪色の＿ｊｾｊｦｊＮな所説に な った

が，所説というよりは私の日頃の態度を反映しただけの

乙とである。それ位きびしくやっていても倉敷レイヨン

内の金を出す制1) では「浦辺部長の設計はよいが高い」と

いわれたものである。およそ際限のない話だ。外部の設

計事務所の方が荘、共の単価を聞けば本当にしないかも知

れない。乙んなむつかしい話ーばかりしておいては，建築

家は工場建築計画 K 参閲する意欲を失う恐れもあるの

で，今回は乙れまでとしたい。

( うらベ ・しずたろ う 倉敷レイヨン営絡部長〉
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工場工期の問題点

篠 田 駿 二

4ヶ月 余で7，QQQm2の工場を

ｾｩ 者の周 辺 で ， いまある大企業の新工場主主設工事の入

札のための準備が行な われている。構造規模は大時次の

ようなものである。

鉄骨鉄筋コンクリート造三階建延7，000m
2

独立基礎90ケ所 既成コンクリ ー ト杭地業

長 10 m 400木

鉄骨 250
屯

鉄筋コンクリートは柱の被li1床版及壁 2，500m
3  

一部二重天井あり ，壁は吸音材吹付仕上な ど

乙れだけー揃いあるものを 4 ヶ月余でやるというので

こんな乙とに馴れている隼者らも ，これにはいささか驚

いて，何とかならぬかと申し出たが，延長まかりならぬ

という。入札日も迫っ て くるし，仮設工事貨の見積りも

あるので月日に各工事を割り付けてみる。

乙の砂i溌と粘土の互層地般に 400
本の杭を 10口で打つ

には 3- 4
組の杭打機械を必要とする。不経済もさる乙

となが ら，工事ri'3'lll 上にも重大な問題を生ずる。鉄骨工

事にして もしかり，鉄筋合寸ンク リート工事においておや

である。現場技術者は工程と仕 ｩ 隊 ｦｾｊ の板挟みにあって狂

奔する。ーと月半で 7 ，000m
2  ｦＨＧｾ 具をつけ，モノレタ ｊ レを

塗りペンキで仕上げる。どう して満足な結果が得られよ

う。時には工場の機能にさえ霊大な障害をひき起す乙と

も無しとはいえない。殺人的混乱の中に打たれた杭は設

計通りに荷主を支持しないかも匁lれないし， コンクリー

トの監はとのm物に必要な気密; ' 1 1 を保てないかも知れな

し、。

一体 事務所，百貨庖などヒソレ建築でいわゆる特命工

u新工場迎股工事工程表

各工事を月日 IC割込んだ色の。

激しいラップ作業をしても ，なお

主体工事完了後 1 ヶ月余を残すの

み .
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工 事 名 称

枕 打 工 事

土 工 工 事

基 趨 主 体 工 事

盛 土 工 事

鉄 骨 工 事

一 階 主 体 工 事

二 階 主 体 工 事

三 階 主 体 工 事

屋 階 主 体 工 事

仕 上 工 事

欽 量

400 :本

2，000111
8  

500 m
8  

5，000 m
8  

250 t  

700m
8  

700m
8  

5501η 8  

100  

" "  

ｾｪｊの場合には建設計画の当 初から 実際 工事する立場 かる

施工技術者が一枚加わっているので，合理的な工程に2ま

いた計画を主張するし，また建築工事そのもののウエ イ

トも大き いので，たとえ何かの理由から 短時 日がE- 求 =

れるときでも，構造仕上施工法の変更な どによってこの

問題は比較的解決されやすい。乙れがーたび工場建築 と

なると ，様相はいささか変っ て くる。もともとその企画

の実現が非常に急を要するも のであり，製品第一号の出

荷時期は最高方針であって変え られない。その上基本計

画から設計の段階で遅れ，施工期間Iζ シワが寄ってくる

のは衆知の通り。機械設備スタッフは発言力強く当初決

められた工程を一歩も諮ら ない。施工者も工事の獲得競

争は激しいし，達成の自信のないまま受注し着工してし

まう。後は例の突1 ' 1 地獄である。設計管理関係では工問

問題 f(. は自をそむける乙ともあ り，当然シビアな{ 上憾の

実行を迫る。いうのが現状であろう。すべての関係者に

とってま乙とに悲しむべき事態である。

宇宙交信ア ンテ ナの風袋ー一一企業の欲求

五; : 近の米国のニュース映画とか雑誌な どで，読者の自

にも触れている乙とと思うが，写真は Andover にある通

信衛星との交信用の超短波ホ ーン型アンテナを縦う化繊

製の布袋である。 底部の直径 53m
高さ 70mという巨大

な半球形ドームで，i l l : さ 20 トン 送風機の風圧によって

形を保ち，外部の風圧に従って内圧をかえるという。こ

の厚さ 2 mm の薄いl供は宇宙の微弱な電波をとらえるこ

のアンテナの機能をいささかも妨害する ζ となく，この

第 一 月 第 二 月 第 三 月 第 四 月 第 五 月 割 当 日 欽

回 1  0  

|圃 回目国
|  銅理戻肖

11

21  
0  

0  

国置盟
2  0  

-
恒国 2  5  

OI !  
四

" "  

‘  

鮫鋲共 2 0  

国園田 1  5  

園田同
1  5  

国・同
1  2  

回 5  

4  5  



精干十J極まる包子機擦を気温の激変，強風雨，凍結 ，J腿i丈

の害から殺 っている。しかも乙 れは永久的な ものであっ

て，アンテ ナ建設H寺に用いら れた同型のドー ムと交換す

るのにわずか36時間を裂したのみという。

企業の工場建築lζ 対する欲求を乙乙にみる。機能の煮

詰めら れた姿である。 内包するものの機能を助長し，い

ささか も阻害する乙と な く，外観は機能を美しく表現し

てみる人に強くアピーノレする。しかも建設期間は問題に

ならぬ程短い。企業の工場建築への欲求は乙のように食

欲なるものであっ て， 設備の機能を完全に発揮させるも

のであるのはもちろんの ζ と，経済性と施工の迅速性を

要求する。乙の風袋のごときは今後の乙の磁の建築の

方向を示すものといっても過言ではなかろう。こんなこ

とを念頭に，最近東海道沿線大船藤沢F付近， 京都大阪聞

な どに続 々 建設さ れ る工場 ｉｾｦ を 見て いると ， 新しい構造

，仕上，施工法によっ て工期を合理的に短縮し，工場と

しての機能を高度に保持し，さらに機能美によっ て車窓

の自に，そ乙で生産さ れるものを強く印象づけようとし

ているもののどとくみえる。乙のアンテナのカバーへの

途上にあるもののように恩われる。

急転する歯車一一企業の立場

近頃よく 引き合いに 11¥さ れる{ 1IJ であるが， 貿易自由化

に備えて自動車業界が廊烈な鍔ぜり 合いをやっている。

A 社が 20，000台ラインを限定づける生産設備を完成し値

下げすると ，すぐ B 社 もC 社もその総を， さらにまたそ

れを上回る設備を臨保しようとする。自 TIIJ K 取沙汰され

ているお要の減返などZ去に介さ ぬもののようである。た

だただ自由化の日に生き残らんがための血みどろのli 安い

にみえる。

鉄鋼 lζ しでも同様である。金融政策でfZj 喜Eが減退した

在庫が増え市況が悪化し，大手会社は炉l乙封印すると ，

うような非常事態に立ちいたっ て もなお，一方では新鋭

製鏑設備の拡充を位進し，次の飛躍期に備えている。経

済の巨大な流れを緯々と感ぜざるを得ない。 'l 削ζ 競合し

鱗の遅滞さえも E 大企業の安定を脅すという JI寺，新設

備に投入された資金の回収が急がれるのは当然で，建設

時間の短縮化は乙乙』ζ OJ i ( を発しているといえよう。その

善悪については乙乙では触れないが，乙の急テンポの歯

率の回転を，現在の社会機構のなかでは乙れを理解し受

け入れねばならぬだろう。これを理解せず，予見せず治

通信衛星mアンテナのカバー。径 53m，高< ' 70m. 合成加て

ナイロン製。

その内部， ホーン型アンテナ。

に引張られる建設企業の現状は，この点でもその後進性

を露呈しているのではないか。すでにわれわれはビニー

J レの袋で似うという類いの極限的思惣からとりEたされか

けているようにみえる。

日に40; 本の杭を打っても

乙の企業の厳しい要求に建設技術はいかに対処してい

るか。まづ現有施工技術の向上も目覚しいものがあると

いえよう。杭打工事に一例をとる。現今杭打工事の間児

とな った観があるディ ーゼJ レハンマ ーが，こんにちのど
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とく一般化するまで杭打といえば，小型杭には二木子な

どによる分銅打. 大型杭lこは巨大な木製櫓を使用しての

涼気銀打たったため，日 I(_ 10本もの杭を打つことは生や

さしいことではなかった。

ディ ーゼJ レハンマ ー装備のクローラ ー型クレーンまた

は利定約による作業が: 常識となった乙んにち，条例ーによ

っては円に40 択を打っととも不可能ではない。欽' 丹工事

において もしかり。 数年前. 15屯程度の吊上能力のガイ

デリッ クで平均臼に 20- 30屯の鉄什を上げていたものが

乙んに ち，超大型クロ ーラー型クレーン( 最大吊上能力

75屯) を l駆使す ることによって 1日100屯の組上実紡をも

有する。 (最大 200 屯という クレーンも米国にはある。

わが国でもいずれ出現するであろう。) 土工事κ おいて

もコン クリ ー ト工事ても，凡ての而で建設技術は僅かな

年月に数伐に迷する高辿施工技術を開発し，さらに不断

の努力をE ねているが，工期初縮の度合は，既成の方法

の追究によってのみ解決されるべき性質のものではな

い。新分野の ｄｾｪ［ 石も行 なわれつつある。最近脚光を浴び

た PS コンクリ ー ト構法の工場建築への採用は，工場機

能への貢献と同時に， 工期の問{mにも飛眼的発展をもた

らすであろう。仕上工事における乾式工法も大幅な工期

の短縮に民献しよう。現今の工場ｾ築では大工 が一枚づ

っ張り上げた型枠に生 コンを流し込んで固化するのを何

巡問も待つというよう な方法は，この急辿回転の歯車の

一つにはなれそうもない。m: 者はかつて第一J切に鉄骨鉄

筋コンクリート造それと全く同ーの機械設備を内包する

第二期工事に 屋根構造を変えて欽' 行の上l乙ラスシ ー ト

張モルタル塗とした某化繊工場の建設に従事したが，乙

の軽構造の採用により経済性の確保はもちろんの乙と，

上下二" H: 作業も可能と なるな ど，工程式に非常に有利に

なり ，また鉄筋コンク リー ト工事は超短時日で施工する

ときのあの忌しl 、トラ ブJ レが少なくてすんだ。乙のよう

に建設iil ・画の当初に与えられた全処設JDJ を勘案した構造

設計が必ｾてある ･ j!)l 然としたカンや類似の笑伊lからの

推測などできめみれた工期はその主主築物にとってま ζ と

にイ4 存な結引をもたる す。

適 正 と 無 理

過去の絞っかの工事の実紡を統計ーしこ れを図4置に移

して最も i訟に凡えると ζ ろをたどって一線を引き ，乙れ

を適正工 ｊｾｬ として今後 ｉＨ｟ 及ぼすというやり方があるが ，

C ういう物は今後受け入れられにくいであろう。

前述のごと く，工期は経済の大勢lζ ii'J 接支配され，わ

れわれはそれを現実として受け入れて段高度に企業の要

求を実現せねはなるないが，その目的迷成のためには各

々の工法に段少限の必要な1時間を与えなければならない

のは育をまたない。そ してその施工粉度を失わない範囲

での最刷工期というも のは，そのl侍の技術水準 I(_ 照らし
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てみたとき初めてZ主義を持つものである。過去の実績か

ら抽出されたもの必ずしも適正とはいえない理由はここ

にある。

わずか数年前には半年余で一つの工場建築をまとめる

というような乙とは許容し: i l 1tい乙とであったが，現今で

はそれほど珍らしいものでもない。無関! な工期のもとで

は満足な仕事はできない，という考え方は反趨の要があ

るのであって，無反千? にとの言葉のi出 E 安住するのは建

設技術の進歩発展 lζ は害あって益なきものといえよう。

総 合 す る も の

経済の急テンポをそのまま表現しているこの短い工場

建設の工期も，特 lζ 入札工事はとの傾向が甚しい。乙れ

に反して特命工事の場合には，建設計画のスタートから

辺転開始までの短期聞にもかかわらず比較的建築工期に

無理な点が少ない。乙の場合には施工スタッフが計画の

当初から参画して全工程lζ バランスを計っているからで

あり . iiiJ の場合には注文者と設計者で計闘を進めるため

現在の建設技術の一般水準に対する理解の不足. 担当す

べき施工者の技術の程度の無知，施工技術の誤解などで

誤った工期を決定し全m設期間を律して来るからであろ

う。最近のごとく技術が複雑化され専門イじされたとき ，

胞工技術者が計闘の当初からタッ チするのが理想であっ

て，建設業の設計施工というシステムではほぼ乙の状態

K 近づくが，昨今，新企業開発の原計画から資金の調達 ，

ｾ設 ，工場 代理 ， 経営まですべてを総合する工場建設コ

ンサルタントの必要とされる所以である。米英では. す

でに乙の磁のものは大いに活躍すると聞くが，最近わが

国でもｾ設省あたりでコンサルタント業 ｩｴ Ａ ｬｩＱｪ 定のための

調査が行なわれているので，乙の点については期待でき

ょう。

再び 4ヶ月余の工期について

i i J j をめぐらせなが ら円顕の例にもどる。この強大な機

械力と労働力と落大な資材の集中をもって しでも なお達

成できない部分が随所にできるであろうことは悦測に難

くない。

構造計画が工期 lζ 適合せず，仕上法に何等の考慮が払

われていないのであろう。乙の工期では左官のきをりたく

る壁など存在し得ないのである。これをあえて採用し，

施工させようとする点に建設技術への理解の欠除が認め

られる。

だが乙れもいずれかの業者が落札し，やがて矢口地獄

へと堕ちてゆく。建設業の宿命であろうか。

( 筆者 K K大林組工f 6 部〉



昔から工場建築といえばその構造はだいたい鉄骨構造

と相場が決っており ，それ以外の鉄筋コンクリ ー トなど

の構造方式はどく少なかった。そして工場建築に対する

評価もごくわずかの例外を除けば，単に生産機械の容器

であり， 上家であるという程度のものであった。

と乙ろが近頃では，鉄筋コンクリート構造 PC 構造

による工場が相次いで建設せられるようになり，今まで

の工場建築に対する一般の考え方がす ζ し変ってきたよ

うに恩う。また従来と同じ鉄骨格造を採用している工場

でも仔細にみると，柱の間隔をうんと広くしたり，空気

調整を施したり，また建物の外観 lζ も工夫を ζ らしてい

るのが多い。もちろん乙れら以外にも構造方式の目立っ

た変りようとして，鏑ゲf構造，立体トラス構造，吊屋狼

構造などの新しい構造方式の採用がある。

ζ のような新しい事態が生じてきたのは，何といって

もその哀付けとなる建設技術の進歩に起因するととは疑

を入れる余地がない。しかしそれ以外κ 一般企業家の工

場建築に対する考え方，要求が変ってきている乙とも

つの大きな要因であると考えられる。

新らしい電子工業などで生産の場に要求される厳窓な

空気条件，技術革新の波に洗い去られないために絶えず

行なわれる生産方式，生産品種の変更，企業そのものを

PR の場 l乙抑し出すために要求される工場建家の外観，l3;' 1  

墳など， ζ れらは企業家の工場建築に対する要求，考え

方の変ってきていることを示すほんの一例と恩われる。

乙のような考え方 lζ 立って工場建築に対する新しい要

求と工場建築の構造との関連をす乙し述べてみたいと恩

つ。

空 気 調 整

紡紡工場では従来も生陸上の要求として温湿度の調整

を行なうのが常識とされていたが，最近では前述した電

子工業の他 lζ 食品，薬品などの軽工業を始めとして，鉄

鋼，草紙など重工業の一部にまでも空気調整が行なわれ

るようになってきた。

このように空気調整が必要とされる第一の理由は製品

品質の高度化およびそれに伴う品質管理上の要求である

ことはいうまでも ないが，最近ではその他に使用する機

器の性能上とか，作業能率を高揚するためという理由で

空気認整が要求され る乙とも多い。乙のような要求は構

造とどのような関連があるのであろうか。

工場建築の構造

高 橋 震 夫

空調のため維持貨を削減する目的で気私をできるだけ

少なくする乙とと，熱遮断を有効 lζ 行なうことが最初に

求められる。熱遮断をするためには鉄筋コンクリート構

造が採用されるのは自然の成行きであり，その場合柱の

間隔を広くするよう求められれば P C 構造の採用におも

むくのも当然予想できる。さらに広い空間を必要とする

ときには新しいポリスチローノレなどの優秀な軽量断熱材

を使って鉄骨格造で計画さ れる乙とも多い。一方気積を

小さくするために鉄骨構造で新しい立体トラス形式を採

用している例も 2，3 見受けられるようである。

乙れらは原則的な事柄であるが，その他にも実際の設

計ではキメの細かい解決をｾ求される Ｒ ， 3 の問題があ

る。照明とタクトの問題である。 j照明を自然光 lζ 頼るの

は熱遮断を必要とする原J l IJ と明らかに矛盾するが， され

ばといって的単にmt ? 6 工場として人工照明に頼るのは附

| 極的に起る匙築，消防法規上のtljl J約から くる建設践の士首

大を招き，いずれをも -作l己評価することはできない。

一方ダクトを何所 lζ 設けるかという問題も気積をすこし

でも小さくしたいと いう要求と諸所で日食い迷う。鉄筋コ

ンクリ ー ト構造の場合 ICは梨構を大きなダ クトが貫通す

るのは非常 lζ 困難であるが，鉄骨造の場合には相当大き

なダクトでも割合簡単 K 架構の問を貫通することができ

る。しかし数多くの小さな部材を組立てた立体 トラスで

はダクトの貫通は鉄筋コンクリート造の場合と同隊κ 相

当難しい。 ζ の場合IC も照明の問題 と同様に. 大切なの

は具体例 κ つ い ての総合的判断であって 簡単な原 ｮ ｬｊ ｾ命

は適用しない。

大 空 間

今までも主工業関係の工場は製品の性質上. 法家』こク

レ ー ンを ｾｦｦｩ え，そのはり聞も相当広いのが多かったが ，

近どろでは電子工業をはじめとしてil 笠工業の分野におい

て相当広い空間を要求される乙とが多い。

乙のような一見不経済とも考えられるような_ a ! 求はと

乙から 11¥てくるのであろうか。荘、はこれを製品のf u : M化

に伴う流れ作業方式の全面的な係用にあると考える。も

ちろん流れ作業そのものは原J l IJ 的に広い空間を必要とし

ないかもしれないが，絶え間なく流れ るべノレトへ間断な

く部品を供給し，組立て，製品品種の変更にもスム ース

lζ 対応するには相当の空間が必要であり， さらに日本的

κ ベノレ トの両fillJ へ作業員が目白押しに並んだ状態では心

13 



田熊汽缶製造KK京都工場

23.bOO一一一一一→

柱間隔が広く融通性がある。

主トラスにダクトを入れてある。

採光方式とハングクレーン支持方式に特長がある。

理的 lこも広い空間が要求されて当然と考える。またそれ

以外にも工場の機械を自由に配置し，将来の拡張 l乙対し

製品の変更に対して融通性を持たせるために要求される

乙とも多い。乙のような要求ま構造とどのような関述が

あるのであろうか。

鉄筋コンクリ ー ト構造の場合には乙のような大空間を

技術的に，また経済的に可能にするための方法としてシ

エノレ構造， さらに PC 構造の採用が最初に考えられる。

乙の場合 PC 構造についてははり聞にある限度があるが

シェル構造はさらに大きな空間を得るに過している。し

かし空調を同時に要求される場合にはシエノレ構造で気取

を小さくするためライズを低くすればそれだけ経済性が

損われるという悩みがある。

欽骨造の場合には，柱間隔を拡げて大空間を得るのは

技術的にはそれ程困郊でないが，さらに経済的に行なう

ため，いろいろの工夫が行なわれている。集中的に大架

構を架け波す方法，鋼管の1 * 用，aJ.:.円ツ エJ レ構造，立体

卜ラス f l " 飢の試み， さらに吊屋線の採用などである。そ

してとれらは互いに信組み理論の発達，電子計算機の応

用，欽什IJ 日工機械の精度向上， 首年接技術の進歩，建設機

械の大型化に伴う建方技術，および能率の進歩を脊去と

して競争しつつさらに発展して行くものと考・えら れ る。

14  

そ の 他

以上の他にも各程搬送機器類の発迷による影響，法規

の改11討による影響その他があるが，比較的影響の大きい

のは工場の外観，および内部の空間を近代的に明快に処

理しようという意殺である。近視眼的な見方をすれば利

潤追求を目的とする企業怠識と直接的にはつながら ない

にもかかわらず，企業家の間における流行というのか，

PR芯識の現われか造形的にすっきりしたものを求められ

る傾向が割合強くなっ てきているように感じられるがい

かがであろうか。

これまでごく簡単に ， 企業家 ｾＡｉ ｉ の要求と建築の構造と

の関係を述べたが，私は構造方式をいかにすべきかとい

う問題をいわゆる構造家が決めるべき問題でなく建築家

として総合的に，建築的 l乙決められるべき問題であり，

さらに企業家の閣にまで入っ て企業家としての立場も考

えて総合的に決定されるべき問題と考える。

結びに代えて乙れらの問題をうまく解決していると思

われる例を 2，3 上lζ 示す。

(1居者 K K大阪建築¥l J i I i l 所社長)



安川電機 KK 大型工場

;;〆
柱間隔が広く融通性がある。

作業通路，見学者通路を巧えである。

筋逃がなく ｬｩｦｪｾ が空間がねられ ｾｯ

1量級とクレーンの支持方式に特長が

ある。

司
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Z OI: PPRITZ  KK 毛布工場

P C  m造の BOX GI RDER をタクトに使っている。

円筒シエノレの裾梁の所をうまく使っている。

鉄筋コンク リート の構造体をタクトに使っている所に

特長がある。
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11一一一一国立劇場設計競技についてのご案内

多年，懸案と な っておりました国立劇場は， 乙のたび公開競技によって広く設司祭を募集することになり

ました。 ζ の劇場は，古典芸能を正しく保存してわが国文化の向上に資するためのもので， 1800名をを収容

する公開施設と ，芸能の保存，- 1 辰興のための諸胞設からなっております。

すぐれた計画が，数多く提案さ れる 乙とを期待してやみません。

なお，応募 条 件，設立1・5た件な どを; 洋細に説明した募集要項，応募予統の書類は 30円切手間対のうえ，下

;ieの事務局まで，お早目 [ζ ご請求下さい。

＼国立劇場設計・競技必 ｗｾ 写 ｩ のｾ約＾

主 催 者 : 建設大臣

事 務 局 ・東京都千代田区霞ヶ関 1の2 ・建設省釘結局内 ・国立劇場設計競技事務局

競技形式 : 公開設計競技

審 査 員 . 伊 藤 喜 抑l 内 田 伴三 河 竹 繁 俊 岸田 LI 出万 高 橋 誠 ・郎

谷 口 吉 郎 細 川 設 立 村 野 藤 吾 吉田五十八

立 金 1  ，等 1 :7， 350万円 2 等 1 名 150万円 3 等 2 名各80万円，佳 作 5 名 各30万名

敷 地 ・往 : 敷 地 ・東京郎千代田|ヌ1/1町 敷地面積 ・約 32. 700m
2  Ｙｬｾ 誌延面積 ＲＴ Ｎ ＰＰＰｭ Ｒ 以内

物規模等 一

応 募資 格 . 制限はないが，応募 : Wl ' 望者は，事 前1(，登録のす続をしなければなりません。

競 技 口程 : 募集要項配布 ・11白羽]37年 9月 1口より

登 録 ・日目!t.i 111:3和37ft- 9 月 1 [1 締切 1111干f137年 10月31 日

応募図笹提出期限 ・l凶和38年 2 月初 日 入選発表 ・昭和38年3月下旬

文 化 財 保 護 委 員 会 ・建設 省一一一一一一一

!1I1I 11 1I1I1I 11I 11I 11I1I 11I 11I1I1I 11 1I 11I 1I 11I1I1I1I 11I1I1I1I1I1I 11 1I1I1I 11I1I 11I 11111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111111111111111111111111111111 111 I  1111111 1111111 1111 111 11111111! 1I 111111111111 11111 1111 1111111 lll.! 

懸賞競技設計募集: 綿ス レート 使用による不燃構造 宅

賞 金 l 等 1 点 20万円

2 等 1 点 10万円

3 等 1 点 5万円

佳 作 5 点以内 1 点につき 1 万円

アイディア: D : ，デイテイ J レ:D:

記念品( 応募者全員〉

審査員 池 辺 陽( てl 1' l J巨大)

( イロハ順) 浜田 稔 ( 工間 取大)

狩 野 春 ー は 問 明 大 )

北村 口敏( 辺 m 省)

碓井 忠 一 ( 工問 。:公)

前岡幹夫{ 主s 設 省 )

清水 ー ( 大成 迎 股 )

柴岡亥佐t - i t ( 組 築 家 )

清家 fr'j' <: c  rmu c大)

締 切 昭和37勾， 9 凡29 [1

主 催 石綿セメ ン トボード協会

波形石綿スレート協会

東京郎中央区銀庖 7 の3 ( 朝日石前il ピル 5階)

fi Iff吉東京 (571) 1  3  5  9 ・6 9  1  4  

。 募 集 明 細

0 課 題

石創il スレート i!l!JTl ICよる 不燃住宅

Ｑ 戸 ｾ ・ 辿統ｾ は問わない。

ただし 1戸当りの床間積は 65 ｭ Ｒ を ￫ＺｩｾとしＮ 15%の範開内の削減

を窃める。家族附l此は 4- 5 人とする 。

0 図面及び仕搬書

・平面図( 方位指示) ]， ! i l 恨伏図 ]， 立而図 2 (以上縮尺1/ 50)

短針図{ 縮尺1/20)

うち外! 盟その他石綿スレート使m都分詳細図{ 以上縮尺1/10 - 1/5)

・上自己図面は 1放 におきめる E と。必: 2 l ! な設明は図面'1

'

lc 記入する E と

透視図( 際型の写良でもよい) J .  ( ただし上の図而内におさめても

よい)

・寸法はメートル法により記入する乙と

. 図面は背闘を原則とする己と

- 図而の大 b 舎は53cmx 77c mとし， 岐に貼ったりしない E と，凶l町民

は布日? と作品限りのみ出入し， 氏名は記入 し位い E と， 図l町には特定

の会社名 ，商品名を叩入しない ζ と

・住所，氏名 ，年令.II'I¥:I'i . 附H札 作 品 記 号等を肥入した 111込仰を添附

する ζ と。

O 応 募 連 務 先

大阪布市il スレート向型会 大阪市北区制笠町46蛍ヒソレ 5階

m "" (361)  0  2  6  9  

CIII I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I II II II IIIII III11 11111 1111 1111 1111111111111 11111111 1111 111 11 11111111111111 111111 111111111111111111 11111111111111111111111111111111111111111 111111 11 111111111・1111111 11111 1111 1111 111111111 11111 11111 1111111 11
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1 溶 接 棒 工 場

特徴 : 大成トラス

会 民 向 自 主 図

18 

神戸製鋼所茨木工場
段計総工 大成 建段練式会社大阪支庖

聞 胞 主 の 乙 と ば

一般産業の累: 気後退の Ij l にあって ， 法m搾事業は順調な引1
1びをみせて

いる。当社の製品は現住わが凶における使用 iBの過半数をしめている

が，さら l ζζ の需要 11 : 応えるべく，既設の山陰 LI 刈工場，昨年唆功した

神奈川の藤沢工場K 続いて当次木工場を建設する乙とになったものであ

る。敷地が東海道線 lζ 沿っており. ｲｬｉｾ から視野 Ｑ ＱＺ人ると乙ろであるの

で，工場の機能もさる乙とながら，建物全体の美観というものを考慮に

入れて計
e

闘を たてたつもりである。工場は大きくわけで ，いわゆる熔接

持( 屯弧線) 工場と鍍金( 特級) 工場 11 : 区別される。いずれも近代式の

流れ工程K 合致した平岡とし，その悠物をまたその線11:沿 って配;nして

おり ，材料の搬入から 出侍までが一貫した流れ作業となっている。工場

にあって は採光，換気が大きな要業となるので ，設計 Ii;lH O主設予算とに

らみ合わせて検討を加えたのであるが ，完成 してみると必ずしも充分と

はいえない箇所も見受けられる。乙の点 lζ ついては今後注怠すべきとと

と反省している。 ζ の工ｾｾ物に附属して本館と厚生 施 設を配置し，さ

らに将来の工場鉱張計画のための敷地をの乙した。構内道路K ついても

工場本米の性質から全面 コンクリ ート 舗装としたのであるが，いかにも

消潔であり ，今後の工場についてはすべてかくありたいと考えている。

本工事は基本計画は別として，設計 施工とも大成建設にお願いしたので

あるが ，同社の熱心な 協力を得て ，立派に完成した乙とに対し ilfll なをぶ

したし、。



4・白Iのわきより工場をみる

止l F高場所 d : 本市 ) C ; 千 野 辺 71fi 地の l

敷地面積 90， 978.  512m
2  

M

而 般 本 館 3，111. ＸＰ ｾ ｭ Ｒ＠

厚 生 館 1. 335.  985m2  

m弧 仰 工 場 13，324. 076m
2  

特 線 工 場 8，732. 099m
2  

F付属 t J ! 物合計 5臼5，661 m
2

合 計 27. 099.  630m"  

1.1!物慨'J":::

・本 館 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i盆 3 階t J !

屋 根 ア ス フ ア ル ト 防 車 モルタルJ f l' え

外刊で モルタル申IJ ｾｩｊｉ＠ 7 ポ ロ リ ゾ ン 吹

f.t 目地 U]

サ y ゾ スチールサ γ シリ 1; 畠 O. P

・厚 生 館 鉄 竹i富 手家泊

I"J_ 恨 ー兇式法型i正尺鉄11.(11，

外壁 .k i庄スレート強

腰 コンクリートプロッず モ ル タ ル

日IJ 1:引

・1: 助鉄' : ' ，. 進一部 2 階t J !

Ｇ［ｬ 恨 三 兄式波型長尺鉄晶 ＨＧ［ｬｾ

外 ｴｾ￮ 大波スレート ，｝Ａｾ

腰 コンクリートプロ・ノク モ ル タ ル

m'J 1:引

サ γ γ スチールサ γ シ L. :り/1¥し

O.  P.  

探光窓 ポリエステル法敏

. 情内j ( j 鈴

設計 大成 ｭ 設 ｋｋ ｉ 二本部設計， Ｚｉｾ

抱 工 大 成 道 路 K K .k阪JZ. J，I;

1: 間 約工町' { 1f 1  3  6  &1'- 4  )J 

竣 工 II{{ 白1 3 7 年 3  )J 

開 設立| ーの乙とは.

当工場は1G弧搾製造 lこ: 場と特殊線材 工場をもっ立体的な流れ作業による

製造工場の二郎分lζ 大別される。前 プラントが誹画されたのであるが，

者は敷地北側のかまぼ乙型屋級工場 経々の苦情 lとより，乙れらを半面的

で南側の切 }l 屋般の工場が後者であ K 処貝! した計画 iζ 変更された。敷地

る。前者の設計にあたって当初 ，原 のrr 央官官を縦断する '1] 央道断( け J =

料および製品倉時および出荷関係を 8. 000 m) をへだてて. l l HJl I]l c 'j 工務事U，

I 階iζ おき鉄筋コンクリート造で 2 んltl'. 械が内側 lζ 工場と鋒恕され，工

階 lζ 人; ラーメン先日構の鉄骨造の製造 場はそれぞれ* から原料がi去り込ま

れて，西 lζ 流れ ，その問 K 各種の製

作過程を経て ，P!j端 lζ 山品;J されると

いう，もっとも簡明な勤線処. f ' 1!.I ζ よ

って ，全体のプラント ;:1 阿がなされ

た。機械配 IUの関係から ，ｾＡｦ 線河 ｩ 川

は 士 三 ｴｊￎｈζ 分かれ切 ｩｴＧＧＧ 塁線とし Ｇ､ｬｾ 瓜

ｦＭ｜ｾ郎門は大きいヲミ間がＧＸＮＧ，＾ＩとされてａＮ

l点トラスがもと川された。 k:tl 白からの

ポリエステノレの採光窓を少し Illj ませ

たと ζ ろ，この辿絞した l山みが仁切

のfl 1 . : 凋さをすくうとともに，円形，

Ｑ［ＱＩ必の二級の ｬ ゼ ｈｾ をもっ ｵ め Ｈ｣ 一 つ

のまとまりを勺えて， H. 粘* が得ら

れたと思う。

判It
i
の dj"I' にあった 111 LJ bj の除以な

が凶気から，広々した敷地にゆった

り住てられた， mc場のかもし a¥す

り1印j さの rl 'IL ， J倣J必の皆機が兄気lζ

活動しておられるｾを見て，私達が

突. 11 [ ' j 1 I Cj s われて，あれや乙れや

と九労した努ノJ も無駄ではなかった

と喜んでいます。乙れもひとえ lζ や1
1

戸! 製鋼施設印およひ'ili l.i t ｾ｜ｬｬの十号線の

ど旦II 解とど文援のおかけ' と心からお

キしを FI i し上げる次第です。

( 大成建設 ｾｉＡｾ 村記Ｉ
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2 機 械 組 立 工 場

特 徴 : 鋼 管 構 造

r  i g  I  

F  i  g  2  

住 友 機 械 大 府

開 設 号| の 乙 と ば

4・日

..... ｾ η＠

設計 : 日建綾針工務株式会社

施工 ・ ｾＧｊ 子 建股 株式会社

当工喝は一般産業機械，i li投機械の組立工場として大型機械を取扱うため ，

30 t ， 10 t クレ ー ン6 台と n，::fi を刈 く，採光を特K I列るくという条件でtil 家

のレイアク トは主として 施 t 側の要求そのままの平副によって決定してい

る。

本 u 必ーは i設計の特徴としては最近漸次多くなって来た鋼管機itzを採JIJ した乙

とである。平面も ，立体も特』ζ 鋼管構造 lζ 有利な形ではなく，従来の一般l( 'J

鋼による工湯の湯合と変わりはないが，設計K 先だ って施主側の要求もあっ

て極々と単価や鱗造ーについて比較検ぎl した結果一般鋼材の場合とほぼ変らな

い単価 lζ てできる結果を見た。探光は鋸尾狼( 主練) を採用し， Fhl は)'i 流

れにて将来 数 スパン作 Ｇｉｾ 定予定があるため鋸屋恨 ， 片流れは交互に延して行く

つもりである。本構造は主として継 手 はすべて熔接のためにて場燃接を ｊＩｾ ｗｊ

とし ，現場の継手をできるだけ少なくして， しか も施工が簡単 で，形も 筒井;

にする ζ とを自主主とした。その結果，比較的，組立，エレクションもにj倒的

にいくできた。その他については特記するほどの乙とはない。

四 hを 工 の 乙 と ば

鋼11: i J ! 築の現hLj におけるi J l J j l Cはとくに変化はないが，本工場の施じについ

て二三述べる。

H・と小屋組の仕 11 については，今までの キ 中ツ プ式と兵り ， トラス足の )t JI

は村 lζ とりつけたミサヤミに差込みをして熔倭， 片方は トラス受けプレ ート

をれの而に設け ，その足の逃げを防ぐために ，30 x 50 x  9 の ピー スを仮付け

( f ig  1 )  ，中! と トラスの総桜完 f 後K ピー スを取り外 した。

またガーダー振止めの水、ドラチス然はラチス 材の片方を主位( 机つなぎ トラ

ス下必材) K 熔接，ガーダーとの取付けはガセ ソトプレ ート をガーダーに熔

接( 工場加工) し，ラチス材とリベ ・f ト継手 となっている。乙れらをすべて

現湯施工としたため ， ラチス材の妹接による ミひずみミを生じた。乙の ミひ

ずみ ミを修正する ために非常に伴11をしたが，今後はガーダー 仮止めのラチ

スヨミは，あらかじめ工場加工しガーダーと一体 lとして現場機人をした ) j が良

いように思われた。

つぎにｊｉｬ Ｇ Ｑ 縁 ｉｃ も鋼ｲＧｲＭを伏川したが ， 外装スレ ー ト 張りのさい生ずる ミ ｩｦｾ れ ミ

を防ぐため ，F .  s.  25 - 6を"仁j必総筏した ( f i g 2 ) が， 吋 Ｒ じれ ミ を ｾ ｬ じ ，

その修正 ｬζ 相 ｾの ｊｑ ｊ 11を必し ， 仁JO]l ζ; 援物をおよぼし た。以 k鋼1
1

j:tWt . i . tにつ

いてのみ述べた。



所 (f J也

!IJ'(地 flii m 

ｾＺ荘｛白 ｭ

1. l ! 寝延i師政

愛知県知l 多1I I ; 大府間f 上前m

165，OOOm
2  

9，942. 98m"  

1O，343. 02m" 

法

古

礎

同

M

肌

ず

い

H

q

スレート ポ ザエステル紋

鋼別ｾ只銅製シャッター

上r : 日ワイヤーメッシュ人コ

ンクリート フェロコン{ 上

上

ナｾ ｾ Ｎｾ＠鋼' 1 1 および特 l.t鉄刊構造

ltlr !J j h! r，ui 14. 250m 

コンクリート J マイ J レIA 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト

そのイ也

知d

μ5ω 

古 _' u

ｾヨ ＱＱ［

wι 

I  ，_ _. J  

0. 0。

制止

画;M)

、fL

平 面 と 断 而

21 



3 工作機械工場

特徴 : 二段走行クレ ー

ン形式 ・伊 根 Hi gh &  
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久保田鉄工枚方機械工場

間 設 計 の 乙 と ば

位 計 : K K大阪建築事務所

施 工 K K 銭 高 組

久保田鉄じ株式会社が機械の製造 ｉ ｃＺ絶好の地として枚方市 ＱＱ ワ［ Ｎ ｾＮ地 区の新悶辺 ｬ 弓

線沿いの地を選び， 乙乙 IC : 総合的な名問機械の製造工J易をill 設すべく ，第 1 JQJて

事として工作機械の製造工場の完成をみた。

設計の主flH点、としては，丹] i傘仁床全而を均等な! 限度とし ，界 間 昼 光j照明により 150

Ix ，夜間屯灯照明により 200l xを要求されたため ，屋恨の構造を I-l ig h &  L o w 形

式とし ，ポリエステノレ波板およびスチーノレサッシにより! 照明およひ‘ 換気を充した。

また，クレーンが上段40t クレーン，下段 5 t クレ ー ンおよびl. 5t クオーノレクレー

ンと 2 段になって走行するため，下段のクレーンガ ダーは釣束により上段のク

レーンガーダーから釣る構造として，桁行制1組の空間の獲到! を行ない鋼材の節約

化を吾! った。ま た，古屋内 il 乱皮の可及的均等化をはかるため ，尾綴はアノレミ長尺 瓦

体行とし，天井， ￁ｾｉ をには ト ・リゾーノレ ＶＰ ＧＺ 泌を使用して断熱を行なった。冬期暖房と

してファーネス方式を採用している。外観の色彩化をはかるため，クボタカラー

ベストス二色fl ，lj とした。

以じいづれの点においてもそれぞれ満足すべき結果を得たと思われる。現イE .

同形式 K よって第 2 期 工 'Ji が進行 11 1である 。 ( K K大 阪ill 築事務所 木村記)

園 施 て の ζ と ば

北肢の緑の背; 去に， ｊ［ｾ＠ d1目大阪のI j l f/日，同道 1 号線沿いの絶好の立地条件を備えた

当地 ｉ ｃＺＮ今同第 ｬ 次 ｾｉ ・阿の完成をみましたととは，われわれにとっても喜びを禁

じえません。近代工場として10万坪の敷地 lζ 班惣的なレイアクトにより，なおま

た建物は Hi gh &  L o w 形式の毘線 lζ 加えクボタカラベス トス， グラスフアイ

ロン， ドリゾーノレ板，アノレミ 屋根等 ，事rru材のたくみな駆使による設計 IL より，

ｔＴｩ 演の史観をそ ζ ねる乙となくよくその ｻｦ ｬｴ ｾ 号を誇っております。 昨 年 Ｔ ＩｊＺ 放地造

成工事開始以来，敷地質収| 問題. U物としては機械設備( 起亙偽計 9 台 ，および

機械 ｍｲ 飴，機械般人 ｾｮ との ｬ こ程調格などに似まされながらも予定通り本年 Ｕ )J 

操業Bn始の辺びになりました乙とは，関係各{ 位立のど指導および

協カの日賜易でありまして，深く感謝いたします。現在引続き第 2 次計図lの，綜合工

場も建設中であり，今秋lζ は完成し ，久保田鉄工の新鋭工i易として ，その機能の

真価を内外 IC : 問う口を期待してやみません。 ( K K銭高組 [' j j: t 任 両国弘)
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4 電 気 冷 蔵 庫 工 場

特 徴 : コンペヤ ν ステム

24 

中 川 電 機 藤 沢

- 設 計 の 乙 と ば

場

段計 双星社竹腰建築事務所

施工 : 株 式 会 社 大 林 組

北側 IC東海道本線，r街はfj }1I年 300台 以 !この交通 l止をもっ県道 lζ はさまれ

た乙の敷地は ，また県辺を隔てて1!lR3象地18: IC ，京海道線を隔てて工業専

IIJ 地域 IC接する 0: 居地域に属している乙と ，また関 1) 可を本拠とする屯機

メーカーの関東進n¥のさきがけとしてあらゆる 1mで野心的な工場である

乙と ，乙れが乙の工場の設it I - K 当って諜せられた基本的な条件であっ

た。

ま11み立て工場を北側 IC，製品倉庫を京側 IC ，南側には工易事務所を配し

ていわば四方正副の形をとり，建物周囲には広い緑地をめぐらせて風致

地区に一段と美しさを加え ，合わせて乙の地方特有の砂降の破宮を経減

させる乙とを考えた。敷地の関係もあって高照工l易とした大阪でのこ回

の経験を勘案して， ｾｉ Ｈￎｊ 的 ｬζ コンベヤ ー システムを採用する乙の種の仁

場としてもっとも型似的な 、ド家J l とし ，同組になりやすい塗装工湯をそ

の ｾ ｦｦｬｩ の Ｒ 階 ｉｃ 隔離しである。

* 材および邸品は乙の r. 場の内側から搬入され，延長数キロにおよぶ コ

ンベヤ一作業を終て，完成品となり ，J，U側 J ) 製品倉1，11を経て級山される

わけである。また見せるための工湯として，見学者の動線の円滑化も

つの課題であったが「動く歩道」の採用と相まってほぼ成功したと忠

つ。

外観は乙の工島; の製品たる fG気冷破防 ICふさわしく清潔で簡ぷな感じを

ｉ Ｎ ｈ す乙と ｉｃ 努めた。Ｈ竹腰長ｾ造Ｉ
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5 通信ケーブル工場

特 徴 : p  c 梢 造

26 

住 友 電 気

ル工場

業 横 浜 製 作 所 通信 ケープ

悶 ;没 JI ーの 乙 と ば

段針 目建位計工務株式会社

施工 鹿 島 建 股 株 式 会 社

Wi 浜; 製作所の新築 Jliilnについて胞 lミfJll Jの袈4ともあって次のような 2 つの

11肢を定めた。

イ) Imflム耐火榊巡で1今風Il !μζ おいても作業ができるとと。

ロＩ険械配 ［ｉｾｾｉＺ やレイアウトの支附 ｬ とならないよう，十 ＱＧＮ をできるだけ少

くする。

ζ のような条例ーから鉄什造，鉄筋コンクリート造. p  C 構造など樋々の

利' 占得失を調査比較し . }Jf!i ｴＮ ｾＡｉｊ の［忍 ｉￎＧｊ も加えて大々的 ｬζ ｐ ｃ 構造をとり

入れる ζ ととなった。

乙の工法として採用された利点は ，

1  ) 耐風，耐iム，耐火構造である。

:2 ) 大スパンにすることができて. ｾｬＺの数を少くする乙とによってＩ［ｪＨ

国i積が標準 5 - 6 ｭ ｦ 立いのれ ｾｉ［ｉｊ の場合より ｾｦ 郎、少くてすむ。乙

の場合460m己iζ 一本の住で・ある。

3  Ｉ建物の王子命が長く維持 ｴｾ カ〉安い。

4 )  ｐｃ ｾｾｬ 材の脱絡を統一し種Ｇｬ￣ｾを少くする乙とによってＩＨ :， ll ζ 生政

すれば ｾ［ＦＧｬＧｬ がＧ， ｉ［ｉｊｒ となる。

5  ) 抗打工事. J出l礎，中lーを現場打コンクリート工事と、l ' 行して P Cの

製作にかかれる乙とで工期を短紛する。

6  ) コンクリー 卜の総司I Bを粍くする。

以上のような利点が設計 J Iー両の Il 様であ った。全体の工t'i もできる だけ

他の工法よりも次く約62. 000円/坪で，うち P C構造の沈月i は21. 000同

作であった。

.  . /  

〆
a  
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6厨房用

ガス器具工場

特徴 : 逆傘形立体ト ラス

股 百1 瓜 ぬ 0 ! 設 相 ミ 式 会 社 設 計 部

設計 u
t

柳 時 ・嶋村本之 ')6

榊 造 伊d金 支 」と・武威 剛

絞 倒 長 谷 潔 ・照 時 事 光 喜

助. ヱ 胤品0 ! J量株式会社大阪支' ，1;

111;;' 民所長: 縞.t 'i 微l ミ

工務主任 。稼1J j{ sRリj

0 ! 築位 li' ，; 大 阪 府 北 河 内 llll r'l ｴｾ＠ Inr 

J年 而 政 1 階 3，600m"

2 階 3，600m立

中 3 階 90 0 m2

合計 8，100m
2

構造概要 駆体 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造

屋 根 逆 傘) [ : ; 立体トラス構造

Ｉ，ｾ礎Ｎ既製コンクリート抗打地［ｲ［

外 袋 外 ｉｾｾ : モルタ J レf盈刷11 ; 引色そんタ

J レ吹1.1

サッシ・引迎い一 部| 配殺スチール

サＧｾ ｾノ

軒先・行制スレート阪 ， スプレッ

ドサテン吹付

);(M，:  2. 5/ 10勾配 ，ｾ、 ｅ セメント

版下地 ，.J初 日1; 鉛鍛鉄桜花

村iHl: ， トップライト 様化ビ

ニール小波板

内 災 同J モルタル塗， フエロコン{ 上上

li モ腰: モルタル塗，ビニー J レペン

キ塗

天 JI' : プラスター塗

投計!日J1i il 111m 136年 l O)J - lI i ml 36年 12)1

工。JfJUlHU 町内137
1
下1n  - IIIWl 37i l' 7月
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松 下 電 器 産 業 厨 房 器 事 業 部

ガ ス 器 具 工 場
位計結工 。鹿島建設株式会社

聞 設 庁 | の と と は

( 設矛|上の特徴)

i怯下1U器産業株式会社は大阪府門真 IIITIζ 新たな約 17，000n戸 の工場r r J Li l l を取

得し ， 家庭用 Ｑｅ 化ｾ 具の生産設 備の増強を計 っている。乙の建物は乙れら工

I易11干のうち Ji f . f 房用ガス家具の製作を用途とするものである。

設計にあたって使用者側より提出された条件のうち，主なものは各種 コンベ

アを立体的に使用するエンドレスの作業工程を満足させる乙と，将来の用途

変更に対処し得るフレキシブノレな空間を構成するとと，組立作業場の他 IC会

FI ! および事務関係の諸室を含む ζ と，などであ った。

以上の諸点を解決する ためIC ，われわれは数種の案のうちから 一辺の長さ 30

ｭ の逆傘形 トラス を Ｔ Ｑ ま，通常の コ ンクリート構造とイ Ｉｈｾ する乙とにした。

乙の逆余形 トラスの特徴を要約すれば，正方形のてJLI民投影をもち，その外直|

線と対fr] 線 lζ よって区分された 4 枚の傾斜した二笥z辺三fi J形板からなる 立体

構成である。乙の三JrJ形板は マ形 ミカジ 7 トラスミを外縁に平行して配列

し，対Jf J 線上のフ レーム lζ ピン ジョ イン 卜する。したがって嵐線何重は トラ

ス郎材 lζIIIJ げ応力の他 IC' JI 張力を与え，その合ノJ はフレームに圧縮力とな っ

て仇 IC伝わる。れは正方形フノレクェ ッフρ で屋根1m雨水処出! の竪i悩を内政して

いる。乙のように圧縮sfl 材を集約化し，鉄骨を努めて引張状態で使用し得る

乙とは構造の '1墜泣化を可能にしている。

鉄筋コンクリ ート 造部分は普通のラ ーメ ン椛造であり，既製コンクリー ト蕊

磁机により G L - 18m附近の砂傑! 酌ζ 文持せしめる。

設備はセン トラノレシステムの温風1暖房K ファイノミーダクトを使用した以外は

とくに自あた らしいものは ない。給排水泡気，各事Eガスなどの配管鎖はすべ

て縫物外周の緑地帯 K J:l 11設し ，地上の銭出配符を避ける ζ ととした。

- 施 工 の 乙 と ば

( 逆余J彰トラスの施工)

乙の建物 ｾｋ 深川された ｩ 必象形トラスは ， その粁 ｪ 皮および変形度が ｬ 直接応ノ ｊ 状

態 ｩζ 影轡する微妙な締造であるため ， 欽 Ｇｪ Ｇ ｪ の ｊｊｉｕ 二およびｾ方 ｬζ 際しては ｩ 並

'l iYの欽"，} 工事と巡った t(] 皮から留: t :tせねばならない。

まずｾ方時 ｋ 予 Ｚ ｜ｕ される Ｒ 次的応力 について設計者にチェ 吋 クを依頼し ， 安

全性を確認する必要があった。また工場加工については ，1.点、J- および製品検

査を厳i f ! IC行う ζ とはもちろん ，jリー材試験の他，総後日jS と各仕 1-' の実物大51

張試験を行ない官ｾｄｩを期した。悠 Ｉｊ はトラ ッ ククレ ー ンおよびク ロー ラ ー ク

レーン各 l 台を使用し ，まず粧を主主て，フレ ーム先端郎に仮設サポ ート を設

け，フレ ーム を， Ｑ 出せた後， マ 形トラスを各辺とも ｪ 句 Ｚ 専にかけ ， 最後 ｉｃｾ ＧＱ・先ト

ラスを取イ、 ｪ ける。ｾ方終了後，仮設サポー卜のジ サＮ Ｎ ， キを除々にゆるめ ， 外

周 ｬｾｓ の 問 中 ｴ を問定し ， 7.1<.>. 1" トラスをかためる。 jせ恨の{ 上 七げについても ，努

めて工事を均等に進め， J芯ms的l乙大きい 1111)心ィ:ij l I i : を与えないよう注意した。

なお ， 本社ｾ築工務郎と技術研究所の協力を似て ， 仮設サポ ート 解体の前後

および屋綴仕上完[ 1 侍の 3 固にわたりフレ ームの変形， 先端部の高さの変

化，中t頭の変位およびマ形 トラスとプレ ムの応ノJ 状態を コンタクトゲージ

により測定し，安定性の確認と今後の資料とする乙とができた。

(文; ぷノi 版文1，l m築部 大河内隆之)
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トップライト，ダずトを見る

逆傘 ｪ 彰立体トラスによる工場 Ｚ 訟下Ｇ［ ｇＺ ｾ産業厨房器事業部ガス稼具工場 Ｒ 階内部

対角線 7 レームを. l I る
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7 ポ バ ー ル 工 場

特徴 : 全般配置 ・三角尾担

のモチーフ

所 在 地 旬 ＱＮｴｽＡｉＮｾ 北 ｾｨ Ｑｊｊ ｴｬ ｲＮ ［ｌ� 条町

V' ( 地断続 177， 000J 1'  

処1布[国 i.'l 延 44，000:n"

及川町d!l l 合: ! l ' ( レイヨン符締約

屯 」 ー 大 林 組

1: WI 3  6. 4  - 3  7. 7  

( ほ ぽ 完 了 〉

倉 敷 レイヨン中 条工場

開 設 計 ( 施 主 側 ) の 乙 と ば

段 計 倉 敷 レイヨン K K

施工 : K K 大 林 組

当て ＲＲ［ ま ， 天然ガスを原料とするコンビナー 卜 の ＭＩｾ＿ｬ を担う仁切である。 ノミ

然ガスの探t ¥i i . 分解などは勝抜する他社において行ない，三" i 工場ーでは，そ乙

で桁製されたアセチレンガスからポパーノレ( ビニロンの J_hl料) を製iti してい

る。

、可工場の新設工事に当つては，山市 ｪ から ｊｉ ー画立 ｾｉζｾ 築家が参阿した。Ｉ，ｾＴＺ

;11図案の段階で建築家がもっとも活躍したのは ，その全般配 inの決定につい

てであった。

われわれは全般配置計画について，

①福利地区は，自然の地勢環境，とくに樹木の保仔および利J I l K 努め ，幾何

学的な単純な配置はできるだけ避け，厚生館を rll 心として社宅H下を林の巾

K 配し，自然に即した配院となるように努力した。

②工場地区の配置は ，福利地区とはまつたく対! 照1照現的』κE機能という J点，I;i..刀l κζfiJ):員i]i:勾i: ｽｾ＠

をおいた。全設備を (1 動的に述隔操作し得る総合運転宅を工湯の rlI* I C III 

j  総合運転室を中心にして，各設備をもっとも機能的 lζ 整然と配置し

た。そうして，各設耐i百回の楽i皮配竹および動力配竹 ・配線のために，配ヂf

ブリッジを設けて各設備をｾ絡した。配行ブリッジの上と下は，運転見阿

り則の通路Ｈとくにも ｾｲｱｬｬ 寺川Ｉともなっている。

全般配置について ，まづ第一 IC，剖i J! iJI'jilij 的な配慮を払い ，道路，tJ l:J l <なと

の悠 ;iiilC重点、を置いた乙とも大きな特色であるが，とくにじ切地区の配 il1に

ついては，全地域を ＹＶＰｭｭ のグリッド ｉｃ 区分し ， 性問も ， 階 ｉｾＧＺｪ も，辺路 ｉｪｊ

も，はては ，機械法磁の位; ; r ( ，大きさにいたるまで ， 960 mmの{ 点数で、j 法

統ーした乙とが一番大きな特色である。

例々のill 物については，紙面の関係 l二日下述しないが，福利地| え 工場地区を

通じて ， 大きな三 ｦｦｊｾ 恨をモチーフとし ， 谷樋をなくしたと乙ろに特色があ

る。乙れは勺還の積古Ｇ対策のためでもあるが，ともすれば ｾＡｾｉ 味 ＧＺ ￭ｚ燥になりが

ちな工場 K ，人閥均な息吹を与えるととに役立っていると信じている。

1nrはともあれ，極々不平1) な条件が屯な ったにもかかわらず，大林組の保身的

な努 }J と. そ の笈れと施工技術によって!:i. く，平く，立派に工。Fが光 'J足した

ζ とを深く感謝しているしだいである。( 倉敷レイヨン常総; 前 北村 修)

聞 施 工 の ζ と ば

Jt 越司コ Jぇi日空) t也乙新しい工切が竣 E した。 iii3t 業者の一以として仮返るとた

だ多別 ｬ ーだっ七のー活 ｦｃ 尽きる。何分布 ｾＢ［ｬ 也のため勺解と同 ｈ 与にねてのととは

型ｪ＿Ｉ叶然ながら，設 干 ｉＭＺｾｉ が隆々の・ ｊｊ 出で未 完のまま右 手し，また首 ｵ 利地区ｩｕ

lj?JJ 記自がn然殴境を取入れるため測 lil 決定というれ7初] めがあり，工期が非常

lζ 短く，工事単価の指! 直が今までにない安さの上，施主がわが社の盟、人会下J

である吋: 。好条件少くそのうえ，大林組としては ，越後路に30年ぶりの進山

で， i 大林組は日通さんの下前ですかJ と名妓さんに聞かれたのには ，1
n

rと

もはや言集なきしだい。また乙の地方は土他業者といえば汁 ｈ の ｊＡｾ 方船頭以

卜という観念があり，したがって労務者の食生活について協 β Ｉｊ ｾｊ ， Ｇｩ と指導

と物 flllifll!( ＱＺＺＮり防止対策に ｉＧｬｾ 心をｾした。 Ｍ Ｉｊ 工事上においては ｩｬｬ 設ブ ー ムに

よる労務者の不足およびづ ｼ 抜 ， 労口一の ＱＱ 町七り，通勤者の愉 ｩ 三止ｾ［ｊミなど ， ま乙

とlζ りましからぎる ' JH患が先生し ，業おとして I(J I円を火するとともあった。

それを仁事可愛さに忍んだ乙とが施ヒ側の迷惑となった乙ともあった。次iζ

業 fi )) Aj ｾ｜￬Ｉ機溝と人選が「工場」のＮｩｬｬ没 ｬζ 添わず，相判空〉血ｉｬＧ ｾｻｦ を［択した乙と

は1走者1 ) 当初1 I ' l 函力重大さを lili 感させられた。

とにかく，積雪判ζ もかかわらず工事を強行して ，今日の成果を得た乙とは

各i立1コ労苫の1易と考えられる。( 大+ * 組中条てすI 々事務所 佐々木J長男)

31 



倉敷レイ ヨン中条工場配 置図
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倉敷レイヨジ1 : 1コ条工場
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8 綜合自動車工場

特徴 : コンペヤジステムに

よるオート メ ー ν ョン方 式

ダイハツ 工 業池田 第二 工場 蜘施工株式会社大林組

- 施 主 の 乙 と ば ( ダイハツ工業側社長小石雄治)

池田第二工場は，当社ノj、型凶輸ならびに軽四輪自動車の本格的生産工場とし

て，昨36年11月完成したものであります。

工場敷地約17万 7 千平方米，建物 7 万 5 千平方米余，特徴としては，工場を

1 ブロックの建物とし，そのなかに鍍金，塗装，組立，検査等の全作業工程

を収め. 1 カ所のコントローノレ室の指令 Ic i ! まき，全長17粁のコンベヤによる

級新のオ ート メーション生産方式を採用している乙とであります。また l 粁

へだてた近くの既設池田工場とは ，専用道路で直結し，両工場が一貫体IljlJ の

もとに運営されております。

乙の工場建設にあたりましては，生産設備にできる限り両度の技術を結集し

たのはもちろんでありますが，一方「良き製品は良き環境から」をモッ トー

に，安全 ・術生の商から ，作業場の広さ ，採光，照明はもとより，工j易周辺

の美化にいたるまで，あらゆる角度から従業員の作業環境向上 IL怠を用いま

した。乙の点についても ，設計 ・施工両面κ わたってど担当を願いました大

林組のど協力を賜わったのでありますが，何といたしましでも. 1 年余りの

短期日で予定通り 凌工をみました乙とは，まとと K 喜びにたえません。

乙とに ，当工場用地は，比較的低地帯でありましたので，地上げその他のた

め，ダンプカ ーで延 4 万台にのぼる土砂の運搬がなされたのでありますが，

一度の対人傷害事故もなく完遂されたと簡きおよび，自動車生産工場建設の

施主として，何よりの乙とであ ったと存じております。直接工事をど担当下

さった各位のど努力に対しても深甚なる感謝の意を表しているしだいであり

ます。



- 設 音 | の 乙 と ば ( 株式会社大林組設計部〉

乙の工場は全生産過程を一貫したコンベヤ ・システムによるオートメーショ

ン方式の総合向動車工場で、ある。村: の間隔は，コンベヤラインおよび設備機

械の関係よりの要求を主とし ，鋼材 iEの経済性を種々検討した結果， ｾｎ 問方

向12，501 ，桁行方向28m とした。屋根トラスは採光が場所および時間的 ICJ 勾

ーである点からと，コンベヤを陸決下 1= 1 山に縦横に通すために，すべての然

下を同じ高さに揃えて ，その下端には小屋受決，方杖等何一つ出ないように

考えて鋸屋般を採用した。とくに工夫を要したのは，生産ラインの主砲hであ

るコンベヤの小屋栄えの取付方法で，強f伺，桁行方向とも ，約 4 01間隔にト

ラスの格点の位置で陀梁 lζ 4 例のボノレ卜孔をあけ，乙の中の 2 伺の孔を利用

する乙とにより，縦横いずれの方IriJIC も，コンベヤ取イ、Jffi のアングノレを1，J け

られるようにした。乙の結果と乙の伶rnであっても ，無関係に取イ、j 万法の統

一が可能になり ，かつ将来の設備の変更に符易 IC応じられる融通性をもたせ

る乙とができた。

作業の性質上脱峻の進入を嫌うので，屋般はスレ ート 立の下IC木毛セメント

板を下地として使用し，併せて断熱に役立たせ，なお鋸屋根の窓の; 部分は| 絞

殺しにして毘般に換気用のベンチレ ーター ( 1U動フ ァン付) を線( c 配置し

た。床も挨立つのを防止するためフエロコンを使mした。

その他特記すべき事柄としては， 自動車工場の性質上工場見学者が多いの

で，見学者用通路を別名Rの事務所から述続してて湯内の中 2 階の{ 立置に設

け，工場内をーl顕して展望する乙とができるように考えたことである。

( 担当 門間敬一， ILI 家啓助，松岡進士郎)
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組v . . ユ: 均一一部品交入均

制1¥'1: 1: 均一一コンペヤライン
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ダイ ハ ツ工業 池田第 三工場

{立 町 大阪市池I 1 I di 神間関f 一丁門

用 途 総 作 向 動 "i! { 工 t品

Ｈ飯合一蛍袋一制 ｬ ｶＮＮー検 ｾｩ

のコンベヤーシステムによ

るＭｬＧｴＱ ｮｾ 工場および行ｰｬＱ

保全厚生等施設)

敷地面積 160， 486. 97m2  

主II 犠 面M 主工 Ij，¥椋 57，5;) 7. 99m2  

附 属 機 6，665. 02m
2  

合 計 64，263. 01m
2

延 而 般 主工抑制l 侃 ，514.92m
2

，f . t 属材! 10，382. 16m三

合 計 76，897. 08m"

工 期 附11135年 7 JJ - ＳＶ ｾ ド ＱＱ 月

綿 造

主工場i l I !

飯合工場鉄斤足 ｴ 平家ｩＮｬＡ鉱 ｊｩｾ 恨

喰災工場検 H JdJ 1:  

( 修却工1;¥ "， 2階)

組立工I品鋭、什造 2 階処11、 版 鉄 筋

コンクリート造

ＩＯＵ礎方式既成コンクリート杭打Ｉ，ｾ礎

jj 上

11、 コンタリート争終抑え 7. T. ロコ

ン U: I二

腰 。コンクリート プロック化判的

噌Ｚ波型スレート ｾｦ＼

Ｑｭ 門 Ｚ ｾスチールサッシＨｊ既成明Ｉ ， 

111入門特有tハンガードアー( 向車J

II fHm 

l;;l 恨. 天 )1モリノイド! 以上， i民卑1スレ

ート 11



ダイハツ工業他 国第一工場

園施工の乙 とば

ｾ築技術者として生きてきたわたく

しの40年聞には ，いろいろな建築物

を手がけ，その一つ一つに，わたく

しは，わたくしなりに，その生きが

いを感じてきた。

ダイハツ池|士|第二工場新築工事は ，

乙のようなわたくしに，激しいスピ

ードと ，新しい技術感覚を要請する

難工事であったが，反商，わたくし

に存分の意慾と，創怠と ，技術を傾

けさせてくれた素晴らしいものであ

り，いわば，わた くしの40年の建築

技術の体験を， ζ とどとく注いで，

悔いのない仕事であった。

乙れを完成した今，わたくしは自分

の悠築技術が，ダイハツの小石社長

さんや，ダイハツ社員の皆さん方の

ど指導，ど熱意 IC応え得たかどうか

を案じているが，ただ也、か IC，わた

くしは，ただわたくしの全力を注入

し精魂を打込んで完成し得た乙とに

悔なく，かつ，大きい悦びを感じた

しだいである。

( K K大林組総主任地村利一)

トラス組立宮、] 上工法( 工期短縮) : チャン

ヰル上 ｉ ｃｾＢ べられた トラス Ｓｩｬｩ は繋ｾ母 ｨｬ

ｬｲｾ 付 ｪ［［Ｚ 鋲ｬＮＢ一体としてトラッククレーン

で釣上げ， ｾｩ Ｑｩ決 ｉｃ J[XイJ けた。 砂

住および ＲＸ ｭ 桁行 ｾｾ
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9 チウインガム工場

特 長 : 長 ス パ ン のW T版

姥犠{ 立 ill:

ｾ築 ｬ 面 ｦＯＨ

延 極 的

事I IUj 

M: 高部品

仕 上

輪島 造

柑i お }II ! ! ; " 小 111 Jt，( ，1; 

4.515. 93m"  ( 1. 366.  07呼)

11. 445. 22m"  (3. 462. 凶作)

9. 900111.  13. 920111. 25. 250n】

27. 750m 

外虫 色モルタル憾治し. ｾｾモル

タル抽l毛引，色セメント吹付

サッシ スチール ・サ ァシ

届胤 アスフアルト防水，シルパ

ーペンキ吹付， 一 部亜 鉛 鍛

鉄板瓦締

ス ラ プ 鉄筋コンクリート造一部

P C造 . W T版 16m

主 体 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

』品従鉄筋 コンクリート造， ｾＱｴ 立

」占礎

¥ リ ス 小 田 原 工 場

園 施 主 の 乙 と は、

叡計 日建設計工務株式会社

施工 : 西 松 建 設 株 式 会 社

弊社はチウインガム専業メ ーカーであります。カム工業は近年急激lζ 発展

し，前途はま ζ とに洋々たるものがあります。弊社もその生産販売量が年

々増加の一途をたどり，従来日佐ーの拠点でありました大阪工場の生産のみ

にては，需要者各位のど要望にお応えする乙とができなくなりました。そ

乙で関東における拠点として ，神奈川県小田原市今井地区 leわが国 I雌ーの

一貫製造工程を誇る新工場を ，昨年四月に完成いたしました。

チウインガムは申すまでもなく食品でありますので，食品衛生上の観点か

ら，空気清澄という環境が必要であること，はたま た製造工程中に重合過

程を含みますので，水質水温ならびに水量に一定の条件がある ζ と，さら

に気候温和などの立地条件があります。小田原市今井地区は ，まさに乙れ

などの条件lζ 適合している上に，運輸交通至便などの好条件が加わり選地

したしだいであります。

今後とも ，乙の新工場をフノレ稼動して文化観光都市ノト田原に相j心、しい優美

でおいしい食品一一チウインガムーーを大量に製造し，弊社の関東地方に

おける拠点として大方のど期待に添わせて頂く 覚悟でおります。

- 設 計 の 乙 と ば

本工場の計画 K 当っ ては，機械配置やその他各部の条件を施主側から示さ

れ，全体のレイアウトや建家の各部にいたるまでわれわれの意見が組入れ

られ，施主一一設計者は密接に乙の計画に当るととができた。

設計については次の目標を定めた。

1  ) 食品工湯として周凶の環境にふさわしく清潔感をもった工場であるこ

と。

2 ) 東海道線に l到していて P R用としても外観に重点をおく ζ と。

3  ) 見学者が多いためにその動線と作業動線とを一致させ るζ と。

乙のような見地から設計が進められたが敷地が東海道線と直角の方向 K 長

く原料械の亘Ji"' iを後郎へ包装関係の低屈を手前 le配置し ，とくに包装関係

は見学者κ もまた作業上も住が少い方がょいとの理由 K よって 1 6 mの P C

(W T版〕を掛けている。とれは長スパンのWT版として初めての乙とで

もあり ，実物荷重試験の結果採用し た。

見学者通路も作業動線と平行して見せるために往路は外部の景色を眺めな

がら昇る目的で外部にスロ ープを設け. 3 階より復路K 移って室内を機械

動線と平行して走っている。現状は全体計画の第一期工事で全体の霊感は

できておらず，完成後は 1階入出何倉庫関係 . 2 階- 5 階が工場となり，

現在 l 階は似事務所，食堂』ζ {!t }I ] されている。

属 施 L. の ζ と ば

本工場はj泉料製品倉庫に|五分さ れ，各々の仕上も異り，ま た食品工場のた

め，衛生的見地より設計lζ も十分意を払われてい ると思います。

施工κ 当りましては ，工期が非常に短く養生その他の耐に十分留怠し強度

lζ 支障なきようにしました。

原料工場は R C 3 階 ( G L より 18 m) の上部に鉄骨造 2 階建にて住 l 本の

重量 3. 3 トンのものを建てるため荷揚は P &H ( 7本〉を使用しコンクリ

ート に衝撃を与えざるように. 5本三脚デレ ックを 3 階床より捨縛を組み

移動しながら ffrJ 切の目的を述しました。 ノ



〆また包装工場は屋線 IC111 1. 2 m長

1 6 m高 0. 6mTr 型 の ill ill: 7 T という

P S コンクリート梁然渡し防水施工

になっています。架設に当りまして

はヵーィデレ ッタ( 7 τ ) を使用し 2

1槍スラ 7. .上l ζ' WL条を敷き桁行 120 III 

を鉄製仲 IC乗せて逐次所定の位置に

納めましたが，最初心配した程の乙

ともなく案外工程通りに施工できま

した。内部仕上もエヤーコンのた

め，床は二重床にて線太聞に発泡コ

ンクリート充肢とし，主主はブロ ック

壁面IC ドリゾーノレ板貼モノレタノレ塗と

なって亀裂防止を継手部分にしたた

め，成功しました。

外部については消鐙な感のシリコン

吹付は周閣の緑と河町I・K 映えて東海

道沿線小国原市郊外lζ 一美観を呈 し

ています。

最後に突貫工事にもかかわらず，ハ

リス工場および日建設計の工事監理

lζ 当られた方々のど指導とど尽力を

いただき ，無事完工したととを深く

感謝いたします。
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10 清涼飲料工場

特徴 現 場打 の P C 梁 とD

T 版 ・パイプ造 乾 式

工法

所. ( f 地 J.w rli 神 市 辺 i凪 6 丁 目

! 位地図的 4，963. 15m
2  

ｾ策面的 2，206. 41m"  

延M、而fJ ' 1 2，790.  20m
2  

加 悦 l 階 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

2 階 バ イ プ 造

. fi >j -部分 パイプ造事ｾｾ

J.: JlJ J  1I{l如36年 l l f l 29日 地銀祭

昭和37年 5 月29日 唆工式

外 観

l 階 エ マ ル リ シ ン 吹 付

2 階 エレタションポー

ドピニールペイン

ト塗， アルミジョ

イナ -tl ' え

瓶館空 ｐｃ ｾ 粧と Ｐ Ｇ Ｑ ・ λ ラ プ

40 

日 糖 飲 料 本 社 場
位計施工 ・株式会社大林組

同 J1Ui t のととは、

わがI! I では A止初の本絡的なペプシ コー ラ， ボ トリ ンクプラン 卜のため ， 1庖

主，施工者とも〕宇佐l外iζ 法労が多かった。

Ni' 涼飲料工場としての適切な敷地を求める乙とは ，非常に凶雌であったが，

幸にも親会社大日本製糖のl豆怠』ζ より，希望以上の土地が入手できた。 |浪ら

れたII 設資金の枠内で，ペプシ コー ラ，インタ ーナシ ョナノレの複雑なレイ ア

ウトを実現するための調盤 iζ 努力した。

l没:11' 依刺より竣工まで僅か五カ) ] 余りという短期間ではあったが，設計およ

び胞ユニにさl られた大林組および各プラン トメーカ ーの方々のど尽力により ，

1I .)J 上旬無 'jJ 完成した。前涼飲料のシーズン iζ 聞に合う乙とができ ，施主と

し て 喜 び に た え な い 。 ( 日 糖 飲料常務 中村嘉夫)

開 g没 討 の 乙 と ば

乙の建物の孟IZ而は米国のペプシコーラ会社が決定し，エ 'J]: 貨を 日本の会社が

:tJ. jl J . するという形式のため ，設計 lC当って ，I，! ;j 者の見解を調整しながらまと

め上げねは、ならないため，設計者にとってはなかなか繁維な仕事であっ た。

指導に匂った米人は ， ｾ築および機械について ， 極めて熟練し た エンジ ニ ヤ

であったので，われわれにはデザイン ，椛iiE，設備にわたる全般について広

J凡な知識を要求された。

乙のｩｕ物 ｬｪ の特徴を Ｍｵ でいうならば ， 現湯打の ｐｃ ｾ と ， D T版，およびパ

イプ ｩｴｩ と本自 ￭ｾ 2  j : 併の全記式工法の採mである。とれらは施主の f 解のもと ，

設計者，構造技術者，設 Il iH設矛1.者がまったく 1=1山な立場で一致協)] でき た も

のとして 印象に伐った。

極めて短かい_ L J 羽の上， ｬｅｕｫ の 二 ｌ 訟の相ｾを調整するため，耳ぬ ｪ のヒ任以下

係員の非常な協ノJ を得られたととは ，Ml ζ もまして感謝にたえない ζ とであ

る 。 ( 東tl! ，竹村)



出 1 I  

同，r l ， j  

1 階

1. } : 閃交 付

2. 見学者通路

3. 瓶 詰 宝

4. 水 処 理 室

5. 泌 合 室

6 砂 柿 倉 kH

巴1

7. ボイラ一室

8.  { l l ! 所

9. ν ャ ワ 室

⑦ lO  ロァカ一室

11. 沼 気 室

-一一一Lー」ト 12. 製品企" ，1

2 階

1. 応 筏 室

2. 役 員 室

3.  'fl : ti l 室

4. 会 議 室

5. 食 堂

6. シロ ップ室

7. 王 冠 倉 j車

8.  11;( 泌倉M l

9. 物 置

10. 悦 所

11. f品 説 ; 室

製品倉庫 構 造 パ イ プ，オイルペイント塗

天井 木毛セメント叡オイルペイント吹付 ， トップライ ト納

入ウェ ーヴガラス

日t コンクリー トテコズ リ

製品倉庫部分外観

41.1!l. : 民尺. ' I I ! 鉛鍍鉄11U': 怜J草

外 ｉｾ : 波型スレート( 小i皮) 強り

股. コンクリートプロ γ ク化粧l f I

司恥

41 



11 全量焼却炉工場

特徴 : 国産焼却炉による全

量焼却計画 の初の新

鋭工場

大阪市清掃局住ロ

設計 ｾ￭ 理大 ｬ 仮 ､ｩ i . I ! 集局

東 長11 Ｚ他ｾ Ｇ ｊｾ 務 所

施 工 大 成 建 設K K大阪支J 8

機 関Ｚ悶 ｦｬｾ 汽缶製造株式会社

場

- 施 主 の 乙 と ば ( 大阪市清対局)

大阪市のじんかい終末処分の現状は処理日量約1690 トンのうちほぽ半分を

焼却処分 lζ ，残り半分程度を出! 立処分 K 依存している。

しかしながら，乙乙数年来且li 立処分地の{ 確保は ，本rb自体の人 u の膨猿，

近郊衛星都市の市街地化，環境浄化の挑進などによ って困窮の極に達して

おり，終末処分施設の整備が緊急の要務となっている。

そとで大阪市としては，昭和33年以降じんかい焼却の 2 部作業を実施する

とともに，木津川焼却場新工場の完成 IC引続き本住吉工場の建設に着工す

るほか，近くデ ・ローJ レ式焼却施設の着手の準備ーとあと数カ所の培改築の

昔| 闘を進め， 42年度末までには全世焼却 ( 不燃物または乙れが類似物を除

く〉を達成すべく努力している。

とくに本住古工場は ，全f立焼却計画 lとおけるお] の新鋭工場として，防具，

防:国L 防じんなど環境衛生に万全の十日置がなされた副期的な構造を持つも

ので ， 乙れが完成のｼ協には今後の島ＧＦｬ ｾ ｊ ＱｊｦＡｪ 設の範をなすものといえる。

- 設 計 の 乙 と ば ( 株式会社東畑i l ! 築事務所)

従米， ;2ドチ11Iζ ては ，大都市でさえ， 1品定火格子式の小型焼却炉を数多く設

けるか，または出! 立などで盛芥の処妙子を行なっているのが現状であるが，

すでにい幻択では機械的大格子の大型炉を設け ，西 ドイツな どでは止li 立処分

は法律で祭止されている。

大阪市において昨春，国産焼却力 Ｑ による住吉工易の計画があり ，約 Ｔ カＩｾ

間設計ーに参画し，昨夏 8 月着工以米も つか工事中である 。

機器をのぞく建家関係は，立地条件その他の員 ｉｾ 工事にもかかわらず Ｎ -m営

繕部当局の適切な監理と大成長 ｾ 設 ｋｋ の技術陣とのチームワークにより，

予定通り今秋10月末には唆工の見込である。

盛J } はλ 略次の通り処分される。

凶J t : 投入→| 司貯戯→迩搬→燃焼 → 空気 予熱→: ! R) 嵯→主主尖

以出し

したがって悠築も ，以上の施設の他 l ζf E気関係の諸室ならびに 中火制御室

および各機械室と ，ζ れら作業の管理，福利施設などが乙れに加わ る。

般主体構造部分は R C 造で計| 凶し ，施工の容易性とがf庭的考慮から，燃

焼室屋被および‘ パンカ一室などの上郎構造は鉄' 胃 を併用した。

配 置 凶
0 2 5 50.  

(

わ
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面

面

面

断

南

東

上

左

下

- 施 工 の 乙 と ば

/11州 136年 8 }:j 5  1' 1地鋲経を挙行以後，直ちにペデスタ

ノレ抗打( 作51cm 長20. 00m 373本) K 着工いたしま

したと乙ろ ，附近の住民より騒音および振動の理由に

より _ .JI寺中止の止むなきにいたり，保障問題解決に対

し 非 常 ｋ 苦労いたし ， ょうやく ＱＰ Ｉ ｾ 29日杭打工事が総

・jJ完 f いたしました。

焼却J'炉本館κ おいては， 36.  25mおよび炉室の20. 40 m

の吹抜きの特種工事であり ，吹抜きが各階を通じ 1，59

5'1 ' 米もあり ，コンクリ ー卜 打に際し安全管理! の点K

Mも神経を使いました。またVd'l '工 'jJ のれのベ ースが

4 1桝- 5 階のけ11首lにあって胤凶が l次抜きのため 147 111. 

の以 Ｇ ｉ Ｇ Ｍ ｾ Ｇ ながら ＳＶ ｭ のガイデ リ ヅ クを伎片 ｊＮ 終械 ｊ ｾ 具 ，

ｪ 止代胤焔 ， 屋板のスラブ ， ステージ ｾｾ［Ｑζ 相当の Ｑ Ｎｬ｛ ｊｉｊ が

かかりました。ゃい37年 7 )J 1011 無 'J]: 政でコンクリー

ト打を完 f し一同安心いたしております。

なお工期は10月末日ですが，'F務所付工場にて福利施

設を完備されてあるので仕上が相当にかかります。

l奴名所の一つの工事故， 立派なでき栄えの工事を残し

たいと従業員一同張切っております。建物と 機械関係

が相当被維な工事であり，無目JJ 完成南太阪の艇芥焼却

の機能を発抑せられる乙とを祈ります。

(ノ、l戊iJl，没1t'I'1¥i }}"j 住吉工場作業所)
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倍野

上 1階平 面

右 2 階平面

下左 : 3 階平面

下右 5 階平面

1・ 2・-

自働_ UiI

一
、

， 

-".11111 1  .' Uo薗

一l  気 概農 民置 1， 

一
一

大阪 市 清 掃 局住古工脇工生 ｆ ｶ 概 ｾ

生l! 設 位 位 大阪1 I i 佐古区南加賀思町345の1

7品計 ' 'iKi理 大阪市ｾ築応束畑 ｉｾ 策事務所

施 工 t ij! 0巨 大 成 建 設 K K 大 阪 支 J.5

機;m 田 熊 t ( 俗 製 造 K K

工 JDJ ，'1工 H日和36壬1' 8)J

唆 工 /I {Hl137年10JJ ( 予定〉

敷 地 而 W 16. 946. 4501"  

主II ｾ 程面的 1. 861. 879m"  ( 本館のみ)

主 ｬｬ ｾ 荘延面的 4. 476. 632m"  ( 本館のみ)

階 数 地上 5 階

日 さ 軒 高 G L + 31. 901

l社両 G  L  + 32. 2501 

構 造 ｬ Ｎ ｾ 礎ペデスタ ル ｦｍｲ Ｎ 鉄筋コ

付 属 施 &

ンクリート造

主 体 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造，ー

部鉄竹鉄筋コンクリート

造

Ａ［ｩ 械 ｾｨ ｬ 品 ｴ Ｎ 7 ス フ ア ル トl幼

ノＧ ｊ＼Ｎ発 ｴ｣ｬ コンク リート ｾｉＧ

え

ｾ共 7 ; レミサッシ

l  ポンプ室 R C地 地 ド2 階 22. 18111"

J I  トラ γ クJIJ ランプ R C造 申I HI8.∞m

長さ 54. 6m

][  煙炎 R C造 G L ト70 m ]1口径3.50

m 

IV  灰貯栴および上 家 R C および S 造平家

193.  335mロ

計iit 室および1 衛所 R C造平家 9.70  



所 設 地 岐阜県不1岐部 jf，井町字松山740- 1

大日金属工業株式会社雫井 工場
敷地而秘 37，709. 1 m

2  

建築市政 6，794. 17m
o  

段 計 住 金 鋼 材 工 業 株 式 会 社

構造規校 料'Q 鉄 什 造 平 家 ( 用 線 長 尺 鉄 板

{ 住 金 鋼 材 工 業 株 式 会 社 1:1' ，壁 ユ ニ オ ン ポ ー ド 貼 〉 一 部 本

施 工

株 式 会 社 浅 沼 組 造平家主tt

唆 工 11 l昭 和 3 7 イ1' 3 J1 2 7 r1

( 般近竣工した工場建築 P R)
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所 在 地 京 都 市 南 区 久 Ilt 大 量E 町 46 9

敷地商政 J8，847ff 64 

処策面積 3，554坪日本安全硝子株式会社京都工場

段 針 目建 段 計 工 務 株 式 会 社

延 而 積 3，864坪

構造規筏 ffi l R 鉄骨波 トラス ，R C造平家建

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

一部地階および 2 階建

竣てr I IIll Tn 3 7 if. 1 刀 3 1  rI 

( 股近竣工した工場建築 P R)
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1. 神 門 竣 工 ま で

金沢市 ICある尾山神社は，前回利

家を主祭神とする神社で桃山時代の

創建であるが，明治になって現地に

移転，その造営工事は同 6 年 ( 1873)

5 月開始，11月 lζ 本 ・拝 殿 ・社務所

などができた。との神社にはその後

2 年を経て竣工の洋風を採用し た神

門が現存するので有名で，乙の門は

明治洋風建築として， 昭和 10.5. 13  

l乙国の指定を受けた最初のものとし

ても注; 音、したい。

神社! L 洋風の門が造られるのは異

例であるが i浮厳 ・li: 厳 ・永久性なと

が考えれて，石 . tJl i瓦を用いた洋風

を採用する乙とになったらしく，事rr

築 発 起 人 の 前 問 直 信 ・長 谷 川 準 也

( 後の金沢市長) などの考えが大き

く働いたものである。練梁は長谷川

準山の信頼する津田吉之助( 1827-

1890) で，彼は金沢製紙工場 ・同機

械 ・金沢撚総会社機械なども伎倣案

1: 1: ¥した金 沢における近代産業火 lニの

" l ! 1J f 人物である。

神門の新築次第については当社に

各種の記録綴や棟札が保存され，ま

た津田棟梁の係IC当る津田米次郎氏

が図面その他の資料を保存されてい

て割合K よく知られる 。 それらによ

ってまとめると

明治 7 年( 1874) 11J l 頃

来尾根 ( 10間 )( 8 間，両さ 3 間)

必 設 建 設 者 柳 田伊ス郎":1; ;

11 同月頃

各石材搬入

12月 12 日， 30日

木材搬入

11 12月初頃

ぷ土運搬および地固作業終了

12月中頃

門れ下IIH突始，木 . T i 材加仁始

明治 Ｘ 年 ＲＩｾ Ｕ ｅｉ

初回中央通路の円形鏡石搬入

乙の日までの言者仕払令

2，028円34銭余

3 月10 目

立村式挙行( 上棟式の lP.'jJ lIJ 不詳)

11月18日

銅板および‘ 銅丸樋逓送

11月25 日

ζ の日より 3 日間峻工式挙行

建築資総計 14， 141円83銭2}1旺

尾 111 和13 社 門
'
巾
附

S

4

A

1

 

第 1図 神 門 東 面 ( 背面) 閉和36.4.8. !晶

正rfii もほとんど 1，; 1じだがF 殴があ勺てとのように見えない。 l二にゆくほとおしい係ちがあること ，銘天の高

欄，三階の形など可時的伝された第一同立銀行などを恩わしめる 。作米の考えとしては ， f l世富造 J I ζ 似た

ところも見られるであろう。

園E

• 
⑥ 

!II 

第 2 図 神 門一階詳細 l府和36.4.7. 撤

肢の部分は「加賀みかげ」を交互にwんでい

るのが見られる。アーチの組点 IC不安定な 1111

線であるが，内部 IC城栴にあるような長大な

材を通している。

第 3 図 神 門一階平面

平i商は肉のようにきわめて簡 11¥。正市中の間見々

16.5尺 ，1協の問1 <1111. 0尺。 中央の 円形は符10尺を

錨える/ EI判別の. k . fIj イヲである。
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第 4 図神門二階の縁と旧ヲイ ル

昭和36.4. 8.1. 最

現イE は緩い勾配の鋼板L f の用線の上 IC一部分

村を iFt いたような形であるが，制和 7年まで

はその代 りに下関のような タイ ルが貼ってあ

ったという( 段古の神白談) 。高欄はつとめ

て洋風を企図し たが， 乙れで精一杯であった

のであろう。( 材料はすべて昭和29年間型に

より 新進〉

第 5 図 二 階 階 段 廻 り 昭和36.4. 8.  1M 

乙の H I l は制収: 作風で ，初期の特色を示して

いる。しかし笠木の俗き返った所の彫刻は舗

の柴のようである。

第 6 図 勾 欄 詳 細 図

各場所 ICJ i : ; じて意匠を変え ， 5種類の違った

ものを用いる。

46 

第 7図 三階外装一部 閉和36.4.8.1，魁

tJ¥入 門と窓とに近年の推定復版。!日J/ T. の銅版

闘やそのにτJT，，Ii い =色版*1柴 l lf などによる

彼版。

出

t
p
m

Ｎｾ＠ lf 方

付低

唱を ム 口

芋失 言

第 8 図 神 門 最 初 の 計 画 図 〈よ)

「匠工長J の辞令 ( 下)

IIR羽136.4. 8.  I!tl 

いずれも令沢住人体国米次郎代滅。 J I"i函閃 IC

は年号 ・氏名などはないが ，fl tm t'i 之助の JU

初のｾと考えられる。ｾ号 車 ｊ ｊ Ｑ［のような感じ

で，実施した方が透かに洋風央が/1¥ている。

両側の煉瓦#11は乙ζ I C実現されず，，j . : 殿の外

)I，j l c 造られ，現存している。

で，明治 8 "ド( 1875) 11)] IC唆 J' . し

た も のである。なお社 蔵 の年ｾヰ ｌ r尾

山村11 < 上林門建築奏功之棋J IC よ れ

ば ， ｾ築総管 ・ 藤田也知 ， 志 願 イ ｬ ｬＱ ＱＺＮ

・長谷川準也，大塚志良，匠て長 ・

1住田吉之助で以下木工 ・石℃ ・illi '，T;

鴻工 ・彫刻工 ・壁工などの氏名が知

られ る。 結局，神門新築の中心 ICな

って活躍したのは匠工長( 棟梁〉津

田吉之助であり ，すで1ζ illi'; U 十をつ

けたのは注意すべきであろう 。

2. 神 門 の 建 築 に つ い て

やj1門は三間三戸， 三階，和洋混合

式 ，三階屋根方形造で， 一階 42. 25

X 29. 75，二階 20. 15X 16. 60， 三階

12. 62x I O. 95，総高 ( 地銀より 露盤

玄で58. 00 ( 単位尺) の規般をもっ。

竣 t 後明治 24 年，昭和 7 年 lζ 大修

理，問29年』ζ 尾線梼を-t とする修J ! I !

と三階一部の現状変更を経ている 。

外観は他 IC比煩なき盗で，一併は

外崎石造形式で紫 同色および鼠色の

俗 IC I加賀みかげ」 という間同戸宅

産の 石材を用い， 内市は ｾ ｾＨ瓦積と

し，上郎は幼稚なア ーチを三つ匁け

る。構造的には純粋な石造ないしは

ｾ ｾＨ瓦造でなく ， Ｍ ＺｦＧＱｴの木 Ｇ ｆｊＧ ｾ ｾＨ 瓦造 ｔ￭

s，liというのが適当なものであ る。 ζ

の手法は 当円以前κ 第一同立銀行 ・

新続および繊浜旧駅合 ・新潟税関余

foli などにすでに行なわれ， 京初l可Z谷

大学本部本館とも共通したもので ，

沖 Ｑ Ｑ Ｑ 年 ｾ 決が見 聞 した所と終験などに

よるものであろう 。n風ア ーチをm

いながらも上部阿川の丸l沫あたりは

Y;I_祁i な 「竜宮造」を迎恕させ る。 ア

ーチの起点 も不安定な形であるが，

石附の内部 lζ 長大な横材を然してい

るの で 構 造 上 の 不安は 除かれて い

る。 内報扉は純和風術的戸，仰の1m

1ζ 階段をつける 。

二階は冶かに小 さく ，外l ' IHPq周と

Uft lは銅板で覆われて ，ｉｊｉ ｾ ｊ＠ 1  l"ft lは織

防戸を吊る。四周の縁には幼lj l なぷ

現の洋風のつもりの高欄を絞 らす。

高欄 ICはとくに苦心したものか 5

極類の巡 った意匠を用いてい る。 縁

は露天の下lとあ って，在来の観念か

らはでき刻i いものだが， ζ れも第一

国立銀行なと・・からヒン トを得たか も

しれない。

三階は方形造銅板門で ，乙の盗も

第一国立銀行の小J?Hζ 矧 し，その辺

との関係が考えられ る。とれは令イイー

としての極めて大きい「再専ち J IC も

共通点が見出されて興味が深い 。/5IJ

11郎は桟情戸が吊られた乙と もあ っ

たが，近年創建時の] 初ζ 反 され，各

色のガラスが入れられている 。

( 工博 近 藤 豊記)



伊奈製陶械式曾紅

本 社 ・ 工 場 霊 知 県 常 滑 市 扇 面 新 田 恒 常 滑 7∞( 代)

東京事務所東京都中央区西八T l!l 2 - 8 電 (551)6371 ( 代)

大 阪 事 務 所 太 阪 市 西 区 新 町 市 通 1- 23 電 (541)臼創( 代}

伊東の

衛 生 向 器

の

カタログ送呈



ヨ ｅ 玉 ＧＡｉＧＺｉｾｩｊ 監 Ｍｆ

］ ＺｊＮＭｾＮｉＭＧ ーて ｅ
:IJヨ- 1ニLat - FL

王 ｾＰＱ ホ Ｍｴ］

最大の規模最高の品質グ

コ 菱

五 膏 ボ ー ド

五膏ヲヌボード

五膏畷音ボード

555 サンエス石膏株式会社

創 造 元 ⑧ 日東 石 膏 株 式 会 社

縁日本耐火ポイ株式会社

よ … 三 菱 商 事 株 式 会 柱。

東京官官千代田区丸ノ内 2 -20 'l' E L.  (2111代表 0211

捕時fil .てや/ 手した色ワ切ひ131 く樹長

I 1I 1J Mf /J . i '  P;川 君

蓑しい ＿Ｏｾ ミ諸 ￛＧ ＱＳ｜ く鉄板

ｊｴリ玉Ａｊヲル ＿ ＩＧｾＭＢ
1I IJ I !J ヲル克明ル製造株式会祖

本 社 工 場 尼 崎 市 j . ; 物 北 口 屯 ; J ; j . ; 阪 .81 • 9  4  7  - 9  

大 阪 支 庖 尼崎市北折冒T4・41(古 川 ピ ル } 屯 訴 大 阪 ( 刊 1) 9 7 4 5 - 6  

J : : O- 主庖並工場 崎玉県曜市大守 埠岨 1 6 2  0 世 話 雌 3 2 5 2 - 4  

宜 唐 出 積 所 郡 山 八 幡.r，占 肱 川 崎 百 同・下 部 延 岡 技 il . :.11/: ' 他 山 也 山
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特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷工法で施工出 来る

接 着 剤

ハイタ， 'y ク セ メ シ ト

No.  1 ジ ョ イ シ トm

ハ イ ダ イ シ No. 2  ｾ， ｉ￮ 付用

GD 

幽掴幽圃曙路司明田・・・・・・・・祖国国・

日 芽庁

同内の気温較差の著しい

所に於 ても能くその苛酷な

条件に抗し て老化せず 特

に寒冷地に於ける投術的困

難は殆んど解決されたと云

っても 過言 ではありません

お都屋のポイ〉トtさ

zま材から

Ｔ 伽 ｬｉ ｾｩ ".' Y 

ｊＦｾヲい全ムード

マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ 製 造 元

エ 業 株 式

，会』

コミ? ネ土

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東町93 T E L 東京 (888)2101- 9

大阪営業所 大阪市西区新町北通 1丁目 40 T E L 大阪(531) 5281- 3

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 (54)9996 ・広島 T E L 中( 2 )1019 

九 州 T E L 福 岡 ( 5 )0768 ・札幌 T E L ( 5)槌85



トルギノールは合成樹脂の! J 1 法式( コチ仕上) の床材で継目がな

〈術生的で，圧力，賂粍 IC耐えて水もら のする型組的床材で保i 1 c1

防省 ｉｾ b  iir み断む感じのよい適度の抑力をもっています。

* 不変色 色淵自主 *  肱名記入力クログ御前求下さい

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大阪市西区立売釘l北通1ー 76(立売廊ヒソレ)

包 話 側 o 6  0  9 ・ 6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 背 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6  

広 島 県 御 調 郡 向 品 町 立 花 3 0 1 0

m 諾 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

枕

ネ土本

所務工智武株式会社

場エ

喜並留
福.

取締役社長

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋ピ J レ3 階

電話 ( 202) 3233 ・3234

= 鳴 許 =

気光式遁風器 塁

販

売

b

p

ロ

グ

翁

続

第

五

一言一

六

号

怠

長

ｅ ｩｽ ｲ ｲ［ ｾｩｉｾ ｾ 時宮司

大阪市西区江戸娼下通2- 79

田辺工業 株式 会 社

電話土佐堀附7437- 9

. - 印式陥みャ. ー全般|

施工。

47 

合成樹脂 塗 料

ト11-耳障f / ・，ル 合 成樹2床 材

畠 壁材内装

ｉｌＣｾＪ ＺＮｉ＠ 外 装用

トレ正スキンとは特妹合l五割問を主体とした高分子粉状数料であり主す。

特徴通気性がある云め ｩ 刷工下地に案外早〈検談ができ Ｇ Ｍｾ総する ｅ とが
ありまぜん。そのよ乾燥も似めてJ早 < ，従って工JOJ の短絡ができます

製造元 大 元 工 業 株 式 会 社

本社工場大阪市東淀 川 区 三 ｲｾ 恩北通 Ｑ の ＳＸ ｔ ｅｌ 大阪 Ｈ ＳＰＱＩＲＷＳＴＭＵ

営 業 所 旦L_ J; i  3'!... ザti 屋

T E L(561)4678 T t:; L (24J4491 

s  

大 会株
1口与

防 1  明肱 採下貯さ1峰!式は日を

はに天井
阪市北 社式

理

喜 奥
的

錆

，τ主・ .  

工
苅 耐 一 一

軽 -北果 村
法

全 火 軽
側 重

中 軽 量

語

四幡 兵

一町
貝亘書三

達|膏夫

三五 衛

任 空 . いを
ーハ 商

施

防音 堅 ＺＭＧ Ｑ ＺＺ ト一一 ｬ 相ｾ四1;地番 jー占』

工

製作。

器 11¥f実製作所文阪支/ 書

設計。
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Q
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ｼ 五 Ｎ ｾ ｬ
11 日 4時一- 61時 於 会 館 会 議 室

出席者 東畑，塚木両副会長外 7 3'Jl τF，山 内兵庫

井手京都各支部長，海上住宅委旦長

諸 事 ( 1  ) 左官工事講習会開催の件

(  2  Ｉι 記念、 Ｇｪｽｾ 長特別見学会開催の件

( 3 ) 辺町議議会委員委嘱の件

(  4  ) 法規委員追加委似の件

( 5 ) 住宅相談所設置 lζ 関する件

(  6  ) その他

( イ) 工高生デザインコンク ーノレブミ胞の件

ＨロＩ夏期現場実習指導ｾ傾配イ ｊ の件

( ハ) 海外視察談を1mく午祭会開催の件

(  7  ) 入退会者 IK認の件

( 8  ) 報告事項

|主 主 竺i

11 日 51時半一一71時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩1[1白，原田正副委日長外 10委口

議 事 ( 1  )  8月 9月の事業企画について

( 2  ) 究) 5 巨l建築写点コンク ーJ レ尖胞の件

( 3 ) 海外視察談を Il A く午後会開似の件

( 4 ) 報告事項

幹 事 会

11 日 311寺- 511寺 於 会 館 会 議 室

11¥席将 位問委員長外 7 1除手

11 F.I i 宅地開発特集」号企画について協議

委 員 会

13 日 41時一一71時 於 会 館 会 議 室

11' ，席者 恒問委員長タ1. 9委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) Ｘ 月「阪神高速道路と近 ｾｾｏＺＮＮ 開発特

ｾｊ 対

( ロ) 9 月 F 工場述築特集 J 弓

( ハ) 10月戸公者特集」号

( 2 )  11 }j - 宅地開発特集」号の企画' 仇活

( 3 )  12片 及 1 月号の企画について

幹 事 会

20日 31時一- 51時 於 会 館 会 議 室

lU府 行 大 久 保 幹 事 外 4 ｾＧｮＺ＠

11 ，FJ i 宅地開発特集」号の企画協議( 第 2 回 J

幹 事 会

24日 3時一- 511寺 jj 士会館会議室

/Pl 席 者 掘 幹 事 外 4 1衿事

12月 「社会福祉施設特集ー弓の企図協議

i住 宅 委 員 会 |

幹 事 会

4日 一 ｉ｛ 午一一 Ｔ Ｑｾ Ｎｩ於会 白Ｇ会議室

11¥席者 海上 iド村正副委員長外 4 幹 rl

住宅相談所設置に関して協議

委 員 会

10日 Ｓ 時一 Ｍ Ｕ ＱＱｾ Ｎｩ !i'i: 会tl I ¥会議室

/P1席者 M上委. D. 長外 6 委口

議 事 ( 1  ) 住宅相談所設置に関する i斗

」 時 局 米 国 弐

ヨ竺ＮｬＱｬｩヨ ＺＺＺＢＢｾｉｉ ーＮ L .  

T 聞 7・nvq
製 造 ・販売・ 責任施工

宇部スレート工業株式会社 諮 J 2古室吟怒 .諸市臨粍認可言明V 階
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(  Ｒ Ｉ 東京街道ｾ， ｬｬｽｌ 住宅団 地見学企画の件

(  3 ) 委員追加委目別( ; 解l以の件

!竺空空三三|

現場実務講習会打合会

9  B  . t l 午一一一20寺 於会飢会議室

出席者 宮下 lミft ，山問委員外 3 諮問

有 6 同諮 i司会の開催企画について協議

19日 311寺一一5時 於 会 館 集 会 室

tH席- f i 中原委員長，府下セ1E . 相沢委員

講 師 板JLi 氏外 7 講師

三 ｴｾ 高対公Ｎｲ，その他誠門会のゴミ胞ｾな ｩ 並 ｬζ 各部ｲＺ市の講義

日告IJなどを 協議決定

11竺 竺|

分 科 会 ( 基準法索引〉

16日 21時一- 61侍 於会航会議室

ｮｾ 席Ｍｦ￭Ｎ 凶品主査外 4 委員

30日 2時 一- 511寺於会合' t ¥会議室

，'1'， ｲＮｩＧｾＱＧ￭＠ 出品主流外 4 委員

出版原石iについて最終的険社説l乙調整

近 代 建 築調 査 委 員会 |

13日 311寺半一- 5時 於 会 館 会 議 室

出席. r，. 滝以委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 福岡県庁合調査に関する件報告

(  2  ) 今後の調査建物 lこ関する件

(  3 )  10月号発表建物の件

(  4 )  j[:_高松! ! i ｾ［ｉｊ 民 ＱＱ 天鋭Ａ羽資料蒐集の件

巨 竺 委 員会 一|

出版委員会

小委員会

2 日 4 時一一 101時半 }j ' Uc 日本印刷IK K

，' 1- ' ，席お浅野委員外 4 !! 口

23日 41時一- 81時 於 大 11 本印刷版

iJ 'dii¥-fi 浅野委員外 4 委員

「ふるさとのすまし、」の阿国松! こ解説の校正

委 員 会

10日 正午一- 2 時 於 会 館 会 議 室

，'1' ，; :'7: 将 iili 辺委員長外 7 委且

1"'; るさとのすまい」の出版収支概算について ljz ，i-]の

上販売価格，会員特仰などを決定

記念展覧会委員会

5日 創l年半一一一81時 於 会 飢 会 議 室

iJ'，)市将 小川委員長外 4 委口

川幸夫氏の 「 日本の建築の恨 ｾ } . 必覧会開催に関して

i食材協議

|子 五 三|

「若い建築技術者のための左官工事講習会」

日 時 7月31 日 91時一- 5時

1. 会 場 大 阪 往 及 会 館 61)， 1集会室

1  諮問Hと科目

左宮工事総論説に日ぶ5!:

大阪市大諮問工作山田ｾ ｾ 氏

il !lt. 

大林組工技部次長 谷口尚武氏

1.  聴講才i. 154 1行

7 1¥口llf '7 0) J11 ik塗 料/

Ｎ巳ニ 圃ル・官メシト・ｾイシ ト

ヲ' .0・句勺 伶 イ ト

レ塗り計七12: . 水谷ペイント
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巨三 三|

6会長午餐会

26日 正午一一 l 時 半 於 関 電 会 館

日* 建築学会支部の当番で関m:。各会より出席 171ンl

クラブ千扇見学会

設 計 今西建築デサインルーム

施 工 大 末 組

25日 31時半ー- 5時 参 加 者 45i'，

宝酒造KK京都麦酒工場見学会

設計施工清水建設株式会下J

28日 1時半- - 4時 参 加 者 45名

E 主旦|

関西地方における官公立大学工学都建築学科拡充に関

する要請書を，関係 6 団体連署の上 7 月27日付で文部大

臣外文部省関係官 ? 氏宛に提出

ｉ ｾ 場 実 習 指 導要領の配付 ｼ
互期休暇における学生の現場実習を Ｍ Ｇ ｾ ｩ 有効ならしむ

るため， ￭ 現場ｾ習指導要領 ､ を作成して現場実習生送

り出しの各学校並 lζ 乙れが受入れ( 1 ¥11の各宮庁，設計事務

所，建設業各社へ配付

| 創 立4同 念 事 業 |

特見 IJ見学会 「黒部峡谷と発電所を見る会J

7月21 日一一23日

21 日名古屋駅に集合して 11時間駅発。 3 1時半松本着。

杉本市内及大町木崎湖見学の上Ｍｩｚ ｴｾｴ 泉川政荘泊。 ＲＲ 日黒

世 ヲz 司I=i

CE RAMI C SKJ N 

建 造 物 の 外 壁 画 に グ 陶 器 の 壁 紙

. . ヲ9 固 友

50  

部建設工事' 円材採取場，堰堤，地下の第四発電所，建設

中の新第三発電所を見学。 5 時字奈月む A 班は同駅前 lζ

て解散し、 B 斑は宇奈月温泉河内屋前。 23 日101時半字奈

月発正午富山行解散

華全力 ｮ 者 ａ 班 ＱＰ ｾ ， B 班25名。本見学会については関西定

力KK，間組，大成建設 KK，佐藤工業 KK の各社より多大

のご同i配ど歓待を受けた。深く謝誌を表します。

| 後 援 し た 会 |

「工高生の建築デザイン展J

1. 主 催 近 畿 工 高 建 築連盟

1  日 時 7月22日一一 26日

1. 会 場 尼 崎 木 工 所 ( 尼 崎市昭和辺)

11111111 11 111111111111111111 11111 111 11111111111 1111 111 111111111111111111111111111111111111111111 11 111111111111111¥1 

編集後記 Ｚ 工場担築特集を企画する ｉ ｾ 当って ， はじめ第 ｬ 部

「工場立地倫J ，m2部「災例J ，第 3部 「各論」の三木立とした。 ml

都民は内陸工業地帯ゃ吋t小企業団地造成とからんで工業立地愉というべ

きものを市大の三輪車 ｅ 久氏 ｉｾ 依頼し た が都合で砕退されたので ， ζ れは

とりやめにした。 m2部の実例については主な設計者他工者にアンケー

トしてえた40以上の工場実例のうち 11工婦をえらんだ。 ζ れは策担別に

それぞれ何らかの特長をもっ色のをとり だ したものである。依頼ふ施

主，設計，h 1 ! i 工のそれぞれの立場より ， 建築家の診酒， 全体計回，技術

上の特徴 ， 施工の特徴等々をのべてもらう予定で進めた。 ｭ Ｓ 部 ｉｾ は ，

建築家の参到のI珂阻から工期， 経済性 ， 設備 ， ｘ［ｊＮ匠，ｾ巡の諸問題も予

定してみたが，X ; J . 匠，設備，経済性のテ ーマは原稿がもらえなかったと

とはまとと l己破念。第 1 部をとりやめにしたので. ｌ の各総を股後 ｉｾ も

ってきたが， 全体として ， もうひとつつつ ζ みが足りなかったのはi且儲

である。担当幹事は ，橋本裕行， 小菅滋夫， 泉沢哲夫，' i 号取礼三，大辻

真喜夫，高田威. ，'f木繁. 1毘回数ニ， 相l' 出wせtl1tの各氏。執f医者ならび

に幹 IJIIζ 厚〈お礼fl1 しあげる。次号は「公害特集」の予定である。

11 111 11 11 11111 111111111 11 111111111 11111 1111 111 11 11 11111111 11 111111111111111111111111111111111 11 1111111111 ¥1 11 111 11 

| 山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西淡 路 町 3ー 1 7  6  T  E  L  ( 371 )  9  0  2  5  

関東地区取扱庖・小林窯業株式会社

東 京 都 太 田 区 新 井 宿 2 ー 1 5 0 0 T E し ( 771 ) 6  3  4  7  



5225 大島化学のひふくτっlぎんさ

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 IOJ 4 の 10 4  (931)  7071- 3  

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 島

田中式穿亡すJよ，V23123二

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第 一 工 場 東 京 都 錨 凹 区 綿 糸 問 1 - 25 

東 京 第 二 工 場 東 京 例 題 田 区 む 嬬 町 東 4 - 122  

4、 倉 工 場 伺 岡 県 小 倉 市 赤 紙 上 の 托137

川 崎 工 場 神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43 

札 幌 出 張 所 北 海 泊 札 制 市 北 大 通 東 4 丁 目 4

F華院f l ' ¥: 1l 且底 岩手県盛岡市木伏 ＴＹ ・ ｬｉＡ ｾｴ 建設Ｈ株Ｉ
名 古 屋 代 旭 町 愛 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 . r . ; : J 回坦材 K K

米 干 代 理 筒 鳥 取 県 米 子 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 庄

S呆 式

会 i i

T E L 東 京 (623 ) 代 表 0106 - 0108 ・(622 ) 0790 

T E L 東 京 (6 1l ) 2118 - 9  

T E L  小 倉 ( 52) 0653 ・2833

T E  L  Jl I崎 (i) 75 9 4 - 5  

T E L 札 幌 ③ 6762 ・0515

T E L 盛 岡 7642 

T E L 名 古 屋 (53 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683  

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (341) 207- 8・4836- 7



ｴＮ｜ 命〉くほ桁れのル［イ＿は｟，ｪｾ ｪ 刈を ζ 例 ＱＱＱＰＩ れ・ぉ ｉＡＧｾｉ ｾ、 ｪ Ｚｸします

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 Jd副市州区 Jjfl 日rl¥J i I  TI162 Ｇ ，｛ｩぷ Ｈ ＴＴ Ｑ Ｉ ｦｾｾ Ｈ ＲＶＱＳ ・ ｦｾＧＯＨ ＹＴＳＱ

III '); 日明 II! J; C吊i北区上 十長 1TI I I0 'il i  ぷ (911)  3  9  4  1  

千九 .' i !li rli 中村区牧野町l の6 '，[i d，'; (5  4)  0  9  6  6  

神戸 ili' l'.a区北長狭通 7丁 111 の 1 ¥U，To，;( 4  )  1778 ・4386

広島市 中町 2 番 地 の 4 ;t; ，¥，'; ( 2)  7  5  7  5・7588

給 排 水 ・衛 生 s没計胞寸

H霊 冷 房 ・換 凡

別 大 阪 城 口 研 究 所

代表取締役 城 口 開 平

大 !:){ dJ 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪⑩7575( 代表)

，;t Ｏｾｉ［＠ /Ii 1l {111区大和大路正面上ノレ電話京占ifl ⑨4945(代表)

iJI1} i  d1生 ILl 区下山手通六ノー ・電 話 神 戸 0 5 8 9 2

7)，泊 ・衛 生 ・i援冷 房 ・其 他 竹 工 引

設 計 sl f i . 施 工

l¥'J'FY  ｍ 式ノレ ー ブドレイ γ 製造販 Ｐ Ｑｾ
( I! J i持Jj 長久才: 事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l順慶I sJ 通一丁自 1! 9四手作地

"  l! 1;;!;' 大阪@ 代表4496- 8 ・4993- 4務

ぶ !J ， 束点占ifl 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 十1'12号館 5 号

il!話 ( 281) 局6505- 8務

ＱＺ ｩｊｾ ＧｬＺ ｩＧ＠ ｾｴＢ ＮｵＹ ｲ＠ 令 沢 市 高 岡 町 三 五 ｭ ｾ 罰金沢｀ 2074 

t;，i  il Ｑ Ｑ｜ ＧＱＡ ｾｉｊ ｩ＠ 福 井 市 城 之 縞 下 町 一 o m. m福 J t- @  2436 

t 汁'. :III'i. 片/j i 刈 松 市 二 番 丁 九 m. m刈松( 2 ) 5195 

ｉ ， ｾｉＢ Ｏｉｩｬ Ｇ￬ｬ､ｪ ｩ＠ ｉｾｪ 山市大 供松ノ木 三八 ｏ ノー 氾; tf ; 1判 JI / ③ 7047

えt 築設官i i I ・金 属 製 油 H

荷役運搬機械 ・ ｊｊｩ ｩ ｊＺｪＧｾ衛生施設

化学 ・鉱山機械

一 機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池田 英太郎

に ｾｾ､ｪ IJH正肉腿附 3丁目l 番 地 ' r G濡大阪(202)代表3071

;.j.: h/i 東 京 都 千 代 悶 区 布 張 19[ 1 了 口 1 0 帯 地

ぷt' i ' Iliil !iiJ i  名古庖 ・福岡 ・札幌 ・広品 ・仙台 ・;市山 ・金沢 . 7. ':j松

!  l  場 鶴 見・六 郷・中 /IJ ・日 槻

給 ・排水 ・衛 生 ・消火 ・暖 冷房 設備

主主 西原衛生工業所大阪庖

大Wi l 打火災lぷ'i '津南通 4 丁目 44 電話大阪⑮ 3531番

2  

暖房 ・冷房 ・水道・ 衛生設備

設 計 施 工

E ヨ ヨ白1: h .  

株式会社 ニ 晃 間 宮

本 社 大 阪 市 北 区 宮 田 u汀一 六 代 表 ⑩ 7031

支 出 来 京 郎 中 火 区 主 II1J 二 ・六( 村#ピJレ2附 (561)5441

LI¥'JK所 グ11
1
1鹿市中区新栄町二T 日 一 ①1820

制 jl 市 公 永 上 11汀ー o 3i. 1596 

必 rJ : ili 京 本 町 凶丁 目ー凶) L 5098 

Jぶ 山 首i Ｊｊｾ 屋 ｉｉｉｊ 八 ② ＱＹＳＸ

福 岡 市 養 巴 町 二 二 0 1158

電 気 ・暖冷房・水道 ・衛生設備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取締役判長: 菅 谷 一 郎

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 期 一 丁 目 601ft 地

!  ｾ江活大阪⑭大代表 ＸＲＳ Ｑ 1時

|  広 東 京 ・名 古 馬 ・おi I潤

|  張 所 ;;t XII ・神戸 ・岡 111 ・必松 ・広 i:ti ・熊本

I 一 札幌 . 1111fi ・新潟 ・金以 ・払iJ l

創 業 緩 冷房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大 正 二 年 病 院諸 機 械 ・給 排 水 ・ 衛 生

雲を 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 駅 前 :}L ピノレ 6 隣 6 7  6  

f U新J l l 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 嫡 通 大 川 ピ ノ レ 714 号

III 活 大 阪 ⑩ 156 8 ・15 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 広 札般市北四条西16丁目1 ' 1 存地雨E f I 尾ピル二階

m箔 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名 古 慶 応 名古屋市中区南大津通一丁目 T寸t 回ビノレ522号

m 話ー 中 局 @  1  7  6  6  

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市丙区上佐廊通 1 丁目 14訴地

市 認 ⑪ 代 表 5 1  7  1 務

東 京 支 出 ｊＮｴ ｩ［ｾｾ 郎港区芝田村 ｉｉｉｊ Ｖ ｔ 日 ｦｅ 活 Ｈ ＴＳ ＱＱ 代表 ＷＱＲＱ

名古屋支J;5 名古尾市中区材木PU1 丁 R 屯話③代表7856

京 加 支 1.5 京郷市下京区烏丸通位以下ノレ ' 心ぷ③9153'f存

中11戸 支 1，1; 神戸市生田区北長狭通 2 丁 目 氾jZt ③代表5101

福 岡 支 l月 初 岡 市 千 代 栄 IIIJ iG: 訴@ 代表4731

空気調和装置 ・熱風乾燥装置

設 計 施 工

式

社

株

会

材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 /1./ノ島二1 目( 新朝日ピノレ 5 師寺)

1氾話一大阪@6041 ・⑫7046( 代〕

本社及東京支応 東京自s中央区八重洲三丁目じ

営 業 所 名古屋市中区西万PIJ 二丁目一

連 絡 所 広 島 市 基 PIJ 一( 朝 日ヒソレ)

建



Ｂｪｾ＠ 1仰をど不11 川 の F11 お距lf! い 放 し ま す一一一一一特 命 メ l土指令の JJ. ij 介 l

I  [1変 . ＨＧｾｾ＠ fj} ・') 以lji lthi ほ;
空気調和装 i町、れぬ冷w機

設 計 ・製 fl o • }J fJ j工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

"...1 

}JU厄泣

高砂熱学工業株式会社大広支底

大阪 市北区'1止品船大工 II IJ 1i. 三::i 件l也 (1IJ: 1::1 大阪会館内〉

電 話 :大 阪 ⑪ }"J 8 3 5 6 ( 代表)

- * 京都 中央区日本柄兜IIIJ 三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 務 地

社

応

場

本

文

工

大阪市北 Ｑ＼ ＫＱ ｾＱ Ｑｬ Ｘ 帯地 Ｈ刈 ＡｲＡＺＧｾｬ :，- ＮＭＧｾＧ＠ ｾ＠ ;17) 

1E .京 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  (1 ｾｽＮＨ Ｉ＠

社点 以ね［了 ｦｾ 川氏 ｪ ｊ ＱＱ 凶 駿ￌＢｊＭＧＱ Ｔ J i j  ｾ＠ • ';-出乃王

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝

暖

ご自

4

2

 

一"  株式会社

社

大阪市北区中之島 4 - 39 屯⑪6671- 5

m 京 支 18 m);r 1 $ 港区芝浜絵川[ 2ー 7 a:; (431)  7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 応 札 悦 市 北 四 条 i珂 15T " 日②2203・③5374・5969

仙 台 文 山 仙台市元寺小路( Ti . 城ピ J レ) 屯 ② 806 1・@ 9261

名古，; { 文 同 名古Ｏ［ｻ市中区点 ｩ ｬＮ ｾｬｮ｛ 6  - 5  "01.1 @  1  2  7  0 ・148 4

広 川 文 山 広，I; h Tli 大 干 PI[ 8  - 155 ・u @ 7 9 4 9

1日! 刊文! 山 福 岡 市 来 日f IU[ 3  ;[; @  0788・@沿296

業エ日株式会社

ー! 日也

5  .' ， 

:' J也

J  

J035t: r  

5136詐

庖

本

支

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社⑨ 

社 点 都 i! i '1' ; ; {区 I，Ji j持 111] 通 リ!bliノj 、路上ノレ

1U活@ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大 阪 営 業 所 大阪市北区天満橋筋1- 37( 天満橋北詰)

屯 話 ⑪ 8 8  2  9  

凶 臼 市市浜 悶 凶 末 広 III J 電話7503・3665

津 市 栄 町 2 ー 111 電 話 3 6 1 0

暖房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 IIIJ 四 三 被 速 ピル 六 階

1立話大阪⑩I ! ' " ( 通 2 0  8  5 ・5 7 2  5  

( 代) 9851 - 9 ・9 9 5 1 - 9  

来京1 ，11 千 代 田 区 西 村 田 町 一 ノ 八

12 訴 東 京 ( 291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

141 繁)11 
1

 

1

 

ｦＧ ｾ 表 Ｑ｛Ｚ＼ 締 ￭ＩＡＺ

本

四日市営業所

津 営 業 所

温湿度調 整装置、 暖 房

冷房 、水道 、搬送機 設備

投 計 並 ニ 施 じ

第 一 工 業 株 式 会 社 六 号支 庖

，、 10977

大 阪 市 北 l kl 河川 IIIJ 30 '， [ ! ぷ k W4 1 1 b d i ~9・0970

木 村 ) ![ J;r  ffl j  T;  (  111 1ぇ J ノ 2 10 

'，[! ，ｲＮｾ＠ ( 281)  2  O  3 '  5  

flli f ，- lI i  ，iTr ι ; . ，; ij' o  0  

tu  ぷ 7 3  :3 2  

オ ｾ Ili )-.!. di .l}.[ 1メ見. [ J 白;1 Ir 3  ， 6  

tU ぷ (9) 2  8  9  3  

仙 台 支 1，1;

社最大

大

i;， i 'i! 歪: 1¥張日rr

⑤ 

日 本

尽東

名古屋支后

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市北区京是. . . ! ! ! L l ( 大 ピノレ)

電 大 阪 代I瓦1 ) 8 6 2 1 悉

* 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

屯 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 呑

束［［ｾ都港区芝佐久Ａ日 ｪ ｬｬｬｊ 1 の46 ( 大間 ピノレ)

活ｾ｛ ｊｾｩ 代 Ｈ ＵＰＱ Ｉ 3  1  5  6 務

名 古 ，屋 ・1111 介 連 絡 所 福 岡

出張所

[lt¥ ｩｾＧＢ＠ tj) ・71<.必 iNi 1  

i没; i ¥' )j在

栄 輿

取締役村氏 '-1
1  

山 -<. U:. 

庖 大阪市福山区上 布 。 ｾ ，t_ u  ｾｴ＠ r  

74 活 大 阪 .iTh 3: 1 9  1  

来 };r 1J 1l 新宿 |天 荒

1G ぷ (351) 2  1  I  7  

神戸出頭所 tj'} -; ，j ; 佐川区下i I ， T.jffi 八 ;

仙台出彊所 仙台市，ｾＡ内市 ｲ r: --i ! l  '.E 16 

暖冷房・空気調和・ 環 境衛生工事 一 切

，11 ，l!- ! 応仁

熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 北大阪 ピ) i"

電 話 大阪 ⑮ 代 8675- 9 ・4953 - 5

東京支 ｉ 苫 点京却 ［ｔ 代 ｩｬｬ ｬ 可 ｾｉｬ 'l 円以! ! l J 1  

'，l! ;，rj  ( 866)  7  6  8  3・7 i  1  O・2 5 9 4  

:?" ，片 It!. di '1' 1< . く代! i ! J 7  

'd.i: "，c  21. 4  6  9  0 ゃ， 3  1  7  

営業所・出張所 下l対 ・金il( ・I! 長;J ｾ ・ ｬ ＮｾＧＮ ・ "  "lt ・!j ，司;

冷房・暖房・温湿度調整装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

l没; 汁 }j Ili 1' .  

理 研

大阪営業所

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市 北区 友 Ａｉｾｾ ｡ 前 j  7  1  

氾 ぷ ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

:w. ;; r  f，li 文 京 区 Jl: IIIJ 2  J  1  1  Ｗ ・ ｾ ｈｾ＠

Ｇｾ｛￬＠ ，;，f; ( 811)  CI に 1<) 6  2  9  4  

支后出張所 ヂ; ，Iibi  • 1"II; I. J  . 札似 . 1111守 ・ j ｾｾヘ ・ ｉｪ、 ｪ 白 Ａｪ

社本

本社・分室

3  

所2裳営



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 も ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

A::::::-

ヌL

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

包 語 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 51 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

.A除

ｾ＠株 式浅 海 電

事 設 計 施 工電 気 エ

本

社

大 阪 市 北 区 、野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目十二

電 話 ( 551) 8 3  3  0 ・8 3 0 3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. .6.  

-;z::s; 式株

企 =

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業蛍'

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社
社

. .6.  

-;z::s; 式株業エ原栗

騰

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 二 五 番 地

' a 1 語大阪代表⑪ 8 1 3 1 - 7

東京都港区芝金杉町二丁目十三番地

名古屋・神 戸・新 宮・御坊・松山 ・草津

村

ム

「

，
取締役社長

社本

英

大阪市北区永楽町 8 悉地 ( 日産生命館)

電 話 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

-
一
g
一

回
原栗取締役社長

東京支庖

営 業 所

. .6. 

-;z::s; 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 .( 341) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番地

全国燃料会館607号室 電話東京(541}7464

大阪南北海道 ・名古屋 ・四臼市・福山福岡

. e= 

ヌLト 電マヤ株式会社

龍本山取締役社長

社

東京営業所

本

盤

置

置

び

作

社

包

装

装

及

製

品

制

番

地

獄

時

地
時

時

受

止

動

一

計

弘

氏

番

~
四

5

番

、均

一

刊

番

1

4

6

1
タ

設

a

z

-
-

=

一
3

六

叫

十

9

=

5

J

川

町

制

師

陣

し

川

山

中

日

+

明

日

コ
U

U

包

即

監

ス

昌

H

4

臥

回

一

1

則

三

日

町

{

額

分

相

方

一

即

応

3

0町

。

安

慨

町

番

帯

地

位

問

芝

山

r

t一
軒

町

一

関

心

地

員

制

緩

・

州

M

L東

N

T東

7

虻

配

電

視

チ

其

砦

m

v

区

臼

w

中

市

引

川

用

・

監

'

り

・

組

現

印

私

話

口

語

話

阿

佐

作

盤

置

F

一

・

1

3
京

J

同

古

操

作

装

ト

グ

電

車

京

電

大

君

事

電

広

動

操

動

シ

ケ

i

社

場

庖

所

所

所

自

ぢ

白

コ

t

;

張

張

被

宇

h

E

タ

+

T
本

支

出

機

速

度

フ

一

割

京

阪

刷

出

出

動

勤

湿

種

オ

古

岡

品

自

温

各

ヮ

森

東

工

大

名

幅

広

pfT 張出

. t = # ←ー. p . . .6.  

ヌ¥ 1本 エ 目 言 言

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝日ピル 6 階

電 話 大 阪 局 @ l 9 5 3 1 (大代表〉

蛍集所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 八 番 地

電 話 大 阪 同 ⑪ 5 2  0  1 番( 代表 ) - 3

出頓所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 回 町 六 番 地

電 話 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

宝 電 機 株 式 宮

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社大阪市北区絹ｾ町五 ｯ (堂 ピ ル 三 階 )

句 者古 (312) 1  4  7  1  (代 )

庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 四 丁 目 十 (後閣ピル三階}

電 話 (551)  5  5  9  0  - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

m d'古 (98) 2 3 6 - 7  

小 松 市 符 津 町 才 四 四 ノ 三

電 話 ( 粟津) 2 3 7  

夕 焼 市 三 宝 町 七 丁 目 三 六 九

社

事

エ

エ

施

ヌL

計 ・

陽

ｾ＠

設

電朝

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

本

支

タ

電 気 工事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山通 9 丁目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

話 東 京 (371) 6  2  0  3  

沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

4 与

ｾ＠式

明正

株

本中

畠 -

ヌL

取締役社長

電本中社
. .6.  

-;z::s; 式株

. t = 

ヌL電東j工

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

語 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目一一三

電 話 (931) 2  1  9  3  

社本

社

本

支

機鰭工場

資材 倉庫

金出51所

4  



電 気 工 事 設 計 施 工

メ 輿 社株式会社

取締役社長 坪 井 大

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 ! 町 50 ( 堂ビノレ 7 階)

亀 話 ⑩ 2 1  3  8  ( 代) - 9  

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電話ｾ 1  4 7 8  ( 代) - 9  

出張所 堺 ・ 下 関

瓦

瓦

っ

例

ゎ

和

肝

大

か

大

瓦

瓦

用

用

配

屋

勾

寄

緩

数

雨

寺

風

社

耐

本 庖 京 都 市 東 山 区 今 熊 野 池 田 町 ( 6) 3 5 5 5  

大 阪 嘗 鰻 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1  3  .  (941)  0  9  7  5  

名古屋嘗蟻所 名 古 屋 市 瑞 恕 区 堀 由 通 1 丁目 (88) 2  7  0 3  

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 彊 所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ヒソレ五階

電 話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 番

リグノイド床・床材料

製 造 ・販 売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 后 大阪市西区南姻江上通一丁目三一

電 話 大 阪 ⑬ 3 4 2 6 - 7

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  - 9 番

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 ⑭ 6531 ( 代) - 5  

支 庖 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡 山 ・門 司

エ レ ベ ー タ ・コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト ・ ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー ト パ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

位 計 ⑥ 製 作

θ- * 工 レ ベ ー タ 工 業 株 式 曾 社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 6 ( 天六阪急ピ J レ)

電 話 ( 351) 4  9  ｾ＠ 7 代 表 7 0 7 1 交 換

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 ( . ¥' ! . ' tI"ピル)

電 話 ( 831) 7949直 通 ( 866) 5276交 換

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 - 6  - 2  

包 括 ( 381) 0  3  6  ; 3・ 4 5  8  8  

臨翻七

. .  '"ャ 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西問手町一O一七番地 湊町駅貨物八号門前

電 話 (562)  0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

特約販売 ・工司匝庭

東洋キャリア工業株式会社

東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パッキング製造所

大 洋 産 業 株 式 会 社

③日

販 売 工 事

各種保温保冷材料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防熱防音工事

冷凍機 ・石綿製話 各種配管工事

各 種 樹 脂 加 工 品 設 計 施 工

本 冷 熱 工 産 株 式 会 社

取 締 役 社 長 石 川 良 典

本 社 及 大 阪 営 蝶 所 大 阪 市 西 区 土 佐 線 通 1 の 16 ( 石川ピル)

電 話 大 阪 (441) 2295 ・4167 ・4846 ・1761

丸州支社及長崎営黛所 長崎市茂里町 13番地 1tt J孟 (4)∞92 ・03ω

営 蝶 所 及 出 張 所 広島・福岡 ・小倉・大分 ・徒、ぬ ・舞鶴 ・東 哀

5  



アルミニウム

東京鋼板工業株式会社

ス テ ン レ ス カーテンウオール 本 HJJ<. 工 場

大 阪 文 J，I，

名古J... {点:J ，li

fi ，il;(;]:I: 'Jl;I 9i 

ブ ロ ン ズ

工 業 Ｉｔ ｊ 及 ＲＲ Ｒ 奈川名 手 ｦｩ Ｚｲｩ ｊ 米別立 ｩ 阪ＮＯ ｾ

セ メ ン ト

ノ ｬ 、Ａｬｬ ｈｒ レミコン 特約 ｾｦＺｕｗ Ｚｩ
ブ ロ ッ ク

セ シ ト ラ ノレf 1fi 子特がJ 版 光 J，1j

樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 白 4民 的 新 地 三 丁 目 十 四 務 地

( 桜橋氾俗曽根!I IM新地問入〉 11i 言I号大阪⑩1274- 6

支 后 ・ 東 京 ・神 戸 ・91;; 路 ・徳 山 ・河 松

局管・線五-t ュームを

ベン千t-9ー'1.シわし

椋 式 会 社

三 幸 商 曾

ｪ 、ｩｖ ｩ､ｊ ・北 区 ＧＨｾＧ ｭ ｬ￺ｾ ， ｪ 1，ー ノ|川

';U ;11. .人: 1坂 ⑩ 3 1  4  5  

!  ，:11 '({ )  j' 伽l 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床 材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水・ゴーレジン樹脂防水

ｾ ｾｾ＠ k J 阪 J 山 占 {T: JJ Ui 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

ィ、: ｾｉ Ｚ＠ 火山r ! j1ti H 山ｶ＼Ｚ川辺 ｾｦ 之 ｩ 司 ｦ 3  - 109 Ｂ ￼ｽ Ｚ ｮｾ＠ @  9  0  8  6  

Ｑ ・ ｦｾｊ 灯 火 山 di 'li 0: ，'{ (.( ｾＱ＠ JII !可 3- 54 日大l主 ⑩ 4370 ・6760 1  

ｉｉ｜ Ｇ ｊＡ Ａ 所広 ｉ［ｾ t! i  Jt 治 山 本 町 1 1  8  Ｐ ・ｬｩｉ，ム ｉ［ ｾ Ｈ￐ ＴＹＶ ￯

ｉｈＧｊｊ ｾ ＱＹ ｩ＠ IU J;( 出羽'1 li i  1-<: iE 1_1池 4 6  '，[I 'Ii  ';(( 351) 5298 ・5264

P  AI NT I NG CONT RACT OR 

;'I': 校 コ iH ｾ ｬｬｪ 白

株式

会 社 塗 装 庖林

TEL. 大阪@ l 1756- 7・東 京 ⑮ 1335
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取

引
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川
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特 許

松 平 式 白 蟻 殺 滅 予 防 所

がn ilT Iyj JI& J  i  rH l 'i Il IJ 28 ｾ ＡＮ￬ ぷが ｈ ＴＰＹＸ

Oi  11 ｦ ｾＫ ＺＧ 先〉

が ｮ､ｩ イ ｲ，｜ ｾ［ ｾ '，(1干Il IJ (ド.Ii 物品川j ) ＧｾｇＺ請が良 ＴＰＹＸ

III'; J( Jj， .;， iHd i  (が しI lll rJ己 111車1[1付 '，!.i，J; 6011 ・6012

，j.: ぷ ，:' :j ｾ ￮ｬ＠ ! 日計i 毛o I i ki 毛 IIIJ2 6 3 9

u . u の 新 建 材

プリ ン ト 合 板

ピ 雫 オ シ

九 徳 夫 弁 弘

美 張 ， 、 本 "

'1 A "ム ，. ，叩が

又 - J てーシfョイナー

量E

1  

U RU 製 品 製 造 発 売 元

⑥ 
浪 速 合 板 株 式 会 社

大 |以 rl i 浪 速 区 幸 IIIJ Jtij の 3 O 20 

T  E  L  ( 561)  2  F  0  1  (イそ)



|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

株 式 会 社 鈴 木

ゆ

ン ヤ 商

. 6.  

コヨEタ ア

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3  宿 話 ⑬ oω8 ・5837 ・8729 ・6810

北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9 電 話 ② 2 2  8  7  

⑪去を 1U! ま窯業尚喜

大阪市西区靭本町 2 丁 目 98 市電ね南通り1 ' t t f亭前

電話大阪 ・ ⑪ 8 4 6 7 - 9 'iff

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株式会社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野恩町1231 阪神閑道野宅氾伴前

製造元東京サシヒ ッ ト 商会ｾ大阪⑪ ＰＴＱＷ ・ ＴＰＹＱ

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社神戸市生田区友狭通凶ノ 一 兆制ピル

T E L 神戸 ③ 0 8 8 1 - 3  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 Q . 1主ピル 5附

T E L 大阪 (312) 2  0  3  1  - 4  

ｴｬｈｦ ｾ 所 岡山市内田京国 ｲ 1  5  8  

T E L  岡山 ② 5  1  8 9  

旬

。

u

p

m

u
部

一

種

売

広

明

例

制

阿

川

島

n

一安

芳

則山

紘

一

吟

掴

出

品

券

引

州
電

耐

天

A

M

株

会

ｉｾｄｾＱＱ Ｑィ ＧＱ

tI:J ヲz-J "

涜し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電話 ( 531) 1003- 5  ( 541)  8731- 3  

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 ・屯 ⑫ 0 1 4 1  
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期 新 設 工 事 完

F ル ミ サ り シ

種 目

レ デ ー メ ー ， ド

イ 、ー ジ オ ー タ .

ス ベ シ アワレ オ ー ダ ー

( 製 材 神 戸 製 鋼 所

面の厚紙でへ リ

折り被覆した強

靭で美砲な新し

い耐火ボード

ド

ン

ド

十

↑

一

一

品

オ

ト

ボ

火

ス
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耐
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カ

M
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イ
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則
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ア

秋
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が
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壁

出
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下

洋

で

石

を

和

日

E 圃掴1 m温n霊 童
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何よりも安心できる 年 限 仕 様

〈ぬ

地 区

近

畿

JIIli 

不

同

)  

東

海

ヰヒ

陸

中

国

四

国

九

州

組 {d- 員 名 f主 F斤 1[  Z青

( 株) 久 ｦ ｾ 長 再話 活 大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 大 阪 (341 )0207- 8・4836- 7

( 株) 木 下 諮 三 住 吉l 府 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 5 / 35 大阪 (441) 5408 ・5486

( 株) 井 上 i争 夫 商 庖 大 阪 市 西 区 江戸 堀 下 通 1 /  7  大 阪 (441) 8531- 5  

( 株) 大 和 尚 fi- 大阪市南区高津田T 4 番丁73 大 阪 (631 )  6221 - 4  

( 株) 石 回 E茎 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大 阪 (301) 6340 ・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 / 51 大 阪 (631 )  3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町38 大 阪 (371 )喧555- 7

日 本 総 背 E 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町40 大 阪 (341 )  1804 

石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁目 神 戸 ⑤12140 ・2697

(株) 中 出 目指 fi- 神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 / 9 神 戸 ⑤4630

タ ア
〆《

ヤ ン R指 庖 京都市下京区四条大宮雨入学校前 京 都 ⑮4468

田 島 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ノ74 大 阪 (441) 5951代 表

問 問 建 材 株 式 会 社 名古屋市 西区 西 菊 井 IHT 2  /  12 名 古 屋⑧沼057 ・0121

( 株) 名 建 商 fi- 名古屋市中区宮出町 41 ノ 2 名 古 屋 ⑧1329 ・2817 ・2106

高 縞 主主 中イ 底 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 1 ノ 12 名 古 屋@3295

北 川 工 業 株 式 会 社 金 沢 市 西 側 町 8 金沢吾) 4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 活 業 所 富山市奥田新聞T23 富 山 ②'2218 ③ 1014

北 川 E 業( 株) 福 井 滋 業 所 福 井 市 大 和 中 町70 福 井 ②4532

(株 ) ，GJ 工 務 底 高 岡 市 大 坪 旭 町 2 丁目 32 ノ 1 高 岡 2463

( 株 ) 小 品 工 務 底 富 山 営 業 所 富山市神通田T 3 区 1003 富 山②8221

! ? 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町108 中 ② '2281- 4  

，' 1 ' 盛建材( 株) 岡 山 営 業 所 岡 山 市 東 田 町 3 岡 山 ②7911 ・8169

( 有) 里子 甚 R指 庖 間山市内山下30/ 10 岡 山 ②4272

( 株) r兵 原 盛 蹴 16 尾 道 市 吉柏 町 新 浜 尾 道 2760

( 株) J兵 原 壁 崩 底 防 府 支 庖 防 府 市 大 林 寺 防 府 ②3611 - 2  

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松 市 宮 脇 町960 高 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

，' 1 ' 盛建材( 株) 福岡営業所 福 岡 市 万 行 寺 前 町14 1巨 ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 市 大 橋 町 138
長 崎 ④1726

高 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所
小 倉 市 西 本 町 2 小倉筋，) 6177

建設省阪建22号認可 出 資 金 6 0 0 万 円

霊

西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 -- 7  4  

東 京 連 絡 所 東 京 部 千 代 田 区 神 田 岩 本 町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・ 四 国 ・九 州

T E L ⑭ 代 表 5951

T E  L ( 路6) 代表 6101
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雨 の 多 い 日 本 に は … …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

マν 子二J の S K式 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地

燃 え な い

狂 わ な い

取 り つ け 易 い

ー
MA N⑥ T E N 

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

大 阪 市 南 l R 臼 本 怖 筋 3 丁 目 2 若手地 'I [ L 話人; 阪 ( 641 ) 115 6 - 8  

E臣 家 出 張 所 東京都江京区( u . 戸 IUf2 下 回 114 ( 析 協 和 ピ ル 内 ) Ｇ ， Ｑｉｾ舌東京 ＨＶＸ Ｑ Ｉ 8425  

10 



， 
Xゑ三なも1参ず aB g  1. 1 暮し

建築基準法定不燃材料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

〆f ー ラ イ ト 唯 反

孔 あ き 板

サンドイツチパネル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 泊 色 ・ 化 粧 板 他 )

各 種 加 工 品 あ り

委 し い カ タ ロ グ お 送 り し ま す

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3朝 日 石 綿 ピ ル
ド 協 会

ト 協 会

ト ボ ーユノ石 綿 セ メ

波 形 石 綿 3 5 9 ・6 9 1 4

一
一
一
三
三
一
三

一
一
=
=
=
=
=
5
2
一
一
一
一
一
一

E

E

-

-

一
一
一
=
=
一
一
ロ
一
一
一
一
一
一
=
=
=
一
一
=
一
一
一
三
一
一
一

特 徴

1. 松丸太杭 より遥かに堅固で安い

一一工費節減ー ー

2. 運 搬 ・打込とも簡単で工事迅速

一 一施工容易一 一

3. 理想的なフリクショ ン ・パイル

-→封E優秀一一

4 . 充t.i1糊に依る地盤の更正

武 智 工 務 所

耳疎帝役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ー 11 併 池筋) 旭洋ピ ル 3 階

電 話 ・大 阪 ( 202) 3233 ・3234 ・3928需

電 話 ( 5 ワ 1 )  

ト節杭ンクリ

レ

鉄筋コ

ス

一

一

一
一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

株式会社

一一
一一

11 

株 式 会 社 坂 本 組

取締役社長 坂本清五郎

繍 浜 市 鶴 見 区 朝 日 町 2 ー 71 一一…ー ム

包 括 鶴 見 (50) 3506 ・3195 ・4735 ・4171 、 車 問 叩 品 ，
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西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株)

大阪市北区神山町26( 富国信用ピル) (361)  6  5  0  1  

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

内総i I i - ' " ノ&: IIIJ 洲 端 2169 高必 (3) 3181 

旭 サ ッ シ 工 業 ( 株〉

大 阪 Ili 滅東区野江酋之11げ1ノ44 (931)  3  5  6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株)

l己 的 il 了 間 liij 島 町 2 7  0  (401)  6  3  0  1  

( 株) 石 居 工 業 所 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町3 - 23( 新老松ヒつレ) (361) 5965 

( 株) 岩 住 鉄 工 所

l己 崎 di 守 郎 字 下 河 原 1 5  ( 401)  6  7  5  1  

栄 進 鋼 業ー ( 株)

大 阪 Ili 島北東区野江西之町2- 2 (931)  8  2  6  1  

( 株〉 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 ( 551)  1  7  1  8  

大 阪 機 工 ( 株)

大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 西 通 1ノ4 (371) 0  6  6  4  

大 阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6 ( 腿) (3)  5241 

( 株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 岡 町 l ノ 4 4  ( 531)  I- 2  5  4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

盟 中 7巨 大 字 洲 到 止 3 5  9  (391) 0  6  6  1  

加 地 シ ャ ッ タ ー 工 業 ( 株 )

大 阪 71i 生 野 区 中 川 町 3 ノ 1 5  ( 731)  1  0  2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株〉

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 神 戸 ( 回) 4343

( 株〉 関 西 鋼 業 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野江中之町2ノ5 (931)  6  0  4  5  

( 株) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 町 1 0 0 2 広島 (3) 7293 

三 機 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖

大阪市城東区高腿縞3ノl ( 東綿ピ J レ) ( 202)  3071 

昭 和 鋼 機 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 di 凶淀川区日IIIIIJ ・3 ー 155 (471)  6  0  5  1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

! 日ケ l崎TI i r-'t-i 竹 谷 IIIJ 2  ｾ＠ 8 9  (401)  6  3  4  1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 J11i 浜市 rl1 村 手: 凶松木 2 2 3 新居浜 5 1 11  

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 ili 城ょUI を 野 江 東 之IIIJ 1- 12 ( 931)3 3  5  1  

谷 山 鋼 機 ( 株)

大阪市減京区己正問横堤IIIJ230 (931)  7  1  9  1  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

広 島 市 舟 入 、ド IIIJ 6  1  2 ノ 1 広島 (3) 2081 

東 京 鋼 板 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市 北区都j笠III J l 8 Ｈ衆 ｉｉｾＺ ビノレＩ (361)  9  1  5  4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 島 区 梅 左 江 下 2 ノ 74 (451)  6  5  7  3  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大 阪 Ili 城 東 区 次 回 横 堤 町41 (931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 ( 株)

大阪市北区木幡IIIJ33 ( 木幡ピノレ) (361)  4  9  4  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪TI i 北区堂島上2ノ36( 何日産業ピノレ )( 361) 6758

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市来区 uiH後IIIJ 3  ( 綿業会館) ( 231)  7  9  5  8  

( 株) 汎 建 製 作 所

大阪市此花区内島町 3 の15 (461)  2  9  0  3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 中3ノ4 (471)  7  6  5  1  

( 株) 三 高 製 作 所

尼 ケ 崎 rfi 神 崎 五 反 閏 2 8 0 (401)  6  1  5  8  

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大 阪 市 北 区京込町1 ( 大阪ビノレ) ( 441)  8  6  2  1  

六 甲 工 業 ( 株)

大 阪 市 阿 成 Ix.I I ! . ! 北通 2 - - 2  (632)  2  9  2  1  
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二 葉 屋 装備工 業 株式会社

(創業大正 7 年 )

取 締 役 村 長 若 林 繁

大阪，1i 大 i;El天木11 川 陥 Plf 2 の 6

Ｈ 大 六 Ｇ［ ＱＱ 停ｾｊｩ ｾｴ 2 問[ l

￭ ｇＺ ｾｬｩ＠ . 大阪 町iI 3321- 3 .  3630 

1::-

， ， 

- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 炉

稲 田 志 望

- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 一 一 惨

I 壁

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 惨

踊ωすぎかべ'

- 繊 維 の 色 土 . • • ｾ ・ 一一争

丹筒形ト巳ラ錠m決定版H

デ ラ ッ ク ス ( カタログ贈呈)

1 品 種 住宅ム:1同 .! j i.掛崎刷、 1II Il:l:I: IJ 刷. 廊下通時期、連摘

せ る 川ft 別刷、 frl 制 11、学校 . 荊院用、出口噂用.

ピ ル 五1始-1M開) I J . 浴出 トイレ y ト用

ι 2 材 質 ステ μ レス 町砲{ I ! . A 雄 、 硬 貨 ア ル ミ ユ ュ ー ム

S 形 状 広向型山A ; . I I 盟、円筒型、 ) t 型

ス タ ン ダー ド

朗
々

a
ug

 

通下廊J

 

J

 

糾

M

，

仕川

ム

品

川

一

掛
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‘

、
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川

宅
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住

副

広
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賀
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陣

・
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の
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9

黒川金物株式会社

本 社 大 阪 市1+' 区高i ll町 1 0 酢1，9 昏地 T E  ｌ ｉ ｾｦＺ ゆ Ｗ Ｇ 回 Ｍ Ｔ 曲目
世主所車，，: 1 i I I 江東区揖川消i田町21' 119帯地 T E L ( 641) 7 2 5 0  

工 場 事 良 川 北 高 崎 郡 舟 王 町 別 冊目白骨池 T E L  ( 下問) 1  0  9  

4 一 一 繊 維 の 床 砂 材 …

κ ピロ〉壁

. _ ー ・ パ ル プ の 日 本 座 敷 壁 材

ωす? よかベ'

. _ ・ 欣付のできる 京 砂 壁材

事日

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 橋 電 話k|妓 (54 1) 5756- 9  

営業所 明石市西王 子 町 1 丁目 3 9  電 話 明 石 5  8  5  2  

営 業 所 福 岡 市 西 唐 人 町 1 番 地 電 話 福 岡 拘 7 3  7  3  

14  
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三栄建材工業株式会社

大阪市 '1' 'f 1正味欠柄町一 五一番地

大 阪 ( 741) 4655 ( 716)  0188 ・0189
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特 徴
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r ' . . ・.‘ .. -. ｾ＠ .. -:" ｾ・ Ｑ ・Ｎ .・1ト・.，τー三・.τ 王、， :  ..: _.: .  . : 示て・. . ・〉 ・: :  ｾ＠ .9_ ・. ' .・・.-.:... .. . ・. ・・，二・九竺. . . . . ・・1，E E f - J . ・ ・・.・γ ・.'".:: 仁，

笥 : 木 目 占 床 板

フ ロ ー ン グ 施 工 i青 負

プ ロ ‘y  ク

ベニヤフラ ッシ ュドアー 造 作 取 イサ

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6夢 幻 寄
木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 繍 堀 6 - 49  

電 話 (251) 373 1 ・3 !;J 6 0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

A

G

Z

 

15 



超 硬 骨 材 に 顔 料、 薬 品 等 を 配合 し た 粉 末 知lで そ の 健

水 練り、 金 銭仕 上 げの 為 特 に 技 術 を 要 せ ず 、 色 ム ラ、

/ 口 汚 れ 等の葺え点 がない耐庫署粍 性 特 に 強 大 、 表面 滑

ら か で 美 し く 消潔 、 耐 水 位 に 1 d み 価 格 低 廉 で あ り ま

す 。 ( 坪当り材料代1 ( . 950) 仕 上 り厚 さ約 2 明暗 皮

学 校 、 工 場 、 病 院 、 事 務 所 、 商底、 ガ レ ー ヂ 、 ガ ソ

リンスタンド、 住 宅 内 玄 関 、 流 し 、 浴 室 等 に 最 適 で

あ り ま す .

( カタ ログ進呈)

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リりイド)

大 阪 ヨ ニ 〆 べ ス 建 材 枇

一
冗売発進劉材熱断

a
ド

・

J

，

 

一フ
ユ

シンイn

u

 

-
E' 
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製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市 此 花区 四 貫 島 旭町 1- 3 T  E  L  ( 461)  3  5  9  4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1

11. &. ( ; - '  

. G'. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

ュ D . M 38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ. コ ン パ ウ ン ド ア ス フ アル 卜 販 売

内外Z 業株式会結
脇 山 静 夫

、v

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋 コンクリ ー ト造建築

の設計監理

2. ダイ ヤモ ンド トラス ・ジグザグ トラ

ス ・平行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

PAT . O式 ( 織本式) ヂベル及クランプ 《

、、 広明4

地質部 ボーリ ング ・建築物基礎工 v '  V  

事の為の土質調査

f 伊~九

、

• 

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・絵本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本編かきがら町 3 の 2 電話 ( 671) 臼43 ・7007 ・7062

株式会社
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京辰

標準セメント防水材 ・特許ニッポン

特許ニッポ ;/I ! ) j 水液 ・急 結 液 一 号 ( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッポシ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメ γ l 防水材特許権実

施工場

( 大阪営業所) 北区芝田町六八電話大阪⑩7916

( 本社・ 工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

事11戸③2723

室 内 装 飾 級 車、舗床材 一般

東リ拘ーぺ吋ト発

井 株 式 会

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) ｾ Ｖ＠

日際 、壁紙窓掛、椴 l帳、

‘  
e  

'  
フE

社

'::i:::' 

フロ東洋リノリユームの

亀

写?

周申組支障11呂; 金
.  ｾＮＭＭ

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

田 中 風 呂 襲 催 涙

大阪市浪速区元町 1 丁目 742 f.旦シ! 振僑屯停前 ( 641) 5313 ・8128

速

2算

富

迅

丁

豊

工

切

庫

施

親

在

ι ヨFイ〆イF

ザ -v E， 
s，ヤ噌9 -

を 誇 る

( 乞 御 照 会 )

T E L(641) 5750 ・8836

信 用

寸.

， 
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. 内句雪rータ.-

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 標

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

7宜主 l i請 イ、J- 屋 上 強 制 J臭 気 装 置

工 場 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 品 適

内 外 建 材 株 式 会 社

IA 1'， ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 番 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

大阪市丙医上件. 堀船町23 ( 大阪商工ピノレ) T  E  L  (441) 3983 

L 場 大阪市械東 区天王凹 町 1 の 141 T E L  ( 981) 1149 

、

岩 元 式

iスカイライト並問料ンチレーダー l

カタログ進呈

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

牛

ム

4

A

E

 

会

川

日

式

釧

寸

朱

肘

一
H

4

4

区

ι

U

業

一
一

一蜘

巳

附

話

-

-

大

屯

一

冗

柑

山

一

相

網入光り波型 ガラス ( 刀 二[ 域) 長サ96協 間 協

.，..，、，..内，、，.，.，.，..、俳，、俳，..、，..、，.".ヘ，.. 除""、，頃...，、，.".、'"内，、，匂内内内向内，、N 内，、，..，.，.仰.，.，..，..剛、，.".、，.....，、，、...，.，、，頃...，、N 、，.，.，.，、'"除d、，.

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板) 各種波，寸法( 長尺物有〉

、 ＢＢ 、ＢＧＢ、，ＮＢＮ、ｾ、，ＮＮ，ＮＮ，、，ＮＮ，ＮＮ， 、 納Ｎ，ＮＮ，、ＧＢ、ＧＢ、隣，頃匂ｾ頃ＮＮＮ，Ｎ，Ｎ，Ｎ，ＮＮ、，Ｎ，Ｎ，Ｎ，、供，、ＧＢ 、 ，ＮＮ，ＮＮ，、ＧＢ、～Ｇ、ｾ、ＢＢ、

⑮ 製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

大阪支倍 大阪市北区玉江町 2 ノ 4 ( 三菱倉町ヒソレ〉包⑩1389 ・3

本 社 神 奈 川 県相模原市 小山 字久保 ＲＲＴ 包① ＳＱＰＱｾ 4  

• 

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水工 事 聖

護 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事 ミ

譲耐椴モノレタノレ工事 ι 各 種 床 工 事 室

大 阪 耐 酸 乏 業 A

大 阪 市北 区 浮 田 町82番地 電 話 大 阪 (371 )1333番
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浪建式

アルミサ・νシュ・ド7ー

スチールザ' リシュ・ド?-

シヤIVター. ) 1"ベレーター

lトカライジ〉クム処理工場完成

一製造販売ー

間 3州

全回線代理庖 l  

建霊夢第 二 工 場

浪速建枚Z業株式会私

本 位 、 革 問 工 場 大 阪 市 城 東 iメ 茨 l f I 楠 嵯 4 1  (鉛 1) 1  1  7  1  

野江工場大阪市城見! ( メ聖f 汀 中 之 町 l f l 九 番 地 (931) 6  8  2  4  .  4  6  3  5  

東京i向車i ' fr ・東京冊中央lメ銀時1 Rf，rfJ 本内館ピル六乃島11 6仰 号室 ttle6 東京 (541) 4611帯

伺間賞襲所 ・師 岡 市 天 神 町 二 酢 j由 ( サ ン ピ ル 内 ) ttl ，，6 術 開 ③ E162番

出 弧 i' fi ・大 分 r I i ; 栄 町 下 市 三 ー ヒ 帯 地 電 話 大 分 1 3  6  6番

11わ

.

'

d

M

凪

刊
、

.

.

 

を絶 縁 工 法

陸屋根防水には

特許

-

ｉｉＮｾｉ ミー陪 ＱＱＱ 帯
e  

• 

特 許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅

東京邸中央区銀ドI i 西8の3 T E L ⑪2703 - 4・2370・4064・

名古屋出張所名古屋市南区若草町33 T E L @ 3 6 6 0  
- 御申越次第カタログ進呈
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多る ｃｊ 邑究戸ｾｾ
住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

t 、

A  r  大建の 2重焼付塗装で

⑮大阪建材工業株式会社 附で l 回、 成 れ l 回

20  

本 社 工 場 規 市 松 屋 町 l の 6 T  e  1  m. (3)5241 - 9  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1 T el ( 211)0836- 9 

名古屋営業所名古屋市東区東新進町 2 の 7 T el 名 (97) 7264 

東 京 事 務 所 東京都千代田区平河町 l の2 T el 東 京( 301)1248 

• 
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